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と だ けい を ゃ 、 プ ロ と ゆ 


A-WoOrker は 、 建 築 設 計 者 の た め の 求 人 サイ ト で す 。 


こん な よく ば りな 建築 人 を 応援 し ます 。 





還 全 む 人 に 寄り 添っ た 建築 士 に な り た い 。 
m や っ と 規模 の 大 き な 建 築 も 扱っ て みた い 。 


m 設計 か ら 甲 請 ま で 幅広 く ス キル を 磨き た い 。 
m 好き な 建築 の 仕事 で 安定 も し た い 。 





建築 設計 関連 の 求人 100% 








アト リエ 系 設計 事務 所 の 求人 多数 





大 手 求 人 サイ ト に は な い 専 門 性 














い ズ ない 








/ ツ ツ A-worker 


WW 6awoOrker55 皿 @a_worker に Fa 5 
@aworker_kenchiku IT 
Tel.050-3733-3020 | 


運営 会 社 : ユニ オン ジス テム 株 式 会 社 


⑥ 新建 築 住宅 特集 2021 年 11 月 号 / 第 427 号 
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定価 2.420 円 本 体 2.200 円 

振替 : 00150-6-30658 


[編集 発行 人 ] 吉田 信之 
編集 長 ] 西牧 厚子 
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tel. (03)6455-5596 
fax.(03)6455-5583 
e-Imall jt@japan-architect.CO.jDp 
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⑥SHINKENCHIKU-SHA 2021 Printed in Japan 
禁 無断 転載 複写 
表紙 の 写真 城 の 家 
手塚 貴 晴 十 手塚 由比 手塚 建築 研究 所 
大 野 情 史 プ オー ノ ジ ャ パン 


風 が 抜け る 家 一 一 外 に 居場所 を 生む テラ ス 


特集 作品 17 題 


0 10 HOUSe / STOD 「 本 村松 本 建築 設計 事務 所 

0 2 2 志 の 家 手塚 貴 晴 手塚 由比 手塚 建築 研究 所 大 野 博史 / オ ー ノ ジャ パン 

0 3 2 舟 と 庭 と 代 村 和 微 + 加 藤 亜矢 子 ン ム ト カ 建築 事務 所 

0 4 2 中 目 の 旗 潮 'SALHAUS 

0 50 下 晶 の 家 畑 友 洋 建築 設計 事務 所 

058 1 ga Petite_ MaliSOm _ メラ ニー・ へ レス バッ ク セ バス チャ ン ・ ル ノー ノ 2m26 


0 66 大 島 の 住居 島田 陽 ノ タ ト ア ー キ テク ツ 


0 7 6 富屋 の 住居 2 島田 陽 ノ タ ト ア ー キ テク ツ 
0 8 4 IBIS SENDAGAYA koMPAS 
09 2 高 肢 楼 平井 充 + 山 口 紗 由 ノ メ グロ 建築 研究 所 


10 0 風 越 の 家 加藤 医 毅 /Puddle 


108 ISeChHOINES| 宇津 木 番 行 + 高橋 良 私 プ 333architects 

1 16 SUGAR CUB ト 保坂 猛 ノ 保坂 猛 建築 都市 設計 事務 所 

1 2 4 四 連 半 キュ ー ブ の 家 濱田 絡 ノ /HAMADA DESIGN 

13 2 垂井 の 和 森 の 2 世帯 住 請 、 武藤 圭太 郎 建築 設計 事務 所 
1 4 0 時 の 家 植田 開 /STEAM 


1 4 6 IN BE | WEFIN 矢板 久 明 矢板 直子 / 矢 板 建築 設計 研究 所 


これ か ら の 時 代 を 担う 建築 メデ イィ ア 
と も に つく る 方 を 募集 し ます 





編集 ・ 制 作 ス タッ フ 





・ 新 建築 社 が 発 1 する 雑誌 , 書 下 広報 誌 な どの 編集 . 訓 作 
・ 建 築 分 野 を 問わ すず 新卒 経験 才 の 方 
画 応 葵 先 


株 式 会 社 新建 築 社 編集 スタ ッ フ 募集 係 
kikaku の japan-architect.CO.jp 
〒 100-6017 東京 都 千代 田 区 霞が関 三 ] 目 2 番 5 号 霞が関 ビル ディ ング 17 階 


真 部 撮影 スタ ッ フ TP 
・ 雑誌 や オン ライ ン メ ディ ア に 掲載 配信 する 建築 写真 な どの 撮影 棒 忠吉 3 
手短 い に: ュ デ だ 
・ 建 築 分 野 を 問わ す , 新卒 , 経験 者 の 方 
一 応 娘 資格 
要 普通 移 許 
田 選 用 形態 
医 約 仕 具 (1 年 契約 ・ 更 新制 度 あ り ) 
一応 共 先 
株 式 会 社 新建 築 社 新建 築 社 総務 部 人 事 係 (写真 部 撮影 スタ ッ フ 募集 ) 
photo@japan-architet.cO.jD 
〒 100-6017 東京 都 千 代田 区 霞が関 三 丁目 2 番 5 号 霞が関 ビル ディ ング 17 階 














応募 締切 (上 記 2 業務 の 募集 と も に ) 
2021 年 12 月 1 日 ( 水 ) まで 


応募 方 法 


Me 先 へ 履歴 書 を お 送り くだ さい . 郵送 導 HNNM 

類 選 考 の 上 , 面接 に お 進み いた だ く 方 に は , 後日 ご 連絡 いた し ます 
Xー ゲ ドレ ス , 電話 番号 を 履歴 書 NM だ さい 、. 
宛先 を 忘れ ず 明 記し て くだ さい 


氷 い た だ いた 個人 情報 は , 今回 の スタ ッ フ 募集 の 目的 の み に 使用 し ます 。 それ 以外 の 目的 に 使用 し た 
り . 第 三 者 に 提供 する こと は あり ませ ん . 
氷 応募 書類 は 返却 いた し ませ ん の で ご 了承 くだ さい . 
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伏見 唯 


MONTHLY REVIEW 


156 座談 月 評 、 乾 久美 子 x 石上 純也 x 長谷 川 豪 
NE WS 
158 第 32 回 高松 宮殿 下記 念 世界 文化 賞 発表 第 46 回 北海 道 建 築 賞 発表 / 湯 川 秀樹 の 旧宅 を 安藤 忠雄 氏 が 整備 ヘ ノ 


202| 年 度 木 材 利 用 優良 施設 コン クー ル 発 表 / 東 京 海上 ビル ディ ング が 建て 替え へ 


EXHIBITIION 


159 京都 市 京セラ 美術 館 開 館 | 周年 記念 展 モダ ン 建 築 の 京都 レポ ー ト : 川勝 真一 / 
建築 家 ・ 坂 倉 準 三 と 高島 屋 の 戦後 復興 一 「 輝 く 都 市 」 を めざし て 一 


BOOKS 

160 三浦 展 著 『 教 養 と し て の 都市 論 感性 を 刺激 する 33 冊 』/ 田 中 知之 編 『 超 建築 パー ス 遠近 法 を 自在 に 操る 26 の 手描き 術 』 
/ 森 口 将 之 著 『MaaS が 地方 を 変え る 地域 交通 を 持続 可能 に する 方 法 』 ノ 都市 建築 TOKYO 編集 委員 会 編著 『 都 市 建築 
TOKYO 超 高 層 の あけ ぼ の か ら 都 市 再生 前 夜 まで 』 


CONSTRUCTION PROFILE・ 編 集 後 記 
161 162 
TOPICS 


166 


奈良 で も 令 和 で も 、 外 で 過ごす 


伏見 唯 ( 建 策 史 家 ・ 編 集 者 ) 


住 拓 更 の 中 で 、 と り わ け 有 名 な 建築 模型 が ある 。 切妻 の 建築 に 、 テ ラス の 
よう に 広々 と し た 吹 放 し の 旗 が 取り 付い て いる も の だ 。 し か も 前 後に 2 カ所 。 
濡れ 縁 も 四 周 に 芝 っ て いる が 、 こ の 友 が さら に 外部 に 突き 出 て いる 。 奥行 き 
は 170 寸 (仮に 現在 の 尺度 な ら 、5,100mm ほ ど ) と ある か ら 、 か な り 広 い 。 室 内 と 
同じ くら い の 大 き さ を も つ 、 こ の 外気 に さら され た 場所 は 一 体 何 な の か 。 


読 多き 、 住 大 史 の メル クマ ー ル 

これ は 、 い わ め る 藤原 豊 成 板 殿 で ある 。 か つて 建築 史家 ・ 関 野 克 氏 が 正 
倉 院 文書 を 頼り に 、 藤 原 豊 成 と いう 中 族 の 住宅 の 一 部 だ と 考え て 復原 し た 
奈良 時 代 の 建築 だ *""。 日 本 の 音 の 住宅 は 、 十 代 以 前 に 建て られ た も の は ほ 
ほ 現 存 し て いな い の で 、 その 次 が 分 か る も の は 数 が 限ら ちら れ て いる 。 発掘 調査 、 
総 遷 物 、 古 記録 な どか ら そ の 次 を 考察 し て いく し か な い が 、 そ の 限ら れ た 
古代 以前 の 住宅 の 中 で 、 比 較 的 は っ きり と 形態 が 推測 され て いる も の の ひ 
と つ で ある 。 異説 は 多い が *^、 た と えば 『 図 説 日 本 住宅 史 』 (太田 博 太郎 著 、 
初版 1948 年 、 彰 国 社 ) に お いて も 、 堅 穴 住 大 や 高床 住居 な どの 原始 住宅 の 後 
に 大 きく 藤原 豊 成 板 殿 が 掲載 され て いる 。 学 生 時 分 、 教 科 書 の 最初 の 方 
に 出 て くる この 住宅 を 不思議 に 思っ た 。 こ の 広い テラ ス の よう な 場所 は 何 か 、 
目頭 に 記し た 絆 間 の こと で ある 。 

と ころ が この 建築 に は 謎 が 多 す ぎ て 、 そ の 実態 を と ら え きる こと が で き な い 。 
まず 具体 的 に どこ に 建つ て いた の か 分 か ら な い 。 方 位 も 分 か ら な い 。 ど の よ 
うに 使わ れ て いた か も 分 か ら な いか ら 、 克 の 用 途 も も ちろ ん 分 か ら な い 。 そ 
の た め 実 証 的 に 当時 の 実態 を 説明 する の は 難し い の だ が 、 む し ろ そ れ を 逆 
手 に と っ て 目 由 に 想像 を た くま し くし て みて は どう か 。「 こ の 場所 は 何だ ろう か . 
と 想像 する こと は 、 そ も そ も 「 人 は 外 で 何 を する の か 」 と いう 上 自己 の 省 察 を 伴 
う は ず だ 。 こ の 復原 案 を きっ か け に 、 住 宅 に と っ て 外部 の 空間 と は 何 な の か 
を 問い た い 。 


内 と か 外 と か 、 明 確 に は 分 か れ て いな い 
その 問い を 内 に 携え て 、 古 代 を 専門 と する 建築 史家 ・ 小 岩 正樹 氏 “と 話し た 。 
正確 な こと は 分 か ら な いと 前 軒 き を し つつ 、 小 岩 氏 は 「 お そら く 〈 く 古代 の 人 び 











藤 原 豊 成 板 殿 の 復原 平面 図 (関野 宮 氏 の 復原 ) 
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と に と っ て は 、 今 の よう な 感覚 で 家 の 『 内 』 や 『 外 』 を と ら え て いな か っ た だ ろ 
う 。 今 より も 外 の 空間 に 重心 が あっ て 、 外 の 宅 間 は 住宅 の 内 部 か ら は み 出 
し た も の で は な い 。 内 が 主 で 外 が 従 と いう わけ で は な い 」 と 述べ た 。 確か に 
今 ほ ど 機密 性 が 確保 で きる わけ で も な い 住宅 に お いて 、 少 な く と も 温熱 環 
境 の うえ で は 内 部 と 外部 は 連続 し て いた の で は な いか 。 環境 工学 の 観点 で 
シミ ュ レ ーション を し た 結果 、 室 内 温度 は 外部 と 変わ ら ず に 相当 に 突 か っ た 
だ ろう と いう 結果 も 出 て いる ““。 平 安 時 代 の 寝 殿 造 に お いて も 建築 だ け で は 
寒さ を し の げ な い の で 、 重 ね 着 を し た の が 十二単 衣 だ っ た と いう 話 が ある 。 
到 内 に いれ ば 暖か いわ け で は な い 、 宝 外 に いる か ら と いっ て 宝 内 より 持 い と 
いう こと で も な い 。 そう で ある な ら ば 、 相 当 に 現代 と は 内 外 の と ら え 方 が 美 
な る だ ろう と 想像 され 、 た と え は 絵巻 物 に 描か れ て いる 後 の 緩 殿 造 の 使い 
方 を 見 て も 、 儀 式 な どの 催し で 組 屋 内 部 と 南 庭 を 一 体 的 に 使っ て いる よう な 
場面 が 見 られ る 。 

朋 原 豊 成 板 殿 の 復原 案 の よ うな 広い 外部 空間 に お いて も 、 案 外 内 外 の 隔て 
は 小さ く 、 今 で は 室内 で や っ て いる よう な こと が 普通 に 外 で 行わ れ て いた こと 
も あり 得る 。 そ の 逆 も ある 。 何 だ ろう か 、 た と えば 室内 は 寝る だ け の 場 で 、 
ほとん ど 外 で 居住 し て いた か も し れ な い 。 


家 の 外 の その また 向こう 

も う ひ と つ 、 こ の 詩 が どの よう な 場所 だ っ た か を 想像 する た め の 材 料 と し て 、 
同時 代 の 住宅 と し て 復原 され て いる 法隆寺 伝法 堂前 映 建物 ( 伝 ・ 橘 夫人 宅 ) が 
ある 。 こ れ は 法隆寺 の 仏堂 だ が 、 聖 武 天皇 の 夫人 ・ 村 古 那 可 知 の 住宅 を 
改造 し た も の だ と いわ れ て いる “"。 こ ちら は 室堂 形式 と いわ れる 2 部 屋 の 構成 
に な っ て いて 、 閉 鎖 的 な ! 室 」 と 開放 的 な 「 堂 」 が 並び 、 さ ら に 外側 に 大 き な 
外部 空間 の 赴 台 が 張り 出し て いる 。 こ の 露 台 が 何 な の か も よく 分 か っ て いな 
か っ た が 、 平 城 京 の 東院 庭 還 に お いて よく 似 た 平面 の 礎石 配 置 が 見 つか り 、 
これ に よる と 露 台 の 先 に 池 が あっ た 。 親水 の 場 だ ろう 。 

これ を 受け て 、「 さ ら に 先 に 何 か が ある か ら 、 外 部 に 空間 を 張り 出す の で は な 
いか 」 と 先述 の 小岩 氏 。 東院 庭園 の 露 台 の 先 に は 池 が 、 科 夫 人 宅 に も 池 が 、 
ある い は 広場 が あっ た の か 。 建物 に 付属 し て 露 台 が ある の で は な く 、 池 が ま 


層 事 図 中居 報 平日 』: 崩 還 時 と 


Il 


Il 





考 086 北国 人 呈し 咽 [ 


法隆寺 伝法 堂前 身 建物 の 復原 平面 図 (浅野 清 氏 の 人 復原) 
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ず あ りき で 重要 な の で あれ ば 、 こ の 建物 は むし ろ 釧 台 が な けれ ば 成立 し な い 。 


月 が な けれ ば 、 月 見 台 に な ら な い 、 月 見 台 が な けれ ば 桂 離宮 は どう 見 える だ 
ろう か 。 や は り 古 代 に 限ら ま 、「 内 と 外 に 主従 は な い 」 と いう 感覚 は 重要 だ 。 
何 か が ある か ら 人 外部 空間 を 張り 出す の で あれ ば 、 藤 原 豊 成 板 殿 の 吹 放し の 
尼 の 周り に は 何 が あっ た の だ ろう か 、 し か も 両 腸 に 。 人 の 心 を 動か す 何 か か 
ゃ しれ な いし 、 向 き 合 うべ きも の が あっ た の か も し れ な い 。 


滴 汰 され た 過去 と 言い 切れ る の か 

別 の 建築 史家 ・ 伊 藤 行 氏 は 、 檜 夫人 宅 を 参考 に 藤原 豊 成 板 殿 で も 室堂 形 
式 を 採用 し 、 閑 ざさ れ た 「 室 」 と 開放 的 な 「 堂 」」、 さ ら に 完全 に 外 の 計 の 空間 
と な る よう な 提案 を し て いる 。 そ し て 「 君 待つ と わが 恋 ひ を れ ば わが 屋 戸 の 冬 
動か し 秋 の 風吹 く 」 “と いっ た 『 万 葉 集 』 で 歌わ れ て いる よう な 、 戸 外 と 室内 
と が 判然 と 区 別 さ れ な い 開 放 的 な 生活 が 行わ れ て いた と いう 。 

コロ ナ 簡 、 地 款 温暖 化 、 そ し て 人 新 世 な どの 現代 の 間 題 が 加速 し 、 人 類 が 
危機 的 な 状況 に 陥っ た 時 、 大 製 凌 な よう だ が 未 骨 有 の 暮らし を し な けれ ば 
生き 残れ な い の で は な いか 。 コ ロナ 褐 で は アウ トド ア ・ ダ イニ ング な どの 外 を 
使い こなす し か な い 状 況 を 体験 し た 。 十 代 で は 室内 が 替 か っ た か ら 室 内 外 
の 境目 が 緩やか だ っ た が 、 地 款 温暖 化 の 中 で は 外 も 暖か いか ら 室 内 外 の 境 
目 が 緩やか に な る と いう こと も 想像 で きる ""。 そう し た 暮らし を 古代 で は 『 万 
葉 集 』 の よう な 文化 に 昇華 し て いた が 、 そ れ が 今 は で き て いる だ ろう か 。 今 
現在 の 方 が 先進 で 、 音 の 暮らし は 油 汰 され た 過去 の 出来 事 と 言い 切れ る の 
か 。 藤原 豊 成 板 典 の 広い 吹 放 し の 使い 方 を 想像 する こと の 先 に 、 現 代 の 人 
びと が も っ と 外 を 活か す 暮 らし や 文化 を 紡ぐ た め の 、 足 掛か り が ある に ち が 
いな い 。 





藤原 豊 成 板 典 の 復原 模型 の 近 景 。 主 屋 の 壁 が 省略 され た スケ ルト ン の 模型 で 、 屋 根 は 取り 外せ る よう に な っ て いる 。 (所 蔵 : 東京 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 建 築 学 専攻 ) 


1 : 関野 克 「 在 信楽 藤原 豊 成 殿 板 殿 復 原 考 」『 建 築 学会 論文 集 第 3 号 』、1936 年 。 藤原 不比 
等 の 孫 ・ 豊 成 の 住宅 の 一 部 (メイ ン の 建物 で は な い ) だ っ た と 言わ れ て いる 建物 の 復原 案 。762 
年 に 石山 寺 に 食堂 と し て 移築 され た 時 の 記録 が あり 、 そ れ を 元 に 復原 され た 。 

2 : た と えば 、 が 両 朋 で は な く 、 片 方 だ け の 案 が ある (沢村 仁 「 住 居 の 様相 」『 世 界 考古 学 大 
糸 4』、1962 年 )。 ま た 計 に 壁 が と りつ いて 、 室 内 に 取り 込ま れ て いた 可能 性 も 否定 で き な い と 
する 言説 も ある (島田 敏男 「 在 信楽 藤原 豊 成 板 殿 再 者 」『 文化 財 論 叢 II』、1995 年 )。 そ も そ 
も 豊 成 の 住宅 で は な く 別 の 藤原 氏 の も の で あり 、 人 上 倉 の よう な 機能 を も っ て いた の で は な いか と 





する 説 も ある ( 剛 藤 良 敬 「 藤 原 ' 豊 成 」 板 殿 ・ 考 」『 正 倉 院 文書 研究 10』、2005 年 )。 そ の た め 、 


実証 的 に は 見 直さ れ て いる 過程 だ が 、 復 原案 に も 独立 し た 創造 性 が ある と と ら え て 考察 し た い 。 
3 : 早稲 田 大 学 准 教 授 。! 正 倉 院 文 書 ・ 造 石山 寺 所 関係 文書 か ら み た 奈良 時 代 の 建築 造営 過 
程 と 建築 形態 の 復原 研究 」 と いう テー マ で 科学 研究 費 助 成 を 得 て い る 。 

4 : 出口 清孝 「PMV を 用 いた 日 本 の 伝統 的 居住 空間 に お ける 冬季 室内 環境 の 評価 」『 民 俗 建築 』 
114 号 、1998 年 。 

5 : 浅野 清 「 法 隆 寺 伝 法 堂前 身 建 物 に 関す る 復原 的 考察 」『 美 術 研究 』、1947 年 。 

6 : 伊 藤 行 「 藤 原 豊 成 板 殿 の 復原 に つい て 」『 鹿 児島 大 学 工学 部 研究 報告 1』、1961 年 。 現 代 
語 訳 「 あ な た を 待っ て 私 が 恋し く 思 っ て お り ま す と 、 私 の 家 の 戸 口 の 謙 を 動か し て 秋 の 風 が 吹い 


えば 、 ア ジア の 気候 に 合わ せ て ヴェ ラン ダ を 配置 し た 洋館 ( グ ヴェ ラン ダ ・ コ ロニ アル ) の 
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藤原 豊 成 板 殿 の 復原 模型 。 広い テラ ス の よう な 空間 が 対称 に 取り 付く 。 
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外 に 居場所 を 生む テラ ス 


現代 の 住宅 に と っ て 、 風 と いう 目 に 見 えな いも の を いか に デザ イン する か 。 そ れ が 今月 号 の テー マ で す 。 そし て 
ここ で 縮 介する 住宅 は すべ て 、 テ ラス な ど 、 外 に 重心 を 移し た 居場所 を 大 きく も ち ま す 。 

「 風 が 抜け る 家 」。 今 ほど この 言葉 通り の 家 を 求め る 時 代 も な か っ た の で は な いで し ょ うか 。 新型 コ ロナ ウイ ル 
ス の 問題 は 、 人 の 命 と 健康 を 守る 換気 の 必要 性 を より 一 層 も た らし 、 同 時 に 、 ど こ に いて も 風 の 抜け る 外 の 居 
場所 を 探し て 、 そ こ に 安心 を 得 て 楽 し むこ と を 多く の 人 が 覚え た と いえ ます 。 

今月 号 で は 、 こ の 時 代 の 背景 を より 強く うつ し と っ た 住宅 を 紹介 し ます 。 居室 の 倍 の 広 さ の テラ ス を も っ て 積極 
的 に 外 に 暮らし を 延長 し た も の 、 内 外 に 連続 する バッ ファ ー ゾ ー ン で た くさ ん の 植物 と 人 が 共生 する 環境 を つく 
る も の 、 大 きく 減 築 し た 場所 を テラ ス に し た も の な ど 、1 日 1 年 を 通し 風 が どの よう に 抜け それ を 制御 する か 、 
外 の 居場所 を いか に 暮らし の 中 に 定着 さす せる か の さま ざま な 創意 が 見 えて きま す 。 こ の アク ティ ビ テ ィ の 設計 は 、 
風 と いう 図面 に は 表せ な いも の を いか に 想像 する か と いう 、 建 築 の 普遍 的 な 思考 で す 。 そ の 先 に 、 不 確か な も 
の と いか に 向き 合い 建築 と し た か と いう 、 今 こそ も つべ き 思 考 の 方 向 性 を 見 て いた だ きま す 。 ( 編 ) 





特集 作品 17 題 


動 的 な ケア の 場 を つく る 


関係 性 を 播 る が す 条 助 線 と し て の 代 


スキ マ の 拡張 


小さ な 屋根 の 集合 で つく る 風景 


自然 環境 と さま ざま に 関わ る テラ ス 


古典 的 な 構成 で 新しい 何 験 を つく る 


功 実 な 構造 か ら 生 まれ た 形式 の 再 解釈 


独 征 の 上 上空 を 楽し む 縁 豊か な 舌 ら し 


崖 地 と 対 財 す る 床 版 


目 己 と 目 然 の 距離 


住宅 の 大 半 を シェ ア 空 間 に 門 き 換 える 


メイ ン と サブ が 入れ 蒼 わり 連なる 田 の 字 ブ ラン 


街 の 風 斎 を 内 己 す る 浮き 屋根 


森 に 開い た テラ ス と 他 律 的 な プラ ン 


昌 と 住宅 を 繋ぐ テラ ス 


北向 き の 空間 を 活か す 反 射 避 
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住宅 用 、 店 舗 用 と 内 部 環境 に 合わ せ て 異な る 規格 の も の を 採用 。 
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ショ ッ プ 1 か ら 見 上 げ る 。 床 が グレ ー の な で また PP ショ ッ プ 1、 奥 行き 18m の 長手 方 向 を 見 通す 。 内 壁 の 溶融 亜鉛 メッ キ 鋼 板 ( こよ る 光 の 反射 が 、 明る さと 視覚 的 な 奥 き を も た ら す 。 
ウォ ー ク (内 ) を 通じ て 、 シ ョ ッ プ と 住居 部 の 領域 が 重なる 。 


Te 材 寸 は その まま に 
2 階 共 に 外形 は 7.86x 18.2m の 長方形 、1 階 階 高 は 3.6m、2 階 も 床 染 天 か ら 棟 染 天 まで 高 さ が 4.02m あ り 、 木 造 2 階 建 て 住宅 と し て は 
か スケ ー ル は 大 きい が 、 床 組 や 屋根 は 原則 と し て 梁 成 180mm (余裕 の ある 部 材 は 120mm) と し 、 登 り 梁 を 
終 め に 受け る 棟 栄 の み 240mm 成 、 と いう シン プル な ルー ル の も と 、 肖 rm 受 通 り の 材 寸 で 空間 全体 を 統一 し て いる 。2 階 ダイ ニン グ な ど 1.820mm 
ビ ピッチ の 柱 配 置 で は 窮屈 と な る 箇所 は 、 軒 と 同じ レベ ル に 120mm 成 の 横 委 = 材 を 下弦 材 と し て 流し 、 既 成品 の 金属 ブレ ー ス 材 を 長期 用 テ 
ンション 材 と し て 組合 せ 、 ス パン 5.46m の トラ ス 梁 と し 、30m^ の 無 柱 空間 を さり げ な く 実 現し て いる 。 柱 は 、 高 さ が 4m を 超え 、 ト ラス 化 
に より 軸 カ が 集まる 中 央 列 の み 120mm 角 を 用 いて いる が 、 ほか は 105mm 角 で ある 。 ス ケー ル が 大 きい 建物 で は あっ た が 、 丁寧 な グリ ッ 
ド 反 復 を 行う こと で 、 標準 的 な 材 寸 の 部 材 の み で 空間 を 構成 する こと が で きた 。 (満田 衛 資 二 江 畑 和 弘 ノ 満田 衛 資 構造 計画 研究 所 ) 
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~…、 ショップ 2 か ら ス タッ フル ー ム を 見 る 。 
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動 的 な ケア の 場 を つく る 

コロ ナ 福 が 余儀 な くし た 外出 制限 や テレ ワー ク 、 
さま ざま な も の の オン ライ ン 化 は 、 私 た ちがい か 
に 日 々 「 移 動 」 し て いた か を 自覚 させ た 。 そ し て 
その 時 間 は 家 で 過ごす も の に 使わ れる こと と な っ 
た が 、 同 時 に その 環境 の 次 に も 目 を 向け させ た 。 
植物 を 身近 に 置く 人 が 増え た の も その ひと つ だ ろ 
う 。 私 た ち も 自 宅 の ベラ ンダ で 育て て いる 植物 の 
量 が 増え 、 事 務 所 の 庭 で は スタ ッ フ た ち が 野 炎 
を つく り 始 め た 。 Mb は 、 現 在 
の 私 た ち が 置 か れ た 状況 に 最適 と も ちい える 「 所 
さ 」 を 有 し て お り 、 更 に は イン テリ ア や 建築 、 

し て 庭 と いっ た 身の回り を 目 分 目 身 の 手 で 旨 
し て ゆく こと の 意義 を 改め て 考え る 機会 と な っ た 。 


「Hlouse / shoD F」 は 、 フ タム ラグ リー ン サ ー ビ 
ス と いう 企業 の 新規 事業 拠点 (YOKONI PLANTS) 
と 、 家 業 を 継ぐ 4 代目 の 住居 と し て 計画 され た 。 
愛知 県 は 全国 有数 の 抽 葉 植物 生産 地 、 流 通 の 
拠点 で あり 、 敷 地 周辺 は 農業 用 ハウ ス と 住居 が 
混在 し て いる 。 創 業者 は 1928 年 に 事業 を 開始 
し 、 当 初 は 植物 の 生産 と レン タル グリ ー ン 業 を 
行っ つて いた 。 こ の レン タル グリ ー ン と いう 業種 は 
実に 歴史 が 長く 、 そ の ルー ツ は 江戸 時 代 に 大 名 
屋敷 に 置か れる 盆 栽 を 入れ 替え する 仕事 だ と い 
われ て いる 。 その 後 、 さ ま ざ ま な 地域 の 生産 者 
と の ネッ トワ ー ク を 委 き 、 疲 業 や 植物 を 使っ た 
空間 の 企画 ・ 設 計 ・ 施 工 な ど と その 内 容 を 拡げ 
て きた 。 ま た 近年 で は 個人 住宅 で こだわ り の 植 
物 を 育て る ニー ズ が 増え 始め た が 、 広 い 敷 地 に 
は レン タル グリ ー ン の た め の 温 室 、 販 売 用 の 植 
物 の た め の 倉庫 、 オ フィ ス が 既に あり 、 業 務 用 
車両 赴 き 場 や 外部 作業 スペース な ども 含め て そ 
の 全体 は 従来 の 業務 を 充足 させ る こと で ほぼ 手 
いっ ぱい と な っ て いた 。 その た め 、 一 般 小 玩 り 
を 新規 事業 と し て 明確 に 位置 づけ 、 そ の 拠 点 と 
な る 建物 を 建て る こと で 新旧 の 事業 領域 が 整理 
され る こと が われ われ の 仕事 で ある と と ら え 、 誠 
計 を 進め た 。 

計画 敷地 に は か つて 先代 が 建て た 民家 が あり 、 
それ を 解体 する こと か ら 始 め た 。 敷地 は T 字 路 
の 角 に 面 し て お り 、 北 側 奥 に 向かっ て 財 存 機能 
が 連なっ て いる 。 その 角 に 面 し て 整形 の 建物 を 
正 対 (街区 ブロ ッ ク に 対し て は 斜め ) する よう に 配置 し 、 
前 後に 三角 形 の ふた つの ヤー ド を つく り 出 す 。 
街区 を 大 きく 隅 切 り し た よう な 広々 と し た オモ テ 
の ヤー ド は 、 衝 区 に 対し て プラ ザ の よう な 場所 と 
な り 、 さ ま ざ ま な 植物 が 植え ・ 置 か れ 、 イ ベン 
ト や 休息 や 遊び の た め の 場 、 駐 車 ・ 搬 出入 の ス 
ペー ス と し て も 活用 され る 。 ウ ラ の ヤー ド は さら 


に 二分 し 、 ひ と つ ! IN も う ひ と つ 
は 新旧 の 業務 を 上 繋げ 、 植 物 の 生育 や 調 此 に 関 
わる バッ ク ヤ ー ド と し た 。 建物 に は 尺 モ デュ ー ル 
を 用 いて 、 農 業 用 温室 を つく る の と 近似 し た 手 
順 で 長手 方 向 に 基本 形 と な る 木造 フク レーム を 1 
則 則 隔 に 均等 配 赴 し て いる 。 時 
な 境 を つく り 出 す 大 き な 気 積 を も つ 階 高 
定 し 、 Ei 
み 合 わせ た ファ サー ド と し た 。 それ ら と 直行 する 
建物 中 央 の 構造 フレーム 表面 に は 光 を 反射 させ 
る 溶融 亜鉛 めっき 鋼板 と 、2 階 住居 部 に その 光 
を 取り 入れ られ る FRP 板 を 配 し た 。 寺 り 場 の 空 
気 は 吹抜け を 通じ 、 天 井 の 有 孔 折 板 裏 の 深い 
軒 裏 を 通り 、 招 き 屋 根 か ら 排出 され 、 必 要 に 応 
じ て 居 住 部 に 取り 入れ られ る 。 季節 に よっ て 変 
化す る 室内 環境 を 調整 する 部 位 と し て 、 正面 ファ 
サー ド 前 面 に 小径 鉄骨 部 材 を 組み 合わ せ て つ 
くつ た 仮設 足場 の よう な キャ ッ ト ウ ォ ー ク を 設け 
た 。 そ こ は 植 物 が 配 さ れ 、 手 摺り に 着脱 可能 な 
シェ ー ド が 日 差し を コン トロ ー ル し 、 建 物 の メン 
テ ナ ン ス 用 通路 と も な っ て さま ざま に 働く 。 彼 ら 


ゴア ーー ーー 
2 の ア トマ ィ . 才 す 
9 ュー 


り ょ 


IM 


了 


の 生業 の 中 心 で ある 植物 の た め の 環 境 を 、 敷 地 
周辺 エリ ア に 多く 見 られ る 農業 用 ハウ ス と いう タ 
イボ ポロ ジー を 変奏 する よう に つく り 出 し 、 そ こ に 
人 が 間借り を し て 暮らす よう な 構成 で ある 。 


こ に ある の は 、 か つて の 養 礁 民家 や 曲り 家 に 
お ける 人 と 生物 の 協同 に 似 た あり 方 、 顔 の 見 え 
る 遠く の 生産 者 や 新しく ミセ を 訪れ る 人 びと と の 
関係 も 含め た 生業 と 暮らし 、 人 と モノ の 連鎖 で 
ある 。 

働く こと と 住む こと を 切り 離す こと で 成り 立つ 市 
場 経済 に 対し 、 家 族 や そこ で 働く 人 びと が 日 常 
を 明け 渡す こと な く 主 体 的 に 連続 させ て いく 実 貴 。 
間 育て る こと や メン テ 
ス に 関わ る ケア が 、 人 と 生物 、 人 と 人 、 双 方 
開 に 多様 に 展開 され て ゆく 〈。 形 を 変え な が ら 受 
け 継 が れ 、 こ れ か ら も 時 代 に 合わ せ て 更新 を 続 
け て ゆく この 場所 は 、 住 居 を 超え た 動 的 な ケア 

の 場 と し て 、 人 の 生活 を 繕 い 続け る 。 
(木村 吉成 十 松 本 尚子 ) 





リビン グ ・ ダ イニ ン と ルー ム 4 を 上 胃 < 廊下 。 日 中 EE27 上 部 ハイ サイ ド に よる 安定 光 が 入 る 。 











JP ー ツ の 計ら ッ 肖 メア が 
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ルー ム 2。3.45m の 天井 高 さ を 活か し 、 上 部 に ( 


House / shop F 

所 在 地 / 愛 知 県 名 古屋 市 
主要 用 途 住 宅 十 観葉 植物 店 
家族 構成 ノ 夫 婦 二 子供 3 人 十 猫 2 匹 


設計 
木村 松本 建築 設計 事務 所 担当 / 木 村 吉 成 
松本 尚子 浦田 友 博 
構造 滴 田 衛 資 構造 計画 研究 所 
担当 ノ 満田 衛 資 江 畑 和弘 
施工 
相 屋 担当 / 松 本 繁雄 
基礎 リュ ウ テ ッ クコ ー ポ ボ ポレ ーション 
担当 ノ 筆 松 悟 
大 工 中 野 建築 担当 / 中 野 行 博 

プレ カッ ト 山西 プレ カッ ト 担当 ノ 服 部 浩和 
板金 長谷 川 板金 担当 / 長 谷川 裕次 
金属 アイ チ 金 属 担当 ノ 山 田 茂 
塗装 安藤 塗 工 店 担当 / 安 藤 敏 

防水 中 部 エー ケン 担当 長船 正 
木製 建具 光 工 房 担当 / 光 岡 晶 範 
疫 製 建具 井上 硝子 担当 / 井 上 静 一 
温室 用 サッ シ 富国 工業 担当 / 太 田 恵 旧 
電気 足立 電気 商会 担当 / 和 萩原 和夫 
給排水 クア トロ 担当 ノ 山 下 秀明 
空調 名 南 冷 熱 工業 担当 / 小 洋 慎 太郎 
家具 マル モク 担当 / 丸 地 確 
蓄熱 式 床 暖房 サー マエ ンジ ニア リン グ 
担当 / 小林 健 吾 
電気 式 床上 暖房 GROOVE 担当 / 中 井 郁 弥 
カー テン fabricscape 担当 / 山 本 紀 代 彦 
植 栽 ・ 造 園 工 事 YOKONI PLANTS 
担当 : 二村 亮平 

ウッ ド デ ッ キ 工 事 エイ チコ ユー 丸八 
担当 / 仙田 誠司 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 
基礎 べた 基礎 
規模 

階数 地上 2 階 
軒 高 5,896mm 最高 高 さ 8.748mm 
敷地 面積 551.05m* 
建築 面積 162.81m7 

(建蔽率 29.559% 許容 60%) 
延 床 面積 251.31m: 

(容積 率 45.61% 許容 200%) 

1 階 143.06m^ 2 階 108.25m2 
工程 

設計 期間 2017 年 2 月 て 2020 年 5 月 
工事 期間 2020 年 6 月 て 2021 年 7 月 
敷地 条件 
地域 地区 第 2 種 中 高層 住居 専用 地域 


020 202111 





よ ロ フト ベッ ド を 設け た 。 奥 に ガー デン と 繋が る 。 


準 防火 地域 20m 高 度 地区 
道路 幅員 南東 ・ 南 西 6.5m 
外部 仕上 げ 


年 車台 数 7 台 


屋根 / ガ ル バ リ ウム 銅 板 折 板 暮 き =0.6mm ダブ 


ル パ ッ ク ガル バリ ウム 鋼板 瓦 棒 昔 き =0.4mm 

外壁 / 農 畜産 用 断熱 材 付 き 外 壁 材 

開口 部 ノ 住 宅 用 アル ミサ ッ シ 外 付 型 ・ 半 外 付 型 
温室 用 サッ シ ( 冨 国 工業 ) 制作 建具 

外 構 / コ ンク リー ト 金 ご て 仕上 げ 砕石 真 
砂 土 ウッ ド デ ッ キ 

キャ ヤッ トウ ォ ー ク ( 外 ) ノ フ ァ イ ン フロ ア 

内 部 仕上 げ 

ショ ッ プ 1・2 

床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 表面 強化 剤 

壁 ノ 溶融 亜鉛 メッ キ 鋼 板 t=1.2mm FRP 平板 
ルミ テリ ア t=3mm (AGC マ テッ クス ) ラ ワ 
ン 合 板 t=5.5mm シル バー 塗装 

天井 / 有 孔 折 板 ガル バリ ウム 鋼板 t=0.8mm 
構造 用 合板 t=24mm 梁 現 し 

照明 協和 電工 遠藤 照明 

カー テン ン ノ fabricscape 

シン ク 水 欄 金 物 ノ general view 

建築 金物 ノ 建 具 引 手 ドア ノブ (BOLTS 
HARDWARE STORE) 

スタ ッ フ ルー ム 

床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 表面 強化 剤 

壁 プ ラワン 合板 =5.5mm 自然 塗料 

天井 ノ 構造 用 合板 t=24mm 染 現 し 

照明 / 協和 電工 

カー テン ン ノ fabricscape 

厨房 機器 / 
1 層 シ ンク ・ 作業 台 ・ ガ ス 台 / マ ル ゼ ン 
換気 扇 プ パナ ソニ ッ ク 

シン ク 水 柏 金 物 プ カク ダイ 


照明 / BOLTS HARDWARE STORE 

トイ レ 1 

床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 表面 強化 剤 

壁 ・ 天 井 ア ラワン 合板 t=5.5 十 5.5mm シル バー 

照明 / BOLTS HARDWARE STORE 

建築 金物 ノド アノ ブ (BOLTS HARDWARE 
STORE) 

便 大 ・ 洗 面 葵 ・ 洗 面 用 水 欄 金物 ノ LIXIL 

ホー ル 

床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 表面 強化 剤 

壁 プ ラワン 合板 t=5.5mm 自然 塗料 

天井 ノ 構造 用 合板 t=24mm 染 現 し 

照明 / BOLTS HARDWARE STORE 協和 電工 

建築 金物 ノ 建 具 引 手 (BOLTS HARDWARE 








階段 より 上 下 階 を 見 る 。 


STORE) 
ルー ム 1・2・3 


床 ・ 壁 プロ シア ン バ ー チ 1t=5.5mm 自然 塗料 ( テ 


ツヤ ・ ジ ャ パン ) 
天井 ノ 構 造 用 合板 t=24mm 染 現 し 
照明 / BOLTS HARDWARE STORE 
カー テン ング ノ fabricscape 
建築 金物 ノド アノ ブ ( 堀 商 店 ) 
トイ レ 2 
床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 表面 強化 剤 
壁 プ ラワン 合板 =5.5 十 5.5mm 自然 塗料 
天井 ノラ ワン 合板 t=5.5 十 5.5mm 
照明 / BOLTS HARDWARE STORE 
建築 金物 プ / ドアノブ (BOLTS HARDWARE 
STORE) 
便 大 ・ 洗 面 葵 ・ 洗 面 用 水 欄 金物 ノ LIXIL 


リビン グ ・ ダ イニ ング キッ チン ゲス トル ー ム 


ドラ イル ー ム パン トリ ー 
床 ノ FB t=4mm ウレ タン クリ ア 


壁 プラ ワン 合板 t=5.5mm 自然 塗料 FRP 平 板 


ルミ テリ ア t=3mm (AGC マ テッ クス ) 
モ t=3mm (門倉 貿易 ) 
天井 プラ ワン 合板 t=5.5 二 5.5mm 梁 現 し 


STORE 
カー テン ン ノ fabricscape 
建築 金物 ノ 建 具 引 手 ドア ノブ (BOLTS 
HARDWARE STORE) 
厨房 機器 ノ 
IH ノ gaggenau 
換気 扇 ノ 富士 工業 
シン クノ シゲ ル 工 業 
シン ク 水 本 金物 ノ DELTA 
洗面 脱衣 室 
床 ノ FB t=4mm ウレ タン クリ ア 
壁 プ リフ モ t=3mm (門倉 貿易 ) 
天井 プラ ワン 合板 t=5.5 十 5.5mm 梁 現 し 
照明 / BOLTS HARDWARE STORE 
建築 金物 プ / ド アノ ブ (BOLTS HARDWARE 
STORE) 
洗面 器 ノ TOTO 
洗面 用 水 栓 金物 ノ LIXIL 
浴室 
床 ・ 壁 ノ FRP 防 水 トッ プ コ ー ト 仕上 げ 
天井 ノ 百 酸 カ ル シ ウ ム 板 t=6 十 6mm VE 
照明 / BOLTS HARDWARE STORE 
バス タブ 大 和 重 工 CASTIE1470 
シャ ワー 水 栓 金物 プ TOTO 
ルー ム 4 
床 プ アビ トン 合板 t=5.5mm 自然 塗料 
壁 グ キリ 合板 t=5.5mm 自然 塗料 
天井 プラ ワン 合板 t=5.5 十 5.5mm 梁 現 し 


申 明 / BOLTS HARDWARE STORE 
カー テン ン ノ fabricscape 


建築 金物 ノ 建 具 引 手 (BOLTS HARDVMARE STORE) 


トイ レ 3 
床 ノ FB t=4mm ウレ タン クリ ア 
壁 プ ラワン 合板 =5.5 十 5.5mm 
天井 アラ ワン 合板 t=9mm 
中 空 ポ ボリ カー ボネ ー ト t=6mm 
照明 / BOLTS HARDWARE STORE 
建築 金物 プ / ド アノ ブ (BOLTS HARDWARE 
STORE) 
便 突 ノ TOTO 
洗面 器 ・ 洗 面 用 水 栓 金物 ノ LIXIL 
キャ ッ ト ウ ォ ー ク (内 ) 
床 プ ファ イン フロ ア 
壁 ノ 溶融 亜鉛 メッ キ 鋼 板 t=1.2mm 
天井 ノ 有 効 折 板 ガ ル バリ ウム 鋼板 t=0.8mm 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 プ アル ー ム エア コン 
業務 用 エア コン 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 
その 他 / 地 中 鞭 熱 式 幅 射 床 暖房 
電気 式 床 暖房 
給水 方 式 ノ 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ 下水 道 直結 
給 泊 給湯 方 式 プ エコ キュ ー ト 


興 排水 


撮影 / 新建 築 社 写真 部 








巡 存 温室 
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配置 図 縮尺 1:2000 南側 夕景 。T 字 路 の 角 に 位置 する パー キン グ ・ フ ロン ト ヤ ー ド は 、 大 き な 空 地 を 街 に 付与 する 。 
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特集 : 風 が 抜け る 家 


っ 。 城 の 家 


Castle House 
静岡 県 静岡 市 








マーラ 環 殖 還 硬 
手塚 貴 晴 十 手 塚 由 比 ノ 手塚 建築 研究 所 間 昌 本 人 


大 野 博史 ノ オ ー ノ ジャ パン 
Takaharu 十 Yu 「ezuka 
グ Tezuka Architects 
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東上 空 か ら 鳥 了 地 する 。 地面 を ちち 昌 げた か の よう な デ デ 
に 囲ま れ た フロ ア が 3 眉 積 かみ 上 上 が る 。 居室 より も テラ の 方 
が 広く 、 居 室 は テラ ズ に 必ず る 関係 と な る 5 / 
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北側 全景 。 各 フロ ア と も 3 面 を ガラ ス 建 具 と し 、 上 陸 の テラ ス に よる 軒下 空間 の も と に テ 
ラス と フラ ッ ト に 繋ぐ こと で 、 内 外 を 双方 に 拡張 する よう に 利用 する こと が で きる 。 テラ 
ス は 上 に 行く に 従い 小さ く な り 、 空 に 向かっ て 開か れ た テラ ス と な る 。 
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東 か ら 見 る 2 階 、3 階 と 屋上 。 
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3 階 平面 図 
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2 階 ギ 面 図 


6,400 
1.482 1.496 1.496 1.489 





1 階 配置 平面 区 


党 士 と テラ ス 

静岡 か ら は 富士 が 見 える 。 日 本 人 の 誰 も が 、 地 
随 か ら 噴 出し た 軽石 の 堆積 に 過ぎ な い 不 毛 の 山 
に 憧 層 を 抱く 。 富 士 が 見 える と いう こと は 、 天 竜 
川 よ り 東 に 住ま う 日 本 人 に と っ て 、 一 種 の 特権 と 
も ゃ いえ る べく 資 沢 で あり 続け て いる こと は 間違い 
が な い 。 敷地 の 脇 に は ささ や か な 農業 用 水 が 微 
か な 音 を 立て て いる 。 冨士 の 方 角 に は 生産 緑地 
が あり 、 農 園 と し て 借り 受け て いる 。 

住宅 地 と は 屋根 の 高き を 揃え る 決ま り で ある 。 ほ 
と ん どの 住宅 は 地域 の 慣わし に 従い 、 同 じ よ う 
な 屋根 が あり 同じ 高き さき に 窓 が ある 。 その 中 で 2 階 
に 上 が り た い 、 あ る い は 2 階 か ら の 景色 と いう も 
の は 、 誰 も が 平等 に 分 け 与え られ た や か な 愉 
し み と い える 。「 上 る 」 と いう 行為 が 常に 日 本 人 
の 間 に 強 い 和 欲求 と し て 日 常 の 中 に 刻ま れん た こと は 
当然 と いえ る 。 


空中 不動 産 の プラ イバシー 

この 住宅 の 機能 は すべ て この 3 枚 の 板 の 上 に 
載 つ て いる 。 上 に 上 が る と 景色 は 変わ る 。 これ 
は 当たり 前 の こと の よう で ある が 、2 階 に 上 が る 
と いう こと と は 違う の で ある 。 大 きく 張 り 出 し た 板 
ご と 家 が も らち 上 が る と 、 明 色 だ け で は な く 生 活 の 
すべ て が 変わ る 。 部屋 は まな 板 の 上 に 載せ られ 


た 移 業 の よう な も の で 、 通 常 の 建築 に お ける 構 
成 と は 主 客 が 転倒 し て いる 。 こ の 板 に は 屋根 と し 
て の 機能 は ある が 、 そ の 前 に 載せ る と いう 機能 の 
方 が 勝つ っ て いる 。 イ ン テ リ ア が 建築 と いう 環境 が 
あっ て こそ 成立 する の と 同様 に 、 浮 遊 す る 板 と い 
う 不動 産 の 上 に 載っ て いる の が この 住宅 で ある 。 
壮 地 の 場合 、 開 く と いう 行為 と プラ イバシー は 
画 立 し な いも の で ある 。 欧米 の よう に 公共 空間 
と いう も の を 、 わ が 寿 同 様 に 共有 する と いう 松 念 
が 日 本 人 に は な い 。 街路 は あく まで も 公共 で あ 
り 、 公 共 空 間 を 私 用 に 供する こと は 許さ れ て い 
な いか ら で あ る 。 パ リ の 街角 で は テー ブル や 椅 
子 が 並び 、 公 共 空 間 を 私 人 が 愉し む ど ころ か 店 
の 利益 に 供し て いる が 、 日 本 で は まっ た く 〈 く 許さ れ 
て いな い 。 よ っ て 日 本 の 街路 に は 公共 私 有明 快 
な 線引き が あり 、 そ れ を 明確 に する た め に は 志 
や 垣根 が 不可 欠 と な る 。 結果 と し て 、 住 宅地 の 
各 築 は 街路 に 対し て 義 じ て いる 。 

この 空中 不動 産 に は 開か れ た プラ イバシー が あ 
る 。 人 間 は 日 常 、 水 平 あ る い は 下 を 見 て 生き て 
いる 。 地球 と いう 重力 に と ら え られ て いる 以上 は 
当然 の こと で ある 。 上 ば か り を 見 て いて 歩い て い 
て は 穴 や 溝 に は まっ て し まう し 、 大 抵 の 必要 事 は 
目下 に ある 。 よ っ て 高み に いる と いう だ け で 、 重 
力 を 所 以 と する 無言 の プラ イバシー が ある 。 必 


東側 隣地 と の 境 の 農業 用 水路 に かけ で 2 段 の レベ ル 差 を つけ 植 栽 を 施し 繋ぐ と と で 、 


水路 まで 庭 ど で 随 送 みな が ら プ ライ ババ ンコ や 和 胡 保 軌 2 る 5 


要 が な い 人 間 は いち いち 見 上 げ な いか ら で あ る 。 


庭園 に 住ま う 

アウ トド ア は 最高 の 資 沢 で ある 。 * い う ア ツウ 
トド ア と は 山河 を 巡る 冒険 的 行為 の こと で は な い 
風雨 を 雇 ぐ と いう だ け で は な く 、 あ ら ゆ る 文化 的 
欲求 を 滴 た し て 人 類 が 、 最 後に 痢 菊 を 求め る よ 
うな 行為 で ある 。 人 の 精神 は 目 然 と 夏 離 し て 生 
きる こと が で き な い 。 酸素 や 水 と いっ た 生物 と し 
て 必要 な 物理 だ け で は な く 、 複雑 な 森 維 万 角 か 
ら 決 別 す る こと は で き な い 。 現代 人 は 本 当 の アウ 
トド ア に も は や 対応 で き な い 。 ほ ど よ い 人 外部 環境 
と の 関係 が 必要 と され る 。 木 の 放 や 動物 を その 
まま 人 が 食す る こと が で き な い の と 同様 で 、 目 然 
は 設え な けれ ば 人 は 生活 で き な い の で ある 。 だ 
か ら 寿 園 と いう も の が 存在 する 。 庭園 は 本 米 人 
間 と いう 動物 が 属す べき 自然 の 代替 え 品 で ある 。 
し か し 人 は 庭園 に 住む こと は で き な い 。 庭園 と 
は 愉し むための 設え で ある 。 こ の デッキ に は 人 が 
住ま うこ と が で きる 。 ブ ライ バシ ー が 保 た れ 、 雨 
を 凌ぐ 軒 が ある か ら で あ る 。 泥 澤 み も な い 。 
Nature と Natural は 違う と いう 。Nature は ある 
が まま の 自然 で ある 。Natural は 人 の た め に 設 ら 
れ た 目 然 で ある 。 (手塚 貴 晴 ) 
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城 の 家 藤田 竜平 
所 在 地 ノ 静岡 県 静岡 市 照明 ぼん ぼり 光 環 境 計画 担当 / 角 舘 政 英 
主要 用 途 / 専用 住宅 竹内 俊雄 
家族 構成 夫婦 二子 供 2 人 外 構 ・ 造 園 10 景 担当 ノ 石 川 圭一 
施工 
設計 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 門 西 建築 担当 / 門 西 健二 
手塚 建築 研究 所 担当 / 手 塚 貴 晴 手塚 由比 G-NEST 担当 / 佐 藤 球磨 
矢野 健太 大 工 濱田 建築 担当 濱田 知徳 
構造 オー ノ ジ ャ パン 担当 ノ 大 野 博史 鉄骨 高木 鐵 工 担当 高木 英 伸 


ーーー 屋上 パー ゴ ラ : 
柱 50mm 角 の スチ ー ル パイ プ 
溶融 亜鉛 メッ キ ど ぶ 付 け 塗 装 
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1 
Pu き 0 hg ae 本 


伊勢 砂利 数 まき ーー 


で 〇 つ 
9) 
CN Wi 
手指 り \ 
の =19mm 丸 鍋 ⑨1.000 h=600mm 
溶融 四 鉛 メッ キ ど ぶ 付 け 塗 装 
て 〇 つ 
る 
ご ーー ニー ニー 連 だ ーーーー 
〇 つ 
トー 
1 \ 
\ 
手摺 り : 
の =19mm 丸 鋼 @1.000mm h=800mm 
溶融 亜鉛 メッ キ ど ぶ 付 け 塗 導 
F_ 
_ 横 つ な ぎ : 
イタ リバ 材 に 20mm 
- 空調 吸込 み ス リッ ト 
ォ ーーー 天井 : 
ヒノ キ 沙 目 板張り に 9mm 
- 目 骨 し 木製 フェ ンズ : - 
ヤー イタ ウパ バ 材 に 20mm w=120mm 礎 
| FRP の 上 モー ル テ ッ クス 仕上 け 
CNJ 
\ 
\ 
昌 較 時 時 ーーーーーーーーー ロ 
ら 上 に ーー 


人 








上 : リビン グ タ イニング, 天井 は シナ 化粧 合板 張り 。 風 景 を 水平 に 切り 取る 。 | 断面 詳細 図 縮尺 1:50 
中 : 階段 室 か ら リ ビン グ を 見 る 。 下 : 1 隊 寝 室 。 
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設備 足立 設備 担当 足立 好 男 


電気 小泉 電気 商会 担当 / 竹 内 小 足 
造園 木 全 造 苑 担当 / 木 全 正 次 


木 建具 久保 田 担当 / 久 保田 勝 志 
スト ー ブ スト ー ブ エ 房 山林 舎 担当 / 竹 内 淳 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 鉄骨 造 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 3 階 
軒 高 8.232mm 最高 高 さ 8.353mm 
敷地 面積 206.48m7 
建築 面積 94.78m7 

(建蔽率 45.9% 許容 60%) 












































































ーーー 天井 : 
シナ 化粧 合板 モ 5.5mm 


鉄 表 2 W 
炎 準 装 仕 上 け 











し 床 : 
」 ブラ ッ ク チ ェ リ ー 無 垢 
ロー リン ク 15mm w=150mm 





延 床 面積 145.56m: 

(容積 率 70.50% 許容 160%) 

1 階 66.80m^ 2 階 53.07m? 

3 階 25.69m2 
工程 
設計 期間 2019 年 9 月 て 2020 年 6 月 
工事 期間 2020 年 7 月 て 2021 年 4 月 
敷地 条件 ms 
地域 地区 最高 限 2 種 (16m) 
道路 幅員 南 4m 駐車 台数 1 台 


外部 仕上 げ 
屋根 / 木 デッキ (イタ ウ バ 材 t=20mm w=105mm 
オス モク リア ) 


外壁 プイ タウ バ 材 t=20mm w=105mm オス モ 


木 デ ッ キ : 
イタ ウ バ 材 20mm w=105mm 


外部 2 
踏 板 イタ ウ バ 材 
ささ ら 人 溶融 下 鉛 メッ キ ど ぶ 付 け 塗 装 


蛋 桶 : 
ガル バリ ウム 
屋外 階段 の 角度 に 沿わ せる 


ーー ま 描 り 


















































大 井 : 
ン ナ 化粧 合板 モ 5.5mm 


柱 : 
鉄骨 
耐火 塗装 仕上 け 


っ 1 〔 | で 『 
ーーー ぬ ぁ ゐ ず ぃ ぺ ⑳ 了 m カ し バ リウ ム 
4 外層 際 の 月 度 に 沿わ せる 








ンコ 
開口 部 / 木製 ガラ ス 槍 戸 (制作 ) 、 木 缶 板 戸 
(制作 ) 


外 構 / コ ンク リー ト 金 ご て 仕上 げ 防 鹿 塗装 
砕石 敷き 良質 土木 バー グ 仕 上 げ 





























内 部 仕上 げ 

リビン グ キッ チン 

床 / ブ ラッ クチ ェ リ ー 無 垢 フロ ー 
w=130mm 

壁 プ ヘム ロッ ク t=9mm w=80mm 

天井 アシ ナ 化 粧 合 板 +=5.5mm オス モカ ラー 
エキ スト クリ ア 

厨房 機器 ノ 制作 
食 洗 栓 ノ Miele 
ガス コン ロ ノ AEG 

家具 ノ 制 作 

照明 プア ライ ティ ング クル ー (制作 ) 

シン ク 水 栓 金物 ノ Vola 

浴 宇 洗面 所 

床 ノ 600mm 角 タイ ル ラン ダム 貼り 

壁 プ モー ル テ ッ クス 仕上 げ 

天井 プ / ヒ ノ キ 羽 目 板張り t=10mm オス モカ 
ラー エキ スト ラ 

バス タブ モー ル テ ッ クス 仕上 げ (制作 ) 

シャ ワー 水 栓 金物 プ ノ フ ォ ン テト レー ディ ング 

洗面 カウ ンタ ー ノ コー リア ン (制作 ) 

洗面 用 水 栓 金物 プア フォ ン テ ト レー ディ ング 


リン グ {=15mm 


が の =19mm 丸 鋼 @1.000mm h=800mm た 
深 き 了 婦 7 ッ キ ど ぶ 付 け 塗装 ーー 


2 
踏 板 イタ ウ バ 材 
ささ ら 革 人 溶融 亜鉛 メッ キ ど ぶ 付 け 塗 装 


ーー ュ 手摺 り : 


























/ 給排水 



















mv グー の =19mm 丸 鋼 @⑥1.000mm h=800mm 


・ 上 5 5: 
隊 江 CD64 アァ ー ハハ 


ターン ーー」 








四 自 
|」 出 還 


トイ レ 

床 ・ 壁 ・ 天 井 プ アリ ビン グ と 同様 

家具 ノ 制作 

照明 アラ イデ ティ ング クル ー (制作 ) 

便器 ノ TOTO 

階段 

床 ・ 壁 プリ ビン グ と 同様 

家具 / ノ ヒノキ 無垢 材 t=-30mm オス モカ ラー エ 
キス トク リア 

照明 アラ イ テ ィ ング クル ー (制作 ) 

玄関 

床 ノ モル タル 金 ご て 仕上 げ 

壁 プ ヘム ロッ ク t=9mm w=80mm 

天井 アシ ナ 化 粧 合 板 +=5.5mm オス モカ ラー 
エキ スト クリ ア 

照明 アラ イ テ ィ ング クル ー (制作 ) 


設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 プ ビル 用 マル チエ アコ ン 


(オン ドル 式 幅 映 熱 暖房 ) 
換気 方 式 ノ 機械 換気 自然 換気 

給水 方 式 / 公共 下 水道 直 管 

。 排水 方 式 ノ 公共 下水 道 直 管 
給湯 、.- 縮 湯 方 式 / ガ ス 給 湯 怖 

ジノ 新建 築 社 写真 部 


CI ] 4 1 PP 近 京 





深 融 亜鉛 メッ キ ど ぶ 付 け 浴 装 
に =.! HLLU 1 つつ nt〔 NF 、 一 3 
ト に に ンー ーー ト N 
| し ニーーー イー ああ / (ve 
に ミー 『 sg セー TWO5m し 


床 
ー ブ フ ラッ クチ ィ リ ー テ 無垢 一 
フロ ー ー リ ング モ 15mm w=150mm 








デュ ンク リー ー ト 金 ご て 仕上 げ 





ペー ピン 吹出 し チャ ン パー 
空調 機 ボッ クス 
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南 か ら ホ ー ル を 見 通す 。 再 建築 不可 の 住宅 の リノ ベー ショ ン で 、 敷 地 は 東 ! 
位置 する 。 南側 の ヴォ リュ ー ム を 減 築 し 、 残 され た ヴォ リュ ー ム を スケ ルト 
に 用 途 を 定め な い 書 半月 状 の ホー ル を 増築 し で いる 。 還 


032 202111 














ra ーー 貞 王 


g ME ar = 本 

















:・ 風 が 抜け る 家 


持 集 


家 と 庭 と 代 





が Pr 下 9 の 2 
2 お と uL 
922 どこ IP 


House Or Garden and Margin 


つの ir 0 








0 の な * 


防 ビ 
庫 品 
財 ビ 
る 
さる 
っ ら 
中 ヒ 
必 マ 
十 
TS 
十 
EE 





と 
ヽ 


033 


202111 
































リピ ンク 。 コ ン パ クト に 減 築 さ れ た 居室 は 新た に テラ ス を も つこ と で 光 と 風 を 室内 に 行き 渡ら せ 、 
ボホール に より 多様 な アプ ロー チ を 可能 と し 、 回 遊動 線上 に さま ざま な 居場所 が で きる 。 ホ ー ル の 
天井 内 の 暖め られ た 空気 は 、 換 気 設備 に よっ て 夏 は 外 に 冬 は リビン グ に 放出 され る 。 
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ホー ル 。 右手 の 扉 が 玄関 。 正面 の ガラ ス 戸 の 先 で テラ ス と 接続 する 。 ホ ー ル の 膜 大 
井 に は 耐風 圧 を 考 應 し た 稲妻 弄 の 失 の 影 が 浮か び 上 が る 。 真壁 の 柱 は すべ て 断面 形 
状 の 異な る 台形 の 角材 に OP 塗 装 、 壁 は パイ ン 合 板 に OS 塗装 で 木目 を 残し て いる 。 


46 ア 4 還 還 呈 0 が 放 / 
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関係 性 を 播 る が す 補 助 線 と し て の 代 

再建 築 不 可 住宅 の リノ ベー ショ ン で ある 。 敷地 
は 大 伺 坂 の 切通 し に 近く 、 鎌 倉 特有 の 谷戸 地形 
に 位置 する 。 幅 1m ほ どの 小道 を 30m ほ ど 奥 に 
進ん だ 擁 の 脇 で 、 築 50 年 の 間 に 無 計画 に 増 


居 開 を 繰り 返し た 状態 で あっ た 。 お まけ に 敷地 
の 南側 は 地 殴 沈 下 を 起こ し て お り 、 建 蔽 率 と 容 
柄 率 共に 超 包 、 テ 基礎 と 土台 は ボロ ボロ 、 北 側 は 
如 信 特有 の 湿気 で ジメジメ と 、 再 建築 不可 で な 
けれ ば 即決 で 建 着 え を 思 択 する ほど の 状況 で 
あっ た 。 一 方 で 、 切 通し に 似 た アプ ロー チ や 敷 
地 と 擁 壁 と の 隣接 関係 、 目 然 の 豊か さ は 、 こ こ 
に し か な い ポ テン シャ ル を 感じ られ る 場所 で も 
め つ た 。 

まず は これ ら の 問題 を ひと つ ひ と つ 解 決し て いっ 
た 。 は じ め に 地盤 沈下 し 建物 が 倫 ん で いた 南側 
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を ご っ そり 減 築 し 、 剛 か っ た 北側 に 光 を 届け た 。 
それ で も まだ 面積 超過 し て いた た め 、 東 西 の 下 
屋 部 分 を 取り 除き 、 擁 壁 や 隣地 と の 隙間 を 大 き 
くし て 敷地 全体 に 風 の 通 り 道 を つく っ た 。 残 っ た 
北側 建物 は 軸 組 を ジャ ッ キ アッ プ し て 基礎 を 一 部 
つく り 直 し 、 柱 染 は 適 家人 信 れ 替 え 、 構 造 の 健全 
化 を 図っ た 。 最 後に 古く な っ た 設備 機 笑 を 更新 


し 、 建 主 の 希望 で ある 曰 い 内 外装 の 改装 を 行っ た 。 


こう し て 高齢 の 夫婦 が 残り の 人 生 を 住ま う の に 十 
分 な 機能 を も っ た 小さ な 住宅 が で きた わけ だ が 、 
問題 は こ に こ か ら で あ る 。 再建 築 不可 で 現行 の 法 
規 上 で は 永遠 に り リノベーション され 続け る こと で 
し か あり 続け る こと が で き な い この 住宅 は 、 再 び 
リノ ベー ショ ン さ れる 時 が くる 。 増 改 委 を 繰り 返 
し た 巡 存 の 住宅 は 、 都 度 必要 な パー ツ を 追加 、 
更新 し た 無機 的 で 閉じ た 状態 で あり 、 そ れ を 踏 





襲 し て いて は これ まで 通り の 延命 治療 的 修繕 で 
終わ っ て し まう 。 そう で は な く 、 今 回 の リノ ベー ショ 
ン に よっ て 有機 的 で 動 的 な 建築 の あり 方 に 出 新 
し 、 再 建築 不可 の 住宅 が 建ち 並ぶ 周辺 も ひっ く 
る め て 、 風景 を ご っ そり 変え て し まう よう な 大 胆 な 
手立て を 行う 必要 が ある よう に 思え た 。 

そこ で 、 北 側 で 完結 し た 住宅 を ひと つの 「 家 」 と 
提 え 、 減 築 で 空い た 了 南側 に テラ ス と な る 「 庭 」 を リ 
ビン グ の 床 レ ベル と ほぼ 同じ 高 さ に 設け た 。 そし て 
「 家 」 と 「 庭 」 と を 繋ぐ 線 を 西側 に 引き 膨らませ た 
半月 型 の 「 代 」 を 新しい 建築 と し て 加え て みた 。 
「 代 」 は 確認 申請 不要 の 10m* 以 下 の 増築 で 、 屋 
根 を 短 勾 配 で カッ ト す る こと で 平面 と 断面 に 同じ 
曲率 の カタ チ が 現れ 、 平 面 は 最大 で も 幅 1.2m 
し か な く 、 特 定 の 機能 を 持た な い 。 そ ん な 「 代 」 を 
「 家 」 と 「 庭 」 を 繋 ぐ 新 た な 補助 線 と し て 添え て みる 


リビン グ と テラ ス 。 テラ ス と リビン グ を 黄 ぐ よう に ホー ル の 入り 口 が 左右 で 接続 する 。 
リビン グ の 床 と 連続 する テラ ス は アウ ター リビン グ と し て 機能 する 。 ま た 室内 を 広々 と 
感じ させ 、 暗 く な り が ちな 谷戸 地形 の 敷地 に 光 を 届け る 。 





も 黄 e: 
レデ デ 


ルー ム 1。 動 線上 に は 目線 の 抜け る 開口 が 設置 され 、 遠 近 さ 
ま ざ ま な 風景 が 切り 取ら れる 。 








0 : 既存 建物 
法定 面積 を 大 幅 に 超過 し て 住宅 が 建て られ て いた 。 接 道 条件 を 満た し 


て お ら ず 、 再 建築 不可 で あっ た 。 











1 : 南側 ヴォ リュ ー ム の 減 策 

敷地 造成 時 の 盛土 部 が 地盤 沈下 し た こと に より 南側 半分 は 基礎 が 割 
れ 傾 き 、 改 修 が 困難 な 状況 で あっ た 。 そ こ で 、 南側 プ ヴォリューム を 取り 
壊し 庭 と する こと で 構造 、 環 境 の 健全 化 を 行っ た 。 
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2 : 法定 に 合わ せ た 北 側 プ ヴォ リュ ー ム の 修繕 と 部 分 的 減 繁 

南側 半分 の 減 筆 を 行っ て も まだ 法定 面積 を 超過 し て いた た め 、 増築 可 
能 な 10m2 以内 の 余地 を 考慮 し つつ 、 さ ら に 北側 ヴォ リュ ー ム の 一 部 
も 減 筑 を 行っ た 。 北側 プ ヴォリューム は 、 屋根 と 骨組 み を 残し 適宜 修繕 を 


行なっ た 。 








3 : 確認 申請 不要 な 10mZ 以内 の 増築 
法定 面積 以内 か つ 10m2 以内 の 増築 を 最大 限 に 行う 。 特 定 の 機能 
が ある 部 屋 を 増築 する の で は な く 余 分 で ある 「 代 | を 増築 する 。 


減 築 と 増築 の ダイ アグ ラム 





と 、 円 放 の フク レー ム は する り と 滑ら か に 双方 を 薄 
キッ チア 方向 を 見 る 。 既 存 の 折れ 階段 を 直 階 段 に 変更 。 リ ビン グ と キッ チン 


ぎ な が ら 消 り の な い 流 れ を つく り 出 し 、 窓 か ら 外 
、 ーー ーー を 隔て て いた 壁 を 取り 除き 、 部 屋 の 外形 を 知 形 に 整え 一 室 空間 と し た 。 
さら に は 周辺 に まで 続い て いく 開か れ た 建築 に 一 


変 し た 。 

各 要 素 の 関係 性 を 挿 る が す 補 助 線 と し て の 「 代 . 

を 添え る こと に より 、 こ の 住宅 は 動 的 な 建築 に 生 
まれ 変わ り 、 再 建築 不可 の 寂れ た 隣家 、 カ ビ で 
黒ずん だ 擁 壁 な ど 、 すべ て の 風景 を 育 定 で きる 
環境 と な っ た 。 そし て この 「 代 」 に よる フレ ー ミ ン 
グ は 、 周 辺 関 係 を も 含め た 未来 の リノ ベー ショ ン 
に 多彩 な ラン ゲー ジ を 提供 する は ず だ 。 再 建築 
不可 住宅 で も 明る い 建 築 と し て この 場所 に あり 続 
け 、 次 の 居住 者 や 設計 首 に よい バト ン を 渡す こと 
が で きた と し た ら 本 望 で ある 。 

(村山 徹 十 加藤 亜矢 子 ) 
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テラ ス か ら 見 る タ 景 。 


家 と 庭 と 代 

所 在 地 ノ 神 奈川 県 鎌倉 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 
家族 構成 夫婦 


設計 
ム ト カ 建築 事務 所 担当 村山 徹 加藤 亜矢 子 
構造 坂田 涼太 郎 構造 設計 事務 所 
担当 ノ 坂 田 涼太 郎 小野 寺 舞 ( 元 所 員 ) 
ファ ブリ ッ ク オン デル デリ ン デ 
担当 久米 希 実 植村 毅 
施工 
建築 コ ボ ッ ト ハ ウス 担当 小堀 哲郎 
植 載 フル レ ヤ ガー デン 担当 降矢 徹 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 5,.480mm 6,204mm 
最高 高 さ 7.042mm 


敷地 面積 106.18m7 
建築 面積 42.10m* 
(建蔽率 39.65% 許容 40%) 
延 床 面積 75.50m: 


(容積 率 71.11% 許容 80%) 
1 階 33.05 十 9.05m^ 2 階 
工程 
設計 期間 2018 年 7 月 て 2020 年 2 月 
工事 期間 2020 年 3 月 て 2021 年 4 月 
敷地 条件 
地域 地区 


33.05m7* 


第 1 種 低 層 住 大 専用 地域 第 2 種 


風致 地区 
道路 幅 具 西 1.45m 
外部 仕上 げ 
屋根 母屋 : 既存 瓦 屋根 
ボネ ー ト プレ ー ト t=5mm 
外壁 / 母 屋 : 窯業 糸 サ イデ ィング {=16mm 
増築 部 : リシン 吹付 け 
開口 部 プア アル ミサ ッ シ 制作 FIX 窓 
外 構 / タ イル t=8.7mm 
内 部 仕上 げ 
ホー ル 
床 / コ ンク リー ト 金 ご て 押え 


増築 部 ・ ポリ カー 





5 』』 


改修 前 1 階 平面 図 縮尺 1 : 300 
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壁 プ パイ ン 合 板 +=9mm OS FB 1t=5.5mm 
天井 アク リア ライ トロ ン (平岡 織 染 ) 
照明 アブ ラケット ライ ト (コイ ズミ 照明 ) 

リビン グ 

床 プ P タ イル {=2mm (東リ ) 

壁 ・ 天 井 プ ビニ ルク ロス (サン ゲソ ツ ) 

照明 アス ポッ トラ イト ダウ ン ラ イト (大 光電 機 ) 
シス テム キッ チン ・ 洗面 器 ・ 水 本 金物 ノ LIXIL 
サニタリー トイ レ バス ルー ム 

床 プ P タ イル t=2mm 

壁 ・ 天 井 ア ビニ ルク ロス 

ユニ ッ ト バ ス ・ ト イレ ノ LIXIL 


本 
ュー ー 1 
面 生 


F ーー テー 


改修 前 の 状態 を 俗 賊 する 。 








け 瑞 
増 改 築 が 繰り 返さ れ 、 敷 


ルー ム 1・2 
床 プ タイ ルカ ー ペ ッ ト (サン ゲ ツ ) 
壁 ・ 天 井 ア シナ 合板 t-=12mm OS 


三 
ロス 
ワ ロ 
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紹 排水 


給湯 給湯 方 式 プ ヒート ポン プ 給 湯 機 
撮影 / 中 山 保 覧 


1 


三 圧 
調 


備 シ ステ ム 
冷暖 房 方 式 プ アル ー ム エア コン 


換気 方 式 / 第 3 種 換気 


給水 方 式 ノ 直結 水道 方 式 


排水 方 式 / 下 水道 放流 方 式 






地 い っ ぱい に 建っ て いた 。 
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動 線 を 担 ーー と じ て デ ザイ ン 。 
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上 : 2 階 居 室 。 高 さ 2, oe 鉄筋 コン クリ ー ト 造 告 の 天井 に ー 部 穴 を 開け 、 

3 階 の 木造 スラ ブ と の 隙間 を 介し て 光 を 落と す 。 正面 の 家具 階段 か ら 3 階 に 上 
が る 。 下 : 周囲 の 建物 の 隙間 を 狙い 開け られ た 開口 部 か ら 光 や 風 を 取り 込 
む 。 建 主 の 趣味 は 料理 で 、2 随 居室 の 北東 面 に は 業務 用 の キッ チン 設備 や 調 
理 器 具 が 並ぶ 。 
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15: ス ティ パ ( エ ンジ ェ ル ヘア ー) 


2: ザ クロ 16: ユ ー フ ォ ル ビア 、 ウ ルフ ェ ニ ー 
3: ブ ラッ クベ リー 17: シ ダレ ヤナ ギ 

4: フ ィ カ ス ・ ベ ン ガ レン シス 18: ロ ー タ ス 、 ブ ラッ クム ー ニ ー 
5: ブ ライ ダー ル ベ ー ル 、 オ ニヤ ブ ソ テツ 19: ブ ロン ズ フ ェ ン ネル 

6: カ キ 20: ソ メイ ヨン ノ 

生 必 4 21: 常 緑 ヤ マ ボ ウ ン 

8: ブ ロン ズ 、 フ ェ ン ネル 、 洞 衣 ジ ャ スミ ン 、 ク チ ナ ン 八 重 咲き 22: ホ テイ チク 

9: ア オン ダレ モミ ジン 23: ク チ ナ ン 八 重 咲 き 

10: パ ー プ ル セ ー ジ 24: ツ ル ア リ イン ゲン ( 王 湖 ) 


25: コ ロカ ン ア (ブラ ッ ク マ ジッ ク ) 
26: イ ト ハ クリ 
27: オ リー ブ 緑 葉 フウ チ ソ リ 


11: チ ャ ノ キ 
12: ユ ー パ トリ ウム (チョコレート) 
13: ユ ー フ ォ ル ビア 、 ウ ルフ ェ ニ ー 









3 階 平面 図 14: ナ ンコ ウ ウ メ 
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1 階 配置 平面 図 縮尺 1 : 120 


ーー 計 押 数 地 
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配置 図 縮尺 1 : 1.000 


スキ マ の 拡張 
都心 の 野 線 道路 か ら 少 し 入っ た 住宅 密集 地 に 
その 小さ な 敷地 は ある 。45m* の 敷地 面積 は 東 
京 に お いて は 極小 で は な い が 、 そ の サイ ズ の 旗 
竿 敷地 は 珍し く 、 プ ラン ニン グ は 一 筋 縄 で は いき 
そう に な か っ た 。 そ の 敷地 を 建 主 は 「 ちょ うど よ 
い ぃ 広 さ だ と 思っ た 」 と いう 。 私 た ち は 普 段 住宅 の 
設計 を 始め る 時 、 建 主 の 個人 的 感覚 に 特 化 せ 
ず 、 そ の 敷地 で 最大 限 の 快適 さ を 享受 で きる 一 
般 性 を も っ た 形式 を 模索 する 。 し か し 今回 は 
建 主 の 身体 感覚 と 同期 し な が ら 、 ょ り 研 き 港 ま 
され た 形式 と 特別 な 快適 さ を 見 出さ な く て は な ら 
な いと 思っ た 。 
基本 的 な 骨格 は 早い 段階 で 固まっ た 。 敷地 に 合 
わせ て 建物 の 平面 も 旗竿 形状 と し 、 終 動 線 は 接 
道 部 に 設け た 屋外 階段 で 担う 。 竿 部 が 2 階 、 旗 
部 が 3 階 の ヴォ リュ ー ム 構成 は 北側 斜線 か ら 導 
か れ 、1 階 は 独立 し た は な れ 、2、3 階 を 家族 の 
居住 スペ ー ス 、 竿 の 屋上 は 森 の よう な 庭 と し た 。 
2 階 の 玄関 か ら 、 吹 抜け 、 屋 上 、 屋 外 階段 と 上 繋 
が る ルー プ ブ を 巡っ て 、 屋 内 外 を 行き 来 し な が ら 
生活 する 家 で ある 。 骨格 が 定まっ た 先 は 、 建 主 
か ら 発 され る 感覚 的 な 要望 を 受け 止め 、 徹 底 し 
< 議論 を 通じ て 寸法 や 素材 を 鳴 味 し て いっ た 。 
業務 用 の キッ チン や 露天 風呂 、 と ころ 狭し と 植え 
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内 建 主 が 偏愛 し て も ち 込 まれ た な る 東京 の 風景 と 向き 合え る 。 屋 外 階段 の 踊り 

素 た ち は 小 さ な 家 に 一 見 不 釣 り 合 い だ が 、 場 は バル コニー の よう な 居場所 で あり 、 お 了 の ア 
本 ラン ス で 抗 し 、 こ こ に し か パート の 住人 た ちと 挨拶 を 交わ す 場 所 と な っ て い 
な い 居 心地 を つく り 出し て いる 。 周囲 の 建物 の 隙 る 。! 都 市 の スキ マ 」 と いう 表現 が ふさ わし い 小 さ 
間 を 狙っ て 傘 っ た 開口 部 か ら は 、 思 い の ほ か 江 。 な 敷地 で あっ た が 、 ス キマ の 中 に 身 を 言い て 見 
か な 光 や 風 が 室内 に 導 か れる 。3 階 の 縁側 に 腰 出し た 周辺 環境 と の 応答 関係 に よっ て 、 こ の 家 
か けれ ば 、 低 い 屋根 並 の 向こう に 高層 建築 が 連 の 生活 領域 は 大 きく 拡張 され た 。 (安原 映 ) 
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2 陶 居室 。 右手 に 軸 を 介し て 層 科 を 見 る 。 曲面 壁 に よっ て 玄関 か ら 
居室 へ 緩やか に 繋ぎ き 、 一 段 下 げ る こと で 居室 天井 の 高 さ を 確保 し た 。 
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3 階 寝 室 か ら シ ャ ワー 室 、 そ の 上 に ロフ ト を 見 る 。 


間仕切 り は 設け ず 床 高 の 差 に より 場 を 分 ける 。 
中 目 の 旗 竿 

所 在 地 ノ 東京 都 目黒 区 

主要 用 途 / 専用 住宅 

家族 構成 / 夫 婦 十 子供 1 人 


SALHAUS 担当 / 安 原 幹 日 野 雅 司 
栃 澤 礎 利 大 崎 真幸 


構造 yAt 構 造 設 計 事 務 所 担当 / 中 晶 敦 広 
設備 ・ 電 気 創 環境 設計 担当 / 波 田野 矢 政 
施工 
宋 建 担当 / 酒 井 家 雅 酒井 俊 
設備 世 永 設備 担当 / 世 永 幸 史 
電気 毛利 電設 担当 / 毛 利和 倫 
外 構 ・ 人 造園 ボス ケ 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
一 部 木造 
基礎 べた 基礎 
規模 


階数 地上 3 階 

軒 高 8.342mm 最高 高 さ 9.007mm 
敷地 面積 45.35m^ 

建築 面積 22.02m* 


(建蔽率 48.56% 許容 60%) 

延 床 面積 50.74m7 
(容積 率 144.79% 許容 160%) 
1 階 21.65m^ 2 階 21.65m2 
3 階 7.44m2 

工程 

設計 期間 2019 年 8 月 2020 年 9 月 

工事 期間 2020 年 10 月 て 2021 年 6 月 

敷地 条件 

地域 地区 第 1 種 中 高層 住居 専用 地域 準 防 
火 地 域 

道路 幅 具 北西 4m 

外部 仕上 げ 


屋根 プ ガ ル バ リ ウム 鋼板 壁 は ぜ 暮 き 

外壁 ノコ ンク リー ト 打 放し 接 水 剤 ガル バリ ウ 
ム 鋼 板 曰 は ぜ 草 き 

開口 部 プア ルミ サッ シ スチ ー ル ドア 

外 構 ノ 砂利 敷き 軽量 土 

内 部 仕上 げ 

は な れ 

床 ノ 複合 フロ ー リ ング {=12mm 

壁 / PB t=9.5mm EP-G 

天井 アコ ンク リー ト 打 放し 


046 202111 


2 階 と 繋が る 家具 階段 か ら 寝 室 を 見 る 。2 階 まで 鉄筋 コン クリ ー ト 造 、 


厨房 機器 / 
シン クノ サン ワカ ン パ ニー 
換気 扇 (シェ ー ド ) / 富士 工業 
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シン ク 水 析 金 物 ノ 混合 水 栓 (SANEI) 
脱衣 室 
床 ノ 長 尺 塩化 ビニ ル シ ー ト t=3mm 
壁 ノ PB t=9.5mm EP-G 
天井 ノ PB t=9.5mm EP 
照明 アダ ウン ライ ト (大 光電 機 ) 
バス タブ ノブ リ ジ ス トン 
居室 
床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ UC 
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家具 / 棚 ・ 作 業 台 ・ ク ロー ゼット (ラワン 合板 
t=24mm OSUC) 
厨房 機器 ノ 
シン クノ SANEI 
ガス レン ジノ マル ゼン 


レン ジフ ー ド / ノ 制作 
照明 プシ ー リ ング ライ ト スポ ッ ト ラ イト (オー デリ ッ ク ) 
空調 機器 / ダ イキ ン 
便所 


床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ UC 

壁 ・ 天 井 ア ラワン 合板 =5.5mm 2 枚 張 り OSUC 

便器 ノ LIXIL 

洗面 カウ ンタ ー 

枯 室 

床 ノ 無垢 フロ ー リ ング {=12mm 

壁 ・ 天 井 ノ アラ ワン 合板 t=5.5mm OSUC 
照明 アス ポッ トラ イト (大 光電 機 ) 

空調 機器 プア ダイ キン 

洗面 カウ ンタ ー ラ ワン 合板 t=24mm ステ 
ン レ スプ レー ト 

洗面 用 水 欄 金物 プア サン ワカ ン パ ニー 

シャ ワー 室 


・ 洗 面 用 水 欄 金 物 プ アカ クダ イ 





1 階 は な れ 。 











道路 か ら 奥 まっ た 3 階 は 木造 軸 組 と し 、 内 装 を 対比 的 な 仕上 げ と し た 。 


床 プ モル タル t=20mm FRP 防 水 トッ プ コ ー ト 設備 シス テム 

壁 ノ 鞍 酸 カ ル シ ウ ム 板 t=6mm 2 枚 張 り 空調 冷暖房 方 式 プ アル ー ム エア コン 
FRP 防 水 トッ プ コ ー ト 換気 方 式 / 第 3 種 方 式 

天井 ノ 球 酸 カ ル シ ウ ム 板 t=6mm 2 枚 張り 給排水 給水 方 式 プ 上 水道 直結 

トッ プ コ ー ト 排水 方 式 / 下水 道 直結 

照明 アダ ウン ライ ト (大 光電 機 ) 給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 


シャ ワー 水 梓 金 物 ノ TOTO 
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京都 府 京都 市 









畑 友 洋 建築 設計 事務 所 
Tomohiro Hata 
グ Tomohiro Hata Architect & Associates 









ト に コー トーHcccsEk 


3 - 下 「 還 に 


間 EHIII ピ TITIEI 8 


5 ュ aw . = 
エー ーー pm 王后 as mm 


東 か ら 見 る 。 敷地 周辺 に は 古く か ら 残 る 町 家 か ら 、 近 年 建て 変わ っ た 3 階 建て の 住宅 ーー 昌 テ ーー 。 ^ と RCG で > 生 
な ど 、 幅 広い 年 代 の 家 が 混在 し て いる 。 そ うし た 風景 に 溶け 込む よう に 、 ヴォ リュ ー ーー 
ム を 分 節 し 、 そ れ ぞ れ の ヴォ リュ ー ム ご と に 屋根 を 架け て いる 。 外壁 は カラ マツ 。 まい に ーー こそ 





0 > 有 0 用 還 40 ア 4 日 


小さ な 屋根 の 集合 で つく る 風景 
京都 下 嶋 に お ける 住宅 の 計画 で ある 。 敷地 は 湯 


川 の 西 に 位置 し 、 東 に は 比 辻 山 を 望む 。 周 辺 は 、 


細切れ に な っ た 音 な が ら の 町 家 と 、 志 や 生 草 に 
よっ て 囲 われ た 比較 的 ゆっ た り と し た 屋敷 が 混 ざ 
り 合 い 、 一 方 で は 近年 、 土 地 の 高 度 利用 が 求 
め ら れ 、3 層 程度 の 建築 物 に 建て 替わり つつ あ 
る 。 こ の 住宅 の 計画 に お いて も 高 刻 な 土地 利用 
と 、 更 新 さ れつ つ あ る が 長い 歴史 を も っ た 景 負 


へ の 応答 が 前 所 と な っ た 。 

町 家 や 屋敷 、 現 代 的 な 建物 が 混ざり 合う 周辺 
の 環境 に は 、 軒 を 連ね る 通り や 、 通 り に 向かい 
合う 町 内 と いっ た 明瞭 な 街区 の 秩序 を 見 る こと 
は 難し い が 、 素 材 も 大 き さ も 来歴 も さま ざま な 屋 
根 が 幾重 に も 複雑 に 重なり 、 育 景 の 山並 み へ と 
溶け 込ん で いく 、 と て も 印象 深い 風景 びあ っ た 。 
そこ で 、 こ の 風景 に 接続 し 、 増 幅 さ せる よう な 
建築 の あり 方 を 模索 し た 。 そ れ は 、 小 さ な 屋 根 


の 集合 と し て の 建築 で あり 、 大 きく な る ヴォ リュ ー 
ム を いく つも の 屋根 の 分 人 節 に よっ て ほぐし 、 町 へ 
と 溶け 込ま せ た 建 築 で ある 。 

具体 的 に は 、1 階 に は 茶室 や 子供 室 、 通 り に 面 
する 大 き な 土 間 を 配置 し 、 そ れ ぞ れ は 固有 の 屋 
根 下 に 展開 する 空間 で あり な が ら 、 人 茶室 は 2 階 
の テラ ス へ 、 子 供 室 は 2 階 の 食堂 へ 、 土 間 は 居 
間 と テラ ス へ と いっ た よう に 、 異 な る 屋根 下 の 空 
間 へ と 連続 する 。 こ の よう な 連鎖 は 2、3 階 に お 
























いて も 同様 に 、 そ れ ぞ れ 異 な っ た レベ ル に 位置 
する 和 欄 室 、 食 堂 、 居 間 、 テ ラス お よび 最上 階 の 
展望 室 が 屋根 に よっ て 分 人 節 さ れ な が ら そ れ ぞ れ 
固有 の 関係 を も っ て 繋が っ て いる 。 

この よう な 屋根 に よっ て 特徴 づけ られ る 宅 間 の 粒 
同士 が ぶつ か り 合 い 、 溶 け 合 い 、 重なり 合っ つて 、 
多様 な 居場所 と それ ら の 心地 より 関係 「 
た 住宅 を 目指 し た 。 - 糧 友 洋 ) 
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+ 選 
| 


攻 


5 


計 」 
に 


食堂 。 正面 の 905mm 高 い レ ベル が 居間 で 屋根 や 床 の ズ レ を 介し て 人 外部 と 多 
様 な 関係 を 築く 。 左手 の テラ ス 2 に か け て 床 近 くに 設置 され た スリ ッ ト 状 の 開 
品 に より 視線 の 抜け と 通気 を 確保 する 。 屋根 に よっ て 生ま れ た 空間 が 連続 する 。 
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階段 か ら 展望 室 と 居間 と の スリ ッ ト 越 し に 湯川 の 土手 を 、 展 望 室 越 し に 比 操 山 を 見 渡す 。 
居間 上 部 は 吹抜け で 、 鉄 骨 で 組ま れ た 展望 室 床 は 浮遊 する よう に テラ ス 3 上 部 に 張り 出す 。 
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木材 保護 塗装 

カラ マツ 目 板 モ 15mm 
通気 胴 緑 モ 15mm 

ガル バリ ウム 鋼板 =0.27mm 
防水 シー ト 

PB モ 12.5mm 

構造 用 合板 ビ 9mm 

胴 緑 モ 10mm 














ー 木材 保護 塗 導 
ガル バリ ウム 銅板 一 文字 革 き モ 0.35mm 一 カラ マツ 汐 目 板 上 12mm 
アス ファ ルト ルー フィ ング 


構造 用 合板 上 24mm 


木材 保護 塗装 一. 
カフ マツ 沙 目 板 モ 15mm 
通気 胴 緑 モ 15mm 
透 湿 防水 シー ト 
。 モイ ス TM モ 9.5mm 
グラ スウ ー ル K24 に 90mm 


子供 室 






漆喰 モ 4.5mm 
PB =12.5mm 。 ご 
構造 用 合板 9mm. 
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南東 か ら の 鳥 肛 。 複 数 の 屋根 か ら 成る 
ヴォ オリ ュー ム が 屋根 並み の 中 に 溶け 込む 。 


下鴨 の 家 

所 在 地 ノ 京都 府 京都 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 
家族 構成 / 夫 婦 二 子供 


畑 友 洋 建築 設計 事務 所 担当 / 畑 友 洋 
高 礎 美里 
構造 tmsd 萬 田 隆 構造 設計 事務 所 
担当 萬田 隆 加藤 泰 二郎 ( 元 所 員 ) 
外 構 ・ 造 園 幅 根 造園 担当 ノ 幅 根 文子 
電 我 部 聖二 
施工 
アー ト ホ ー ム 担当 / 加 藤 隆 久 林 正 人 
大 工 担当 / 崩 波 車 生 
外 構 ・ 造 園 幅 根 造園 担当 ノ 幅 根 文子 
電 我 部 聖二 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 一 部 鉄骨 造 
基礎 べた 基礎 布 基 人 礎 (( 浅 層 改 良 ) 
規模 
階数 地上 3 階 
軒 高 8.368mm 最高 高 さ 8.757mm 
敷地 面積 156.29m7 
建築 面積 107.28m7 

(建蔽率 68.65% 許容 70%) 
延 床 面積 206.89m7 

(容積 率 95.82% 許容 100%) 

地下 倉庫 9.52m* 1 階 103.89m: 
2 階 77.04m* 3 階 16.44m* 
工程 
設計 期間 2017 年 9 月 て 2019 年 6 月 
工事 期間 2019 年 7 月 2021 年 8 月 
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敷地 条件 

地域 地区 10m 高 度 地区 風致 地区 第 3 種 地 
域 鴨川 特別 修 景 地 域 近 景 デザ イン 保全 
区 域 速 景 デ ザイ ン 保全 区 域 屋外 広告 物 
第 2 種 地域 既成 都市 区 域 

道路 幅員 南 7.232m 駐車 台数 3 台 
外部 仕上 げ 

屋根 プア ガ ル バ リ ウム 鋼板 一 文字 昔 き 
外壁 プ カ ラ マツ t=15mm (ワー ルド フロ ン テ ア ) 
外装 用 クリ アー (オス モ & エ ー デ ル ) 駐車 
場内 仕上 げ 外壁 準 不燃 塗料 (サワ ダケ ミカ 
ル 社 ) 


も 屋根 の 固有 性 を 生か し 、 空 間 の 連鎖 


に 組み 込ま れ て いる 。 


開口 部 / 木 サッ シ (川上 製作 所 ) 木製 建 

外 構 / モ ル タ ル 金 ご て 仕上 げ 防 鹿 塗 装 

内 部 仕上 げ 

リビン グ キッ チン 

床 プ クリ 単 板張り 複 層 フロ ー リ ング t=15mm 
(ワー ルド フロ ン テ ア ) 

壁 / 漆 喰 金 ご て 押さ え 

天井 プア カラ マツ t=12mm (ワー ルド フロ ン テ ア ) 

照明 アク ラマ タ 産 業 K-300W ダウ ン ラ イト 
(大 光電 機 ) 

厨房 機器 ノ 
食 洗 器 ノ パ ナ ソ ニッ ク NP-45MS8WV 


で 


土 問 。 屋 根 下 の 半 戸 外 空間 と な る 。 正面 は 


オー ブン ノ Miele H7440BM 
IH コ ン ロ グ パナ ソニ ッ ク KZ-G32AST 
換気 扇 (シェ ー ド ) / FABER S.p.A. 
SCIROCCO LUX 

トイ レ 洗面 所 

床 プ クリ 単 板張り 複 層 フロ ー リ ング {=15mm 
(ワー ルド フロ ン テ ア ) 

避 ・ 天 井 ノ 漆 喰 金 ご て 押さ え 

便器 ノ LIXIL サテ ィ ス S タ イプ 

余 至 

床 ノ 本 畳 50mm 


壁 ノ 黄土 中 塗り 仕上 げ (中 内 建材 店 ) うす 秋 


は 茶室 が 面 する 寿 。 


楽 土 混 合 
天井 ノ 板 張り (松文 商店 ) 
床柱 ア / エ ンジ ュ 八 角 ナ グリ (松文 商店 ) 
床 栓 ノ 香 人 節度 付き タイ コ 落 と し (松文 商店 ) 
設備 シス テム 
空調 冷暖 房 方 式 / エ アコ ン 

気 思 式 / ノ 第 3 種 換気 
その 他 / 床 暖房 
給 水 方 式 / 上 水道 直結 
排水 方 式 / 公 共 下 水道 台 流 式 
鉛 海 宙 混 亡 式 プ ノ ガ ス 結 湯 右 

撮影 ノ 矢野 紀行 


興 排水 
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“ 京都 を 炎 点 と する 2m26 が フラ ジス の ギ テ ディ ニエール に 自 主 施工 で 建て た ゲス ト 


テッ デン も 2 で マテ 、 AV アア ぐう デハ ウス 。 直径 200mm コシ クリ ー ト の 円 笠 に 木造 部 分 を 載せ せ て いる 。 コン クリ ー ト に 載っ て 
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分 の 1 が テラ sa 上 部 か ら 出 て いる の は 、 銅製 の 雨 樋 。 


の に もい いる 3 枚 の 板 を 合わ ぜ だ に よっ で 、% 室 内 だ スリ 六 R 状 の 光 や 影 が る 。2.960mm の 正方 形 
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晴 十 具 の 開放 の 仕方 に よっ て 外 や 室 同 士 の 関係 を 調節 で 
施工 も すべ て 設計 者 が 行っ た 。 施工 の プロ セス で は 、 建 
参加 で きる よう に 木 の 板 を ね じ で 留め る 方 法 で 組み 立て た 。 
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自然 環境 と さま ざま に 関わ る テラ ス 

フラ ンス 背 東 部 の 風 の 強い エリ ア に 位置 する 2 人 
用 の 小さ な ゲス ト ハ ウス 。 母屋 の 離れ で も ある こ 
の ゲス ト ハ ウス は 、 畑 の 真ん中 の と て も 開放 的 
な 風景 の 中 に ある た め 、 外 の 風景 
強風 や 日 差し か ら 守 る た め に 閉じ られ た 場所 も つ 
くる 必要 が あっ た 。 そこで 、 引 き 戸 と シャ ッ タ ー 
の 2 層 に よっ て シェ ルター と な る よう な 外皮 と し 、 
その 閉じ 方 に よっ て 、 太 陽 や 風 と いっ た 環境 と さ 
ま ざ ま な 関わ り 方 が で きる よう に し た 。 計画 は 、 
2,.960mm 四 方 の 正方 形 を 合わ せ た 田 の 学 型 の 
プラ ン で 、 暖炉 の ある リビン グル ー ム 、 ベッ ドル ー 
ム 、 中 心 に は 小さ な キッ チン 、 ト イレ 、 浴 室 の あ 
る 部 屋 を 配置 し て いる 。 こ れ ら 24m^ の 屋内 ス 
ペー ス に 加え て 、 ふ た つの 屋外 スペ ー ス が この 
ヴォ リュ ー ム の 中 に 納まっ て いる 。 屋外 スペ ー ス 
は 玄関 前 の エン トラ ンス と 、 も う ひ と つ は この 家 
の 4 分 の 1 を 占め る 大 き な テ ラス で ある 。 テ ラス は 
この 家 の す べ て の 部 屋 と 接し て お り 、 風 や 日 差し 
が 強い 日 に は シャ ッ タ ー を 閉じ る こと で 室内 に も 
な る 。 気候 の よい 日 に は 建具 を 開放 する こと で 外 
と 一 体 の 空間 に な り 、 夜 に は ベッ ド を も ち 出 し て 
星空 を 楽し むせ こと も で きる 。 


寝室 か ら リ ビン グル ー ム を 見 る 。 


| 1 ーー 


リビン グル ー ム か ら キ ッ チ ン 方 向 を 見 る 。 





楽し みつ つ 、 








デ テラス か ら キ ッ チ ン 方 向 を 見 る 。 


また 、 こ の 家 は 駆 体 か ら 家 具 ま で 、 す べ て 地元 
の 木材 資源 で ある ダグ ラス ファ ー (ベイ マツ ) を 使 
用 し 、 設 計 者 が 施工 まで を 行っ た 。 施工 は 、 建 
主 が さま ざま な プロ セス で 参加 で きる よう に で き 
る だ け 単 純 な 組み 立て 方 を 採用 し た 。 こ の 住宅 
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は 主要 な 材料 を 分 解 し て リサ イク ル も で きる た め 、 


環境 負荷 を 軽減 する こと が で きる 。 
人 びと が さま ざま な 自然 環境 を 体験 で きる 場所 


と な る こと を 期待 し て いる 。 
(メラ ニー・ へ レス バッ ク 二 セバス チャ ン ・ ル ノー) 
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La Petite IMaison 

所 在 地 プ フラ ンス 、 ギ ティ ニエール 

主要 用 途 プ ゲス ト ハ ウス 

家族 構成 ノ 2 人 

2m26 担当 プ メ ラニ ー・ ヘ レス バッ ク 
セバス チャ ン ・ ル ノー 

構造 ・ 設 備 ・ 電 気 ・ 外 構 ・ 造 園 2m26 

施工 

2m26 担当 プ メ ラニ ー・ ヘ レス バッ ク 
セバス チャ ン ・ ル ノー 

設備 ・ 電 気 ・ 外 構 ・ 造 園 2m26 

構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 木造 

基礎 コン クリ ー ト 

規模 

階数 地上 1 階 

軒 高 1.910mm 最高 高 さ 1.910mm 

敷地 面積 1.519m: 

建築 面積 35.31m2* 

延 床 面積 35.31m2 
1 階 35.31m7 

工程 

設計 期間 2019 年 11 月 12 月 
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工事 期間 2020 年 3 月 
敷地 条件 

道路 幅 具 3.5m 

外部 仕上 げ 

屋根 ノ 防水 シー ト 砂 
外壁 ・ 外 構 / ベ イマ ツ 
開口 部 ププ ベイ マツ アク リル 


テー 
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断面 詳細 図 縮尺 1:1.000 


内 部 仕上 げ 

キッ チン 

床 ・ 壁 ・ 天 井 / ベイ マツ 150x27mm 

家具 ・ 照 明 / 2m26 

浴室 トイ レ 寝室 リビン グル ー ム テラ ス 
床 ・ 天 井 / ベイ マツ 150x27mm 
壁 プ ベイ マツ 105x27mm 105x6mm アク リル 


北東 側 全景 


北東 側 夕 票 。 


具 ・ 照 明 / 2m26 


その 他 / 床上 暖房 
排 水 排水 方 式 / 満 メタ ル 


給湯 給湯 方 式 ノ / 電気 温水 器 


撮影 ノ 2m26 
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古典 的 な 構成 で 新しい 体 角 を つく る 

敷地 は 愛媛 県 と 広島 県 の 間 に 広 が る 芸 予 諸島 
南端 の 豊か な 上 自然 に 恵まれ た 大 島 に ある 。 し か 
し 眼前 に は 巨大 な 造船 所 の クレ ー ン が 立ち 並ん 
で いて 、 ヒ ュー マン スケ ー ル を 趙 え た 演 洋 と し た 
風景 だ っ た 。 稀 に 起こ る と いう 高潮 な どか ら 家 
を 守る た め に 完全 に 高床 と する 案 も 考え た の だ 
が 、 高 所 汐 怖 症 と いう 家族 や 足 の 悪い 犬 の た め 
に 地面 に 接する モル タル で 仕 上げ られ た 廊 関 部 
か ら 、 東 の 海 側 か ら 西 の 山林 側 へ な だ ら か に 上 
が る 地面 へ と 、 低 く 浮か ん で いる よう な 建ち 方 を 


屋根 : St FB 6X32mm 
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St =3.2mm 曲げ 加工 


大井 

フレ キシ ブル ボー ド =4mm 

ー 下地 合板 6mm ペア ガラ ス 

高 性 能 フ ェ ノ ー ル フォ ー ム 断熱 材 上 20mm FL5+A6+FL5 
訂 : 
アビ トン 合板 12mm オス モ 
下地 合板 モ 12mm 
高 性 能 フ ェ ノ ー ル フォ ー ム 上 断熱 材 上 20mm 
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S{ に 6 SF FB 6x32mn 
鉄 部 すべ て 溶融 亜鉛 メッ キ 


三角 階段 部 分 断面 図 縮尺 1:8 2 階 平面 図 
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に 入り 、 子 供 部 屋 か ら は 中 庭 越し に リビン グ 
時 WAN 中 庭 は 近隣 の 人 が 建物 を 《 ぐ っ 
て 寿 か ら ふ ら っ と 訪れ る こと も で きる 開か れ た 場 
所 で あり 、 ピ アノ 教室 な ども 行わ れる 玄関 ホー ル 

庭 と 一 体 と な っ て 地域 の 交流 の 場 と な る 。 
三角 階段 は 移動 空間 で ある と 同時 に 大 き な 窓 で 
も ある 。 寿 と 共に ある 室内 と 克 下 空間 を 立体 的 
な 回 廊 と 三角 階段 で 繋ぐ で こと で 、 ス ケー ル は 異 
な る も の の 、 庭 と 広 縁 や 渡り 廊下 と 居住 宅間 で 
構成 され た 古典 的 な 日 本 建築 の よう で あり な が 


ら 、 新鮮 な 体験 を 生み 出す こと が で きた 。 
( 伺 田 陽 ) 


探す こと に し た 。 
そこ で 敷地 の 中 央 を 庭 と し て 、 そ れ を 取り 囲む よ 
うに 配置 され た 室 を 徐々 に 2 階 昌和 
げ る こと で 、 親 密 な スケ ー ル の 庭 の 自然 か 
和 
げ な いか と 考え た 。 結果 と し て 市 松 状 に 配 さ れ 
た 室内 空間 に 大 き な を も つ 痛 側 空間 が 取り 付 
三角 形 の 階 誠 が 室 同 士 を スキ ッ プ フロ ア 状 
に 繋い で いく 構成 と な っ た 。 三角 階段 は 山側 で 
は 外 へ 、 道 路側 で は 中 庭 側 へ 突き 出 て いる た め 、 
玄関 か ら 山 側 の 風景 を 見 な が ら 移動 し て リビン 
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キッ チン より リビン グ を 見 る 。 右手 に 見 えて いる の は ベラ ンダ 1。 
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玄関 ホー ル か ら 中 庭 、 収 納 ノ 書斎 を 見 る 。 玄関 ホー ル は 地域 の 人 びと に も 


前 か れる 機会 を 想定 し て 扉 横 に ベン チ を 


大 島 の 住居 

所 在 地 ノ 愛媛 県 今治 市 
主要 用 途 / 専用 住宅 
家族 構成 / 夫婦 十 子 供 3 人 


設計 

タ ト ア ー キ テク ツ 担当 / 島 田 腸 賠 勇 志 
構造 tmsd 萬 田 隆 構造 設計 事務 所 
担当 / 昌 田 際 春日 良介 小林 充 


外 構 ・ 


造園 植物 事務 所 COCA-Z 


担当 ノ 古 鍛 治 達 也 


施工 


川下 建設 


設備 
基礎 
防水 
屋根 
左官 


不 毅 建 具 ・ 家 具 


金属 
板金 


次 骨 階段 












アク ソノ メト リッ ク 


担当 ノ 中 山 孝 史 

佐 巧 屋 担当 / 八 塚 完 二 

コマ 電設 担当 / 小 松 正 義 
伊 懇 土木 担当 伊藤 明 

国 方 防虫 化学 担当 ノ 塩 見 哲也 
マル マス トリ グ 担当 / 三 好 悠 也 
栓 垣 スレ ー ト 西条 担当 / 野 口 正規 
越智 建 装 担当 越智 敏 晴 

田窪 木工 所 担当 / 田 窪 浩三 
担当 プア 上 久保 等 
担当 ノ 高橋 孝男 

松岡 鉄建 担当 / 松 岡 直也 


野間 商店 
高橋 板金 


赤 線 は 高 さ の 異な る 4 つの ヴォ リュ ー ム の 断面 。 
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設置 。 床 は モル タル 金 ご て 仕上 げ 。 


外 構 ムラ カミ 石材 担当 ノ 村 上 慎一 朗 


造園 植物 事務 所 COCA-Z 担当 ノ 古 鍛治 達也 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 


基礎 べた 基礎 

規模 

階数 地上 2 階 

軒 高 6.342mm 最高 高 さ 6.440mm 

敷地 面積 424.37m^ 

建築 面積 116.46m: 
(建蔽率 27.44%) 

延 床 面積 110.94m^ 
(容積 率 26.14%) 
1 階 71.30m* 2 階 

工程 

設計 期間 2018 年 2 月 て 2020 年 9 月 

工事 期間 2020 年 10 月 て 2021 年 9 月 

敷地 条件 

都市 計画 区 域 及 び 準 都市 計画 区 域外 

道路 幅員 東 6m 西 3.5m 

外部 仕上 げ 


39.64m2^ 


屋根 ノ 化 粧 ス レー ト t=5.2mm (ケイ ミュ ー グ 


ラン ネクス ト ) FRP 防水 トッ プ コ ー ト 
外壁 プレ ッ ド シダ ー 節 有り ラフ ソー ン w=127mm 





収納 ノ 書 斎 か ら 西側 を 見 る 。 奥 の 三 角 階 段 を 上 が る と 、 





。 に コ 


リビン グ ダ イ ニン グ キ ッ チ ン が ある 。 


1=17mm (共栄 木材 ) モル タル 金 ご て 仕上 げ 
t=20mm 接 水 剤 

開口 部 プア ア ルミ サッ シン (LIXIL) 木製 建具 

デッキ ノラ ジア ー タ パイ ン 防虫 防腐 処理 材 
w=90mm t=22mm (共栄 木材 ) 

外 構 ノ 砕石 敷き 割 栗 石 人 桶 脱 石 

植 載 / サ ルス ベリ テウ クリ ウム シマ カン スゲ 
チ ユ ウキ ン レ ン シマ グミ パシ ョ ウ フェ イ 
ジョ ア キョ ウチ クト ウ オウ ゴン カナ メモ チ 
ネズ ミ モ チ な ど 

内 部 仕上 げ 

リビン グ ダ イ ニン グ キ ッ チ ン 

床 / ナ ラフ ロー リン グ w=75mm t=15mm 
オス モ (共栄 木材 ) 

壁 / 内 装用 モイ ス t=6mm 素地 カラ ー ガ ル バ 


リウ ム 銅 板 
天井 / 内 装用 モイ ス t=6mm 素地 
厨房 機器 ノ / 


IH コ ン ロ ノ パナ ソニ ッ ク KZ-G32AST 
換気 扇 (シェ ー ド ) / toolbox フラ ッ ト レ ンジ 
フー ド 
家具 ノ 制 作 
照明 アプ ウシ オラ イ テ ィ ング 制作 
建築 金物 ノ 
シン ク 水 栓 金物 ノ Yuhuan Meisheng 
浴室 
床 ・ 壁 プ FRP ト ッ プ コー ト 仕 上 げ 
天井 ノ 珠 酸 カ ル シ ウ ム 板 t=6mm VP 
照明 ノ toolpox ミル ク ガ ラス 照明 
バス タブ Tform FLN72-4304 
シャ ワー 水 栓 金物 プ GROHE 
洗面 所 


床 ノ FB t=6mm 拉 水 剤 

壁 / 内 装用 モイ ス t=6mm 素地 自然 発色 ス 
ギ 材 w=90mm t=12mm (紅屋 ) 

天井 / 内 装用 モイ ス t=6mm 素地 

家具 ノ 制 作 

照明 / DN ラ イ テ ィ ング 

洗面 カウ ンタ ー ノ Tform ADF70-3031-001 

洗面 用 水 栓 金物 アノ フ ォ ン テト レー ディ ング BX- 
4212 

玄関 ホー ル 寝室 

床 プ モル タル 金 ご て 仕上 げ =45mm 表面 強化 剤 

壁 ・ 天 井内 装用 モイ ス t=6mm 素地 

家具 ノ 制 作 

照明 プア ウ シオ ライ ティ ング 

収納 / 書斎 

床 / ナ ラフ ロー リン グ w=90mm t=15mm オ 
スモ (共栄 木材 ) 

壁 ・ 天 井 ア ラワン 合板 =5.5mm 素地 

家具 ノ 制 作 

照明 / DN ラ イ テ ィ ング ウシ オラ イ テ ィ ング 

子供 室 

床 プ ナラ フローリング w=75mm t=15mm オ 
スモ (共栄 木材 ) 

壁 ・ 天 井 ア ラワン 合板 t=5.5mm 素地 

家具 ノ 制 作 

照明 toolbox 制作 

設備 シス テム 

空調 冷暖房 方 式 ア ルー ム エ ア コン 

換気 方 式 / 第 3 種 換気 

その 他 ノ フィ ルム 床 暖房 

給水 方 式 プ 上 水道 直結 

排水 方 式 ノ 下水道 直 結 

給 海 結 湯 方 式 / エ コキ ュー ト 

撮影 ノ 阿野 太一 


1 に 一 Hr 


給排水 
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配置 図 縮尺 1:2.000 


南東 側 外観 。 左手 の ベラ ンダ 1 は 東 の 平 側 か ら は カウ ンタ ー の よう 
に 使え る 高 さ で 、 西 の 妻 側 は 地面 が 上 が っ て いる た め 出 入り が で きる 。 
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細工 が 可能 な 小径 1 叙 通 材 で の 木 人 esse 宗 馬 つ な ae 定 。 
庄 は フ の デッキ の 幅 は 895mm。 構 間 得意 よ 父 に よっ て な えら 議 
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前 生 2205 敵 デ ノノ キッ チン 。 |』 二 部 刺 軸 較 
飼い 猫 が 粗相 し な いよ うに モル タル で 仕上 
げ ら れ 、 コ ン セ ント 位置 は 高め に 設定 。 


飛び 出し て お り 、 
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切実 な 構造 か ら 生 まれ た 形式 の 再 解 釈 


僕ら の 事務 所 に は 、 狭小 や 斜面 地 、 ロ ー コ スト と 、 


困難 な 条件 で の 設計 が 多い 。 困 難 な 条 件 は よ 
い 建 築 の 土 壊 だ だ は いう が 、 そ こ で の チャ レン ジ 


を いつ まで 続け る つも りか と 問わ れる こと も ある 。 
し か し 、 因 難 な 条 件 で こそ 設計 の 力 が 必要 と さ 
れ 、 放 置 す れ ば 住宅 地 は 更新 され ず に 荒廃 し て 
いく 。 と は いえ 、 以 前 か ら 土 地 探 し の 相談 を 受 
け て いた 建 主 か ら 、 こ の 敷地 を 購入 し た こと を 知 
ら さ れ た 時 は 頭 を 抱え て し まっ た 。 敷地 は 狭 陰 
な 坂道 の 位置 指定 道路 に 面 する 古い 擁 壁 の 上 
で 、 隣 地 側 の 擁 璧 も 安全 性 が 保証 で き な い も の 
だ っ た 。 建築 費 も 限ら れ て お り 、 重 機 が 入ら な 
ぃ 敷地 の 状況 か ら は 人 力 で の 搬入 、 施 工 が 必 
要 な こと が 予想 され た 。 
まず 、 小 径 の 流通 材 で の 在 来 木 造 を 前 提 と し て 
スタ ディ を 進め た 。 南側 の 隣地 は 現在 空き 地 だ 
が 、 こ の 先 大 規模 な 建築 が 建ち 得る 敷地 だ っ た 
た め 、 北 の 道路 側 以外 は 将来 建て 込む こと も 予 
想 さ れ た 。 そ 1 階 の 大 井 高 を な る べく 高く 
し て ぐる り POI ドラ イト か ら の 採光 を 
考え た 。 そ の た め に 必要 な 斜 材 の 角度 が 屋根 勾 
配 と 近く 、2 陸 床 染 ま で の 耐力 長 を 張る と 家 型 
NTT IO 人 衣 人 200 衝 必要 性 に 
迫 ら れ て で きた 構造 を 図像 と し て 再 解釈 する こと 
昌和 
家 型 の 屋根 が 連なる この 地域 の 風景 に も 合う よ 
うに 思え た 。 
建 主 は 、 い ずれ 移り 住む こと が 予想 され る 年 老 
いた 父 と 、 そ の 娘 で ある 姉妹 。 1 階 道路 側 に 
足 の 悪い 父 の 部 屋 と 浴室 な ど 、 プ ライ バシ ー が 
必要 な 部 屋 を 配置 し た が 、 坂 の 上 か ら ハ イサ イ 
ドラ イト を 通し て 覗か れる こと を 防ぐ た め に 、 家 
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室 1。 天 井 の 仕上 げ は 梨地 ビニ ー ル シー ト で 、 
天井 か ら も 自然 光 を 取り 入れ られ る 。 


型 に 膜 天井 を 張っ て いる 。 そ の 結果 、 上 階 と 下 
階 が 近似 し た ヴォ リュ ー ム と な り 、 階 間 の 小屋 
それ ぞ れ 独立 し 
た 大 人 が 集う この 住宅 に 適切 な 距離 感 を も た ら 
Pb 家 型 が 積ま れ た よう な 外観 は 





室 1 か ら リ ビン グ ダ イ ニン グ キ ッ チ ン を 見 る 。 


ー 見 アイ コン を 弄 ん で いる よう に も 見 える だ ろう 
が 、 切 実 な 構造 か ら 生 まれ た 形式 を 再 解釈 し て 
発展 させ た も の で あり 、 下 階 と 上 階 の 室内 風景 


近似 が 訟 識 の 誤 作 動 を 招く 面 で も 、 可 能 性 を 
( 伺 田 陽 ) 


感じ て いる 。 
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梨地 ビニ ー ル シー ト 一 - 


合板 受け 60xX60mm 一 一 


_ V2Fl+0 


me * デ e 





アル ミ ジ ョ イナ ー H 型 






AL-L 2X20X20mm 一 - 


さ 網戸 用 押え ゴム 





ALL 1x15X15mm 一 、、 


弄 地 ビニ ー ル シー トー SN BR 
ーーー ツイ ンカ ー ボ =6mm 


「 ke ポ 胃 に ーー 押 緑 
10 フロ ー ト ガ フ ス に Smm ピー ラー 15x15mm 


膜 頂部 詳細 図 縮尺 1:8 膜 端 部 詳細 図 縮尺 1:8 








いい 各 遇 ) が アデ 屋根 
write 」 に ガル バリ ウム 鋼板 大 波 板 0.4mm 
ンー NN が RIZ 財 - 通気 胴 緑 18X45mm @303mm 
1 / (の ーー アス ファ ルト ルー フィ ング 22kg 

レン ょ 系 / SA っ うき 活 呈 ! _ 構造 用 合板 24mm 
iv 高 性 能 グ ラス ウー ル モ 105mm 











ーー AR 当 7 軸 妥 / カネ ライ ト フ ォ ー ム に 40mm wa 昌 
0 が 『 章 2 3 リ 5 Te WT ー 守 es、 

" ルン 階段 か ら 2 階 を 見 る 。 膜 天井 上 部 は ガラ ス で 仕切 られ 、 

SH RS ン 空気 環境 の バッ ファ ー ゾ ー ン と し て も 機能 する 。 

NNN 間 レー リナ SN リ 間 1 モイ ス 0 素地 
2 Se 
rh 16 が FT ーー 1 
MT 1 本 本 束 0 証 生 0 1 

EE 0 9 
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ナ フ フ ロー リン ク 15X90mm 
ルビ ピオ 目 然 オ イル 
構造 用 合板 に 24mm 
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! 時 半 ] 
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摺り 
StL 3X40X40mm 
手指 り 子 : 
StL 3X30X30mm 
すべ て 溶融 申 鉛 メ ッ キ 品 








22 テッ キ 1 













ヒノ キ ・ ク リア デッキ 30x105mm 


直上 所 れれ 貞 前 肝 前 iT 











V2FL GLT3.439 外 硬 
フレ キン ブル ボー ド ぞ 8mm 下見 板張り 1 
横 機 18X36mm @400mm 
縦 胴 緑 18X36mm @303mm 
透 湿 防 水 シー ト 


_ 構造 用 合板 上 9mm 
高 性 能 グ ラス ウー ル モ 105mm 
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内 壁 : て 
モイ スモ 6mm 素 地 


5 肛 壁 1 昌 人 四 PTTTTTTTT HUTTTT iis エーーー 本 E 5 に 

モル タル 金 ご て 仕上 け ビ 20mm = 弄 ーー 
構造 用 合板 9mm 
胴 緑 18X36mm @⑳303mm 
スタ イロ エー ス I][ に 30mm 


且 床 : KN 
>。 >、 人 | ナ フ フ ロー リン グ 15x90mm 
> ーー | 構造 用 合板 モ 15mm Ne 
-、 スタ イロ エー ス IH モ 30mm へ 、。 


=ー= 


和 


マ 1FL GL+200 | oe 


断面 詳細 図 縮尺 1:50 


在 来 軸 組 構法 に よる 木造 建築 で あり 、 構造 用 合板 に よる 耐力 壁 を 設置 し て いる が 、1 階 は 四 周 に ハイ 
サイ ドラ イト が まわ り 、 上 陸 か ら の 水平 力 を 伝 達 する た め に ブレ ー ス を 設置 し て いる 。 眺望 の た め に 求 
め ら れ て いた デッキ は 4m の 流通 材 を 互い 違い に 張り 出さ せる こと に より バラ ンス を 取り 、 外 部 の 突出 
し た 随 段 の 踊り 場 を 吊っ て いる 。 N 
重機 の 入ら な い 敷 地 で 、 杭 や 柱状 改良 の 施工 は 困難 で あり 、 倖 面 下 側 は 一 部 深 基礎 と し て 既存 擁 壁 N 
の 安息 角 を クリ ア し 、 そ れ よ り 外 側 は キャ ンチ レバ ー と し て 設計 を 行い 、 既 存 擁 壁 が 月 れ て も 建物 の 崩 1 
壊 を 免れ る 。 斜面 上 側 は 隣家 擁 壁 が 崩れ た 際 の 防護 策 と し て RC の 高 基礎 を 立ち 上 げ て いる 。 N 
( 晶 田 隆 構 ) N 
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塩屋 の 住居 2 

所 在 地 / 兵 庫 県 神戸 市 
主要 用 途 / 専 用 住宅 
家族 構成 / 姉 妹 十 父 二 猫 


タ ト ア ー キ テク ツ 担当 ノ 島 田 陽 安田 陽 
構造 tmsd 萬田 隆 構造 設計 事務 所 
担当 萬田 隆 春日 良介 小林 充 
施工 
住 信 担当 / 前 田亮 太 
大 工 担当 / 足 立 元 就 武内 芝 
屋根 山寺 板金 担当 / 山 寺 司 
電気 娠 田 電機 担当 / 田 洋 考 紀 
給排水 島田 設備 担当 ノ 島 田 恭 平 
防水 ・ マ トバ 担当 ノ 高 檎 憲吾 
木製 建具 コア テク ノ ス 担当 / 高 橋 秀 次 
金物 制作 モリ 工房 担当 / 久 芳 盛 彦 
橋爪 工作 所 担当 橋爪 操 一 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 工法 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 5,.489mm 最高 高 さ 6.612mm 
敷地 面積 134.13m: 
建築 面積 32.93m* 
(建蔽率 24.55% 許容 40%) 
延 床 面積 66.69m* 
(容積 率 49.72% 許容 80%) 
1 階 33.93m* 2 階 32.76m2 
工程 
設計 期間 2018 年 5 月 て 2020 年 8 月 
工事 期間 2020 年 9 月 て 2021 年 3 月 
敷地 条件 
地域 地区 第 1 種 低層 住居 専用 地域 法 第 22 
条 区 域 第 1 種 高度 地区 
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道路 幅 具 北 4m 

外部 仕上 げ 

屋根 ノ ガ ル バ リ ウム 鋼板 小波 板 t=0.4mm 

外壁 プ ノ フ レキ シブ ル ボ ー ド t=8mm 下見 板張り 

開口 部 ノア ルミ サッ ン (LIXIL) 

デッキ ヒノ キ ・ ク リア デッキ 防虫 防腐 処理 材 
w=105mm t=30mm (共栄 木材 ) 

内 部 仕上 げ 

リビン グ ・ ダ イニ ング キッ チン 

夫 グラ フローリング クソ シシ イグ クズ) 15 
ルビ オ 自 然 オ イル 

壁 / 内 装用 モイ ス t-6mm モル タル 人 金 ご て 仕上 げ 

天井 ノ 染 現し 

厨房 機器 ノ 
史 ス コン ロレ リツ ナイ リッ セ 
換気 扇 (シェ ー ド ) / Toolbox フラ ッ ト レ ン 
ジフ ー ド 白 








家具 ノ 制 作 

照明 / DN ラ イ テ ィ ング FL-LED2 

シン ク 水 柏 金 物 ノ Yuhuan Meisheng 

浴室 

床 ・ 壁 / FRP 防 水 ト ッ プ コー ト 仕 上 げ 

天井 ノ 梨 地 ビ ニ ー ル シー ト 

照明 / FKK LNS-2 

バス タブ KALDEWEI FLN72-4301 

シャ ワー 水 梓 金 物 ノ TOTO TBV03401J 
脱衣 室 

床 プ モル タル 人 金 ご て 仕上 げ 

壁 / 百 酸 カ ル シ ウ ム 板 +=6mm VP 

天井 ノ 梨 地 ビ ニ ー ル シー ト 

照明 / プ DN ラ イ テ ィ ング FL-LED2 FKK LNS-2 
洗面 器 ゾ フォ ン テ ト レー ディ ング B3-591 
洗面 用 水 栓 金物 プ ノ フ ォ ン テト レー ディ ング BX4210 
トイ レ 


2 階 ア トリ エ 。 階段 上 部 に は 染色 が 趣味 で ある 姉 の た め の 流 し を 設置 。 


LM 





床 ノ 塩化 ビニ ル シ ー ト 
壁 ノ ラワン 合板 t=5.5mm オス モ 
天井 アプ ツ イン カー ボ t=6mm 
便器 ノ TOTO NEOLEST 
室 1・2・3 アト リエ 
床 / ナラ フロ ー リ ング (ニッ シン イク ス ) {=15mm 
ルビ オ 自 然 オ イル 
壁 ・ 天 井 ノ / 内 装用 モイ ス t=6mm 素地 
梨地 ビニ ー ル シー ト ( 室 1) 
洗面 アス テン レス HL t=1.5mm (アト リエ ) 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 ア ルー ム エ ア コン 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 
給水 方 式 プ 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ 下水道 直 結 
給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 式 
撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 


興 排水 


3 る c 海 が あり 、 潮風 が 抜け る 環境 。 
由 員 「 コ 
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人 


『 『 





時 か ・2 階 に テナント が 入る 4 階 建 て 併用 住宅 。 敷 地 
は 国立 競技 場 に ほど 近い 裏通り に 位置 し 、 周 囲 に は 中 低層 の 

商業 ビル や 集合 住宅 が 立ち 並ぶ 。 日 影 規 制 に より 導 か れ た 不 

定形 の 平面 を ズラ し な が ら 積 み 上 げ 、 空 地 を テラ ス と し た 。 
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4 階 テ ラス か ら リ ビン グ ・ ダ イニ ング を 見 る 。 


0 所 > 所 。 王 46 ア 4 還 昌 
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7 の 
1 ガリ と Hi 「 ーー ーー 芋 や / ユノ 
2 本 シグ 5 東和 面 に 高 窓 を 設け る こと で 十分 な 採光 ・ 換 


8 ーー mn 


に | 一 





リビン グ ・ ダ イニ ング か ら テ ラス を 見 る 。 ガ ラス の 引き ぎ 戸 は 壁 内 部 
に 収納 可能 で 、 全 開 す る こと で 内 外 を 一 体 に 繋ぐ 。 
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都市 の 上 空 を 楽し む 緑 豊か な 暮らし ーー ンー ニー ニニ ンド へ ! リ 
国立 競技 場 に ほど 近い 、 千 駄 ヶ 谷 の 則 通 り 。 こ SD 員 - 呈 - ン TU いい 





1 = に 
= 
! デビ I 1 
= ! 1 


れ ま で の 庭 つ き 戸 建て 住宅 か ら 1・2 階 が テ ナ ン 放 ! / 
ト と な る ビル 上 階 へ の 転居 を 決め た 建 主 家族 は 、 思 リ 
都心 部 で 床 面積 も る 限ら れ た 新しい 生活 環境 に 学 . ジン 
懸念 が あっ た 。 高密 で 容積 率 が 160% し か な い NR 

敷地 で 、 収 益 を 確保 する 賃貸 空間 と 5 人 家族 の 有 / Doe テ 
快適 な 住 空間 を いか に 共存 させ られ る か 。 

隣接 建物 が 迫る 厳し い 周辺 環境 の 中 で 見 つけ た 
ボ ポテンシャル は 、 周辺 建物 の 上 空 と いう 隠れ 7 
空地 で 日 影 規 制 に 適合 すれ ば 20m 建 築 可能 
だ っ た 。 徹底 的 に 日 影 規 制 と 格闘 し た 結果 、 た 
どり 着い た の は 北側 を 最大 限 高 くし た 異形 の 階 で NN 
段 状 の ヴォ リュ ー ム 。 高 い 階 高 が 1・2 階 の 賃 ンー ゲー 
貨 価値 を 高め る と 同時 に 、 周 囲 の 屋根 より 高く リー ンー ブツ ベン ンー の 

も ち 上 げた 住宅 部 分 は 、 上 空 と いう 空地 を 目 い っ NN ーー テー 

ぱい 活用 で きる よう に な っ た 。 ズ レ て 重なる 異形 
平面 と 跳ね 出す バル コニー は 延 床 面積 不 算入 
の 多様 な 外部 空間 を 生み 、 廊 下 や テラ ス と し て 
内 部 空間 を 外 に 拡張 させ て いく 。 く びれ た 形状 
の メゾ ネッ ト 住 宅 は 、 両 階 の 全開 放 可 能 な 大 型 
サッ シ で まさ に テラ ス と 一 体 化 。 

4 階 玄関 を 入る と 、 空 へ と 伸び 上 が る リビン グ ダ 
イニ ング , 書斎 も 兼ね た 階段 室 を 経て 個室 を 東 RE 
ね る 3 階 広間 へ と ゆる や か に 繋が り 、 帯 状 の ワ 
ン ル ー ム が その 先 の テラ ス へ と 伸び て いく 。 両 陀 
の テラ ス は 緑 溢れ る 外 階 段 で 結ば れ て 、 論 を 開 
け 放 て ば 内 外 一 体 に な っ た 大 き な 立 体 ル ー プ と 
な る 。 見 上 げた 先 の 渦巻 き 状 の 屋上 は 、 空 に 
浮か ぶ 大 き な 滑り 台 の よう な プレ イグ ラウ ンド 。2 
層 の 居室 と 3 層 の テラ ス を 巡る この 回 遊 性 に 満ち 
空間 連続 体 で は 、 周 縁 の 家具 や 植 栽 に よっ て 
さま ざま な 場 が 生ま れ 、 そ の 中 を 光 ・ 風 ・ 視 線 
が 流れ て 子供 た ち が 駆 け 抜け る 

東京 の スカ イラ イン に 抱か れ て 、 都 市 の 隙間 に 
背伸び し た よう な 伴 ま い に 緑 溢れ る テラ ス が 巻き 
上 が る 。 厳し い 条 件 下 で の 都心 居住 や 複合 建 M 環 隊 
築 の ひと つの 在り 方 を 提案 する と 同時 に 、 こ こ で 2 階 平面 区 jp 
育つ 子供 た ち が 楽 し ん で 使い こなし て くれ る よう ! 人 
な 、 寛 容 で 伸び や か な 空間 を 目指 し た 。 ! レン 
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人 工 芝 の スロ ー プ が 子供 た ちの プレ イグ ラウ ンド と な る 最上 階 E の 屋上 テラ ス 。 


IBIS SENDAGAYA 
所 在 地 / 東 京都 淡 谷 区 
主要 用 途 / 住 宅 十 貸 事務 所 
家族 構成 / 夫婦 十 子 供 3 人 
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構造 平岩 構造 担当 ノ 平 岩 良 之 國 江 悠介 
設備 ・ 電 気 ZO 設 計 室 担当 ノ 伊 藤 教 子 
根本 普 吾 
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外 構 ・ 造 園 温室 担当 ノ 塚 田 有一 
施工 
大 原 工務 所 担当 大原 彰 処 池 聡 


設備 北村 結 設備 担当 北村 家 
電気 トッ プ ギ ア 担当 ノ 安 齋 i 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 
基礎 べた 基礎 
規模 

階数 地上 4 随 
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屋根 伏 兼 配置 図 縮尺 1:1.000 アク ソノ メト リッ ク 


軒 高 17.900mm 最高 高 さ 19.000mm 工事 期間 2019 年 12 月 て 2021 年 4 月 


敷地 面積 268.66m2 敷地 条件 
建築 面積 163.87m2^ 地域 地区 第 2 種 中 高層 住居 専用 地域 


(建蔽率 61.0% 許容 70%) 
延 床 面 柄 428.78m2< 


準 防火 地域 20m 第 3 種 高度 地区 
日 影 規制 4H-2.5H-4M 


(容積 率 159.6% 許容 160%) 道路 幅員 北 4m 駐車 台数 2 台 

1 階 141.00m* 2 階 133.42m? 外部 仕上 げ 

3 階 83.87m^ 4 階 70.48m: 屋根 プリ ブ 付 き 鉄 板 耐候 性 塗装 (フェ ロ ド ー ル ) 
工程 一 ーー 外壁 墨 モル タル 左官 仕上 げ ガル バリ ウム 銅板 


設計 期間 2018 年 12 月 て 2019 年 11 月 開口 部 ノ 特 注 木製 サッ シ (アル ス ) 既製 樹脂 
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内 部 仕上 げ NN 
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床 ノ 磁器 質 タ イル 張り (Maristo) 

壁 ノ コンクリート 打放し 化粧 補修 

天井 ノア ウォー ルナ ッ ト 突 板張り 

浴室 洗面 所 

床 ・ 壁 / 磁 器質 タイ ル 張 り (Maristo) 

天井 ノ AEP 

トイ レ 

床 ノ 磁器 質 タ イル 張り (Maristo) 

壁 ・ 天 井 / コン クリ ー ト 打放し 化粧 補修 

リビン グ 

床 プ チー ク 複 合 フ ロー リン グ 居 り ( 望 造 

壁 ・ 天 井 ア コン クリ ー ト 打放し 化粧 補修 し 用 

宴 室 | 画 に 
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壁 ノ AEP | pi E 

天井 アオ ー ク 突板 張り 

主 な 
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空調 冷暖 房 方 式 / 個 別 分 散 熱 源 方 式 ビ ル 症 剛 信昌 
用 マル チエ アコ ン WT 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 | | 
その 他 / 温水 式 床 暖房 

引 排 水 給水 方 式 ノ 水道 直結 増 圧 方 式 
排水 方 式 ノ 合流 方 式 

給 濁 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 

主 な 使用 機器 

衛生 機器 ノ LIXIL 、 サ ワカ ン パ ニー、Tform、 

フォ ン テ ト レー ティ ング 
厨房 機器 / ノ SAKO、Miele、 ハ ー マ ン 
照明 / 小泉 産業 、 オ ー デ リッ ク 
撮影 ノ 新 建築 社 写真 部 
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左 : 2 階 テ ラス 。 右上 : 中 庭 。 右 下 : 右 下 : 現 在 は 撮影 スタ ジオ が 入居 し て いる オフ ィ ス 1。1・2 階 は 、 隣 地 境 界 沿い の 南側 2 面 を 閉じ て 耐力 壁 と し 、 
垂れ 壁 の よう な 深い 梁 を 交錯 させ て 複雑 な 建物 形状 を 支持 する こと で 、 テ ラス 沿い の 駆 体 は 細い 丸 柱 の み と し た 。 防 火 認定 され た ば か り の 耐熱 結晶 化 ガ 
ラス に よる 大 型 木製 防火 サッ シ と 相まって 、 耐 火 建築 らし か ら ぬ 開放 感 が 実現 され た 。 
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EL ua も に 4 ーー に | 時 AI 、M ーー d eo isa か 
= 南西 側 全景 。 敷地 は 崖 線 軒 転位 置 し 、 接 道 側 以外 を 緑 豊か な 斜面 に 囲ま れ た 、 洋 

昌 子 店 が 入っ た 店 舗 併用 住宅 。 各 階 の ヴォ リュ ー ム を 斜面 に 沿っ て セッ トバ ッ ク さ せ 

て 鉛直 荷重 を 軽減 し 、 伸 ば し た スラ ブ は 下 階 で は 棄 、 上 階 で は ルー フ テ ラ ス と な る 。 
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崖 地 と 対 財 する 床 版 
下 階 は カフ ェ の ある 洋 巣 子 店 で 、 上 階 が 住居 と 
な っ た 職 住 一 体 の 建築 で ある 。 既存 の 建物 は 
2m の 擁 壁 の 上 に 建て られ 、 そ の 1 階 に 店 舗 が 
人 人 っ て いた 。 今回 の 計画 で は 、 擁 壁 を 掘り 下げ 
て 店 舗 を 道路 レベ ル に 揃え 、 環 境 に 開か れ た も 
の と し た 。 敷地 は 、 閑 静 な 住宅 地 を 眼下 に 見 渡 
RI この 場所 は 、 国 分 
寺 崖 線 の 一 部 で あり 、 近 く の 実 篤 公 園 と 一 体 と 
な っ た 樹林 地 を 形成 し て いる 。 崖 線 は 台地 の 際 
で あり 、 手 つか ず の 目 然 に よる 豊か さ の 宝庫 だ 。 
この 立体 的 な 自然 環境 を 余す と ころ な く 絡 め 取 り 、 
生活 が 環境 と 一 体 と な っ て 楽し め る よう な 関係 を 
目指 し た 。 
建物 は 、 開 発行 為 を 避け る た め 、 既 存 建物 の あっ 
た 位置 に 配置 する こと で 、 掘 削 土 量 も 節約 し て 
。 床 版 と それ を 支え る 柱 は 、 階 層 ご と に 斜 
間 トバ ッ ク さ せ 、 直 下 べ へ の 何 重 を 減 
らし た 。 斜面 地 で は 、 立 つ 位 置 に よっ て 風景 の 
見 え 方 が が ら り と 変わ る 。 こ の 斜面 に 床 版 を 1 
枚 添え る と 、 上 下 に 対照 的 な 場 が 生ま れる 。 床 
版 の 上 は 見 晴らし の よい ルー フ テ ラ ス と な り 、 下 
が 列 柱 と 樹木 に 囲 われ た 場所 だ 。 そ こ で 、 各 階 
の 床 版 が 上 下 に 重なり 合う 場所 を 室内 化し 、 外 
長 の 周り に テラ ス と 列 柱 を で ぐるり と 巡ら せ た 。 そ 
に より 、 こ の 場所 特有 の 体験 を 建築 に 取り 込 
み 、 多 焦点 の 居場所 を つく り た いと 考え た 。 
構造 は 、 地 面 に 埋め 込ま れ た 鉄筋 コン クリ ー ト 
造 の 上 に 木造 の 2 階 を 載せ 、 森 の 木々 に 馴染 む 
よう に 木 の 柱 と し た 。 ま た 、 地 下 1 階 の コン クリ ー 
ト 末 版 の 鉛直 何 重 を 受け る 柱 は 、5 寸 角 の スギ 
材 と し 、 頂 部 に 模 を 打ち 込む こと で 断面 に 荷重 
を 伝達 さす て いる 。 コン クリ ー ト 床 版 と 杉 の 柱 の 
組み 合わ せ だ け で な く 、 場 所 ご と に 機能 性 と 経 
済 性 を 考 應 し た 異な る 素材 の サッ シ や 仕上 げ を 
その まま 表し て いる 。 住 まい は 至っ て シン ブル だ 
が 、 周 辺 環 境 と の 呼応 に よっ て 、 多 彩 な 表情 を 


持つ 建築 に な っ た 。 (平井 充 十 山 口 紗 由 ) 
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“ り と . 才 必 
1 階 テ ラス 。 寝 室 2 と 敷地 東側 の 歩道 と の 間合い を 取る バッ ファ ー と し て の 役人 吊 を も っ つ 。 系 敷地 周辺 の 地形 は 南西 側 に 緩 や 上 : 2 階 弟 T ダ イニ 人 間 EEE 及 け 、 ル ー フ テラ 
か に 傾 終 し て お り 、 床 高 は 南西 側 の 住宅 の 軒 高 と ほぼ 同じ 高 さ 。 正 面 の 吹抜け を 介し て 地下 1 階 テ ラス と 繋が る 。 ス と 一 体 的 に 繋が る : 1 階 寝 
ず に 1 の P」 















仕組 み が 分 か る ディ テー ル 
後 育 科 面 の 片 土 圧 を 受け る 鉄筋 コン クリ ー ト 人造 壁 式 構造 に 、2 層 の 在 来 木造 架構 が 載 
る 構造 き 形式 で ある 。 隅 部 柱 の な い 大 き な 開 口 ぷ 赤 栄 ジ | に 満 形 鋼 を 添 わ せ 必 要 な 上 断面 性 能 
を 人 確保 し た 。3 方 に 広がる 計 に つい て は 、 溝 形 鋼 を 十字 に 接合 し 、 木 造 隅 部 縁 に ボル ト 

で 添 わ せ 、 潤 い 記 を 実現 し た 。 鉄筋 コン クリ ー ト スラ ブ を 支持 する 木 柱 に つい て は 、 ス 
ラブ の た わ み 止め と 、 列 柱 の 緩やか な 境界 と し て の 役割 を も た せ た 。 当該 木 柱 は 圧縮 力 
が 支配 的 な た め 、 柱 断面 同 寸 の くさ び を 打ち 込み 全 断 面 が 効く 詳細 と し た 。 な お 、 水 
平方 向 の ずれ 止め と し て 鋼板 と D.pin を 打ち 込ん で いる 。 建築 家 の 、「 仕 組み が 分 か る ディ 
テー ル を 実現 し よう 」 と いう 言葉 に 共感 し 、 実 現 で きた 詳細 で ある 。 

(清水 靖 真 ノ 清水 構造 計画 ) 
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洋菓子 店 の 開口 部 は 、 コ ンク リー トス ラブ か ら 刷 られ た 鉄骨 梁 が 


高 脚 桜 

所 在 地 / 東 京都 調布 市 
主要 用 途 / 店 舗 十 住宅 
家族 構成 / 夫婦 十 子 供 1 人 


設計 

メグ ロロ 建築 研究 所 担当 / 平 井 充 山口 紗 由 
構造 清水 構造 計画 担当 清水 靖 真 
施工 

匠 陽 担当 / 加 有 藤 勝 

基礎 平田 工事 担当 ノ 平 田 竜也 
木工 事 近 風 工務 店 担当 / 近 嵐 義雄 
板金 登 那 木 板金 担当 ノ 登 那 木 台 一 
金属 建具 HAMAYA 担当 / 大 塚 悠 右 
木製 建具 田中 建具 担当 / 田 中 重義 
外壁 高橋 創建 担当 ノ 高 橋 操 


ーー 
1 





ll , 


096 202111 


防水 ・ フ ワイ テク ト 担当 / 小 倉 豊 
クロ ス 内 装 坪 坂 内 装 担当 ノ 坪 坂 正 
訟 装 雨 海 塗装 店 担当 長沢 洋一 
設備 紅葉 丘 工 業 所 担当 ノ 吉 岡 繁 
電気 石 垣 電設 担当 / 石 垣 俊 久 
金属 人 ハセ ケン 担当 / 長 谷川 健太 
ガス ・TES 工 事 リッ ク 担当 利根 川治 
外 構 良和 ブロ ッ ク 担当 根岸 章 哲 
構造 ・ 構 法 

主体 構造 ・ 構 法 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
木造 在 来 工法 

基礎 べた 基礎 

規模 

階数 地下 1 階 地上 2 随 

軒 高 5.976mm 最高 高 さ 6.356mm 
敷地 面積 282.70m7 





N、 さ ら に 木造 の 鴨居 を 吊る 構成 。 8 





崩 楽 に より 断面 性 能 を 確保 し 隅 部 柱 の な くす こと で 、 


建築 面積 89.77m7 
(建蔽率 31.75% 許容 40%) 

延 床 面積 148.51m: 
(容積 率 52.53% 許容 80%) 
地下 1 階 56.86m7 
地上 1 階 49.68m* 2 階 47.20m2 

工程 

設計 期間 2019 年 12 月 2020 年 12 月 

工事 期間 2020 年 12 月 て 2021 年 9 月 

敷地 条件 

地域 地区 第 1 種 低層 住居 専用 地域 景観 区 域 
法 第 22 条 区 域 宅地 造成 工事 規制 

道路 幅 具 南西 4m 駐車 台数 1 台 

外部 仕上 げ 

屋根 / ノ FRP 防水 軒 埋 : カラ マツ 沙 装 

外壁 ノコ ンク リー ト 打 放し ガル バリ ウム 製 サ イ 
ディ ング (アイ ジー サイ ディ ング ) t=0.35mm 

開口 部 プア ア ルミ サッ シ (LIXIL サー モス 中 ) 
住宅 部 木製 サッ シ (ユニ ウッ ド ) 店 舗 木 製 

サッ シ (制作 ) 

外部 土間 プ コ ンク リー ト 金 ご て 仕上 げ 

ウッ ド デ ッ キノ イタ ウ バ 無 塗装 

内 部 仕上 げ 

キッ チン 

床 プ オー ク 複 層 フ ロー リン グ (IOC) 

壁 ノ PB クロ ス 貼 り (東リ ) キッ チン パネ ル ( ア 
イカ 工業 ) 

天井 PB クロ ス 貼 り (東リ ) 

照明 / LED ダ ウン ライ ト (パナ ソニ ッ ク ) LED 
間接 照明 (パナ ソニ ッ ク ) 

厨房 機 庄 ノ 
コン ベッ クス オー ブン ノリ ン ナ イ RSR-S15C-ST 
ガス コン ログ ハー マン RS31W27U12DGVWV 
食 洗 機 ノ 三菱 電機 EW-45H1SM 
換気 扇 (シェ ー ド ) プレ ンジ フー ド (アリ ア 


『/ ーー 


コロ ーー mm 韻 Re 


ーー ー モニ テニ テー 


内 外 が シー ムレ ス に 連続 する 構え と な っ て いる 。 
フィ ー ナ ) 
シン ク 水 栓 金物 ノ GROHE 30 280 00J 
家具 ノ 制 作 
シン クノ ステ デン レス セミ オー ダー カウ ンタ ー (シシ 
ゲル 工業 ) 


リビン グ ダイ ニン グ 

床 プ オー ク 複 層 フ ロー リン グ (IOC) 

壁 ・ 天 井 / PB クロ ス 貼 り (東リ ) 

家具 ノ 出窓 カウ ンタ ー ( 夕 モ 集 成 材 クリ ア ) 
TV 収納 (シナ ラン バー コア 塗装 ) 

照明 〆 ペ ンダ ント ライ ト (ヤマ ギ ワ ) ブラ ケッ 
トラ イト (パナ ソニ ッ ク ) 

浴室 

ユニ ッ ト バ ス / TOTO サザ ナ 1216 

洗面 脱衣 室 

床 プ オー ク 複 層 フ ロー リン グ (IOC) 

壁 ・ 天 井 ノ PB クロ ス 貼 り (東リ ) 

家具 ノ 洗面 カウ ンタ ー : 天 板 (タモ 集成 材 ウレ 
タン 塗装 棚 ( ラ ン バ ー コ ア 塗装 ) 三面 鏡 
(サン ワカ ン パ ニー) 

照明 / LED ダ ウン ライ ト (パナ ソニ ッ ク ) 

洗面 ボウ ルプ サン ワカ ン パ ニー ラン ディ ー ノ ベ 
スカ ラ 

洗面 用 水 欄 金 物 プ TOTO TW21R 

店 舗 

床 プ コン クリ ー ト モル タル 人 金 ご て 仕上 げ 

壁 プ コン クリ ー ト 打放し 塗装 モル タル 金 ご て 
仕上 げ 

天井 アコ ンク リー ト 打 放し 

家具 / ノ ベン チ : 天 板 (タモ 集成 材 ウレ タン 塗装 ) 
M ・ 側 板 (モル タル 金 ご て 仕上 げ ) カウ ン 

ー : 天 板 (タモ 集成 材 +=30mm ウレ タン 

WW 棚 ・ 側 面 (タモ 突き 板 ウレ タン 塗装 ) 
側面 (タモ 羽目 板 ウレ タン 沙 装 7 

照明 / LED シ ー リ ング ライ ト (山田 照明 ) 





LED ペ ンダ ント (後藤 照明 ) 

桂 房 

床 プ コン クリ ー ト モル タル 金 ご て 仕上 げ 防塵 

壁 ノ PB クロ ス 貼 り ( 東 リ ) キッ チン パネ ル ( ア 
イカ 工業 ) 

天井 ノ 匠 酸 カ ル シ ウ ム 板 目 穫 し 張り 

家具 / ノ ベンチ : 天 板 (タモ 集成 材 ウレ タン 塗装 
っ ・ 側 板 (モル タル 金 ご て 仕上 げ ) カウ ン 

ー : 天 板 (タモ 集成 材 t+=30mm ウレ タン 

0 棚 ・ 側 面 (タモ 突き 板 ウレ タン 塗装 ) 
側面 ( 夕 モ 羽 目 板 ウレ タン 塗装 ) 


照明 / LED シ ー リ ング ライ ト (山田 照明 ) 
玄関 廊下 1 階 段 1 


床 プ レン ガ 敷 き オー ク 複 層 フ ロー 

壁 プ PB クロ ス 貼 り (東リ ) 

天井 アコ ンク リー ト 打 放し PB クロ ス 貼 り (東リ ) 

家具 収納 (ラワン ラン バー コア ウレ タン 塗装 ) 

照明 LED シーリン グラ イト (山田 照明 ) 間 
接 照明 (パナソニック) 

段 板 ノ ゴ ム 集 成 材 ウレ タン 塗装 

トイ レ (地下 1 階 ) 

床 プ コン クリ ー ト モル タル 人 金 ご て 仕上 げ 

壁 ノ PB クロ ス 貼 り (東リ ) ボー ダー タイ ル 貼 
り (名 古屋 モザ イク ) 

天井 / PB クロ ス 貼り (東リ ) 

照明 / LED ダ ウン ライ ト (パナ ソニ ッ ク ) 
建築 金物 プ / ド アノ ブ ( 堀 商店 PRD) 錠 ( 堀 商 
店 サム ター ン 付 表示 錠 ) 

便器 ノ TOTO ピュ アレ スト 

洗面 カウ ンタ ー グ タモ 集成 材 t=30mm ウレ タ 
ンク リア 

洗面 ボウ ツウ ルプ エッ セン ス S オ ー バ ル 

洗面 用 水 欄 金 物 ノ カク ダイ 702-011 

トイ レ (1 階 ) 


リン グ (IOC) 


宙 側 全景 。 周 囲 の 木々 に 須 水 ーー 和 は 木造 


。 。 還 F 
ーー ニテ ea ー 一 = 


床 プ オー ク 複 層 フ ロー リン グ (|OC) 
壁 ・ 天 井 / PB クロ ス 貼 り (東リ ) 
照明 / LED ダ ウン ライ ト (パナ ソニ ッ ク ) 
便器 ノ TOTO ネオ レス ト 
洗面 カウ ンタ ー ノ タモ 集成 材 t=30mm ウレ タ 
0200 
洗面 ボウ ルプ サン ワカ ン パ ニー WA08091 
洗面 用 水 欄 金 物 ノ SANEI TA01159 
寝室 1・2 
床 プ オー ク 複 層 フ ロー リン グ (|OC) 
壁 ・ 天 井 / PB クロ ス 貼 り (東リ ) 
照明 アダ ウン ライ ト (パナ ソニ ッ ク ) ブラ ケッ ト 
ライ ト (パナ ソニ ッ ク ) 

設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 プ アル ー ム エア コン 

その 他 / 温 水 式 床 暖 房 

換気 方 式 / 第 3 種 換気 方 式 
給排水 給水 方 式 / 上 水道 直結 

排水 方 式 ノ 公共 下水 道 放流 
給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 

撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 


ロ 





配置 図 縮尺 1 : 1.500 








住居 へ は 地下 1 階 南西 側 の 玄関 羽 か 、 地 上 1 階 北東 側 の ピ ロティ か ら 


アク セス する 。 


202111 






099 


Kazakoshi Residence 
長野 県 北佐久 郡 軽井沢 町 





加藤 攻 毅 ノ Puddle 
Masaki Kato ノ Puddle 


ll 
全島 坦 耳 等 午 因 前 半 











『 』 」 四 
| | =| 用 
由 』 前 7 過 前 


所 





二 " 「 | em 恒 


置 モー ヨ PF 


南側 全景 。 軽 井沢 の 別荘 地 に 建設 計 者 の 


ーー 





上 』 





SS 


に IE 
1 











、 
TE 


ーー 
| 


ll 軍馬 


も 





才 ささ 


こい 
mm Pa 








コー 
ゃ や ゃ 、 芋 


2021T1。 


画 
に 
ドコ 1 
E。 
昌 。 加 
me ドー 
主 : 
ドコ 


二 ニ ーー 





























四 肛 四 | mfE ぼ | 
































| 門 葬 





TEE ニ エエ ーーー ココ Ps et ee ーー や ーー ーー ーー EE = EE 王 ーーー ニニ ーー ーーーー ーー ーー ーー ーー ーー デーーーーー ニ ニー ニー ーー ノニ ニー ニー ニ ろ ウー ュー《K《 べ へ nc ーー 因 人 ーー ーー ーーーーー ニー ーー 


ーー ー ーー ーー 靖 ーーーー ーー ーー 





























本 に FE mi て d 
電 " 


ーー 


NN 202111 103 





10 4 


目 避 と 目 然 の 距離 

この 家 の 建 主 で も あり 設計 攻 で も ある 私 は 、 
れ ま で 20 年 以上 都市 を 住ま いと し て きた 。 

ひと り で 住ま う 雑 居 ビ ル 内 の 狭小 ワン ルー ム 。 夫 
婦 で 住ま ほう ゆとり の ワン ルー ム 。 家族 と 仕事 仲 
間 で 集う 職 住 一 体 の 一 戸建て 。 ラ イフ スタ イル 
の 変化 に 合わ せ て 、 半 符 1km 較 内 で 点々 と 中 


ラウ ンジ 南東 面 の 窓 は 外壁 外側 に 引き 出し 、 内側 か ら 隠 れる よう に サッ シ 
を 綱 め る と と で 景観 を 切り 取る 。 制 作 の キッ チン 人 台 の 天 板 に は 、 経年 変 
他 @ 質 男 作 用 を 期待 し た 署 さ 1.5mm の 銅板 を 採用 し 、 正 面 材 は レザ ー に 
ポチ ング 加工 を 施し 、 内 部 に スピ ー カ ー と 収納 棚 を 埋め 込ん だ 。 


古物 件 を り ノ ベー ショ ン す る 日 常 が あり 、 そ れ は 
仕事 の 延長 線上 で も あっ た 。 こ の まま リノ ベー 
ショ ン に よる ヤドカリ 的 都市 生活 を 続け る 選択 股 
も あっ た が 、 家 族 、 仕 事 仲間 と 話し 合い 自然 豊 
か な 環境 に 自宅 を 建て る 機会 に 芝 り 合え た 。 

軽井沢 町 の 中 心 に 位置 する 計画 地 は 、 南 面 に 広 


キッ チン か ら ラ ウン ジ を 見 る 。 東和 面 の 縁側 下 は 、 一 部 スピ ー カ ー を 埋め 込ん だ 収納 と し て いる 。 
直上 の 壁 は プロ ジェ クタ ー ス クリ ー ン の 投影 面 と も な る 。 最高 天井 高 さ は 5.270mm。 
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が る 手つかず の 林 か ら 吹 く 風 と 借景 が 敷地 面積 以 
上 の 開放 感 を つく り 出し て いた 。 当 計画 地 は 東西 
隣地 より 1.5m ほ ど 高 い 地盤 面 と 同時 に 、 長 方 形 
に 区 画 さ れ た が ゆえ に 近隣 建物 と 近い 距離 を 余 
儀 な くさ れる 課題 を も つ 。 自 ず と 「 接 道 の 北 」 と 「' 借 
応 の 南 」 を 結ぶ 8 間 x4 間 の 長方形 の プラ ン か ら ス 
ター ト す る こと に し た 。 プ ラン を 立ち 上 げ る 際 に は 、 
東西 の 既存 建築 か ら 屋 根 形 状 と 外壁 材 を 導き 出 
し 、 以 前 か ら こ こ に 存在 し て いた よう な 、 周 囲 に 溶 
け 込 む 建 築 と し て スギ 板張り 切妻 屋根 の 外観 デザ 
イン を 採用 し た 。 接 道 面 で ある 和 駐車 場 を 有 し た 北 
側 に は 、 新 設 の 樹木 を 種類 多く 植樹 し 、 将 来 は 
寺 楽 の ファ サー ド を 績 い 尽 く すこ と を 期待 し て いる 。 
犬 黒 柱 の 代わ り に 本 棚 を 主 構造 と し た 天 高 5.5m 
の リビン グ に は 、 人 外部 と 内 部 の 際 に 身 を 委ね る 東 
西南 3 つの 異な る 縁側 」 的 空間 を 配 し た 。 

大 きく 広がる 林 に 繋が る 床 と し て の 「 南 の 緑 側 」。 
腰掛 け に も 使え る エン トラ ンス か ら 続 く ベ ンチ と し 
て の 「 東 の 縁側 」。 家 の 中 心 的 存在 の キッ チン バッ 
ク カ ウン ター に 埋め 込ま れ た ソフ ァ と し て の 「 西 の 
縁側 」 この 3 つの 緑 側 は 自己 と 自然 と の 距離 、 自 
己 と 他 者 と の 距離 を 感じ る 大 切な 居場所 に な る 
で あろ う 。 (加藤 医 毅 ) 
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1 階 配置 平面 区 








キッ チン 。 西 面 に ( 


風 越 の 家 


所 在 地 / 長野 県 北佐久 郡 軽井沢 町 


は ソフ ァ が 備え 付け られ て お り 、 くつ ろ ぎ の 場 と も な る 。 天井 高 さ は 2.500mm。 


主要 用 途 / 専用 住宅 
家族 構成 / 夫婦 十 子 供 1 人 


設計 


Puddle 担当 / 加 藤 医 毅 


ソイ ンカ ルプ スズ サマ ー ワ イン 
| ヽ し : 





アン サイ 7A ペ ル 


Ts 
し + 


5 SS 1 『 
l 1 
芋 ャ 人 
ー カ ルー ペリ * か ・ ビ 2 


メ ギ ・ 0 キザ サー 


机 > - 9-257 に 


| ーー ニー ニー の 


り ロン アン オリ ー ブ 


『 ドス モー ー ク ツリー | 


ロン アン オリ ー ブ 


ンプ が ブタ 2 
が ルー - 人 上 


ア 


廣瀬 倉 

構造 オー ノ JAPAN 担当 / 大 野 博史 周 越 
設備 50 プランニング 
照明 ModuleX 担当 / 服 部 剛司 
外 構 ・ 造 園 YardWorks 


担当 ノ 初 澤 俊 一 


担 天野 鹿 


] 





配 赴 図 縮尺 1 


施工 
新 赴 築 担当 / 大 井 純 司 三井 田 人 
基 健 コン クリ ー ト 山浦 産業 担当 山浦 浮 一 


基礎 鉄筋 KOBAKIN 鉄 筋 屋 担当 小林 哲彦 
基礎 型 梓 丸山 型 梓 担当 丸山 朝 之 
石 ・ タ イル ロー カル シー ン 担当 ノ 高 見 澤 一 彦 


屋根 板金 清水 板金 担当 / 清 水 和 彦 

大 工 土屋 建設 担当 / 土 屋 興 司 
家具 スペ ー ス ・ ア シス ト ・ ミ ヤ 
担当 / 宮坂 正彦 


暖炉 長野 総 商 担当 / 小 林 号 人 

訟 装 高田 塗装 担当 ノ 高 田 知 行 

木製 建具 井上 木工 所 担当 / 井 上 恭 雄 
給排水 衛生 ・ 空 調 設備 北斗 熱 学 
担当 / 工 藤 北 斗 

電気 設備 千曲 電 業 担当 / 人 竹田 清志 
キッ チン 制作 アン ド エ ス 担当 赤井 丈 浩 


平田 大 士 
外 構 ・ 造 園 GREEN GROUND 
担当 ノ 小 佐野 裕司 
外 構 ・ 造 園 市 村 ガ ー デ ン 担当 / 市 村 泰 得 
構造 ・ 構 法 


主体 構造 ・ 構 法 木造 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 6.287mm 最高 高 さ 6,.500mm 
敷地 面積 561.65m7 
建築 面積 112.62m7 
(建蔽率 20.06% 許容 30%) 
延 床 面積 124.82m7 
(容積 率 22.23% 許容 50%) 
1 階 106.00m^ 2 階 18.82m2 
工程 
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上 : 主 欄 室 。 


性: 還 人 6 
設計 期間 2020 年 2 月 10 月 
工事 期間 2020 年 10 月 ~ 2021 年 4 月 
敷地 条件 
地域 地区 都市 計画 区 域内 区 域 分 非 設定 
10m 以 下 高 度 地 区 法 第 22 条 区 域 
道路 幅員 北 4.05m 駐車 台数 3 台 
外部 仕上 げ 


屋根 ノ ガ ル バ リ ウム 鋼板 避 は ぜ 暮 き 

外壁 プレ ッ ド シダ ー 板 張り (高広 木材 ) 

軒 天 ノ ウッ ド パ ネ ル (朝日 ウッ ド テ ッ ク ) 

開口 部 / 木 製 サ ッ シ (アイ ラン ド プ ロフ ァイル ) 
LIXIL サー モス IIH トッ プラ イト (VELUX) 

縁側 プ EIN ス ー パ ー ウ ッ ド (イー・ ト ッ プ ) 

外 構 / メ タル フォ ー ム 

内 部 仕上 げ 

ラウ ンジ キッ チン 

床 プ フロ ー リ ング カン ヌ グ リオ イル (IOC) 

壁 ・ 天 井 ノ 特 殊 塗 装 (PORTER'S PAINTS) 

家具 ノ ソ ファ テー ブル (カリ モク 家具 ) 

照明 アダ ウン ライ ト 間接 照明 (ModuleX) 

縁側 プ EIN ス ー パ ー ウ ッ ド (イー・ ト ッ プ ) 

建具 / ノ ウッ ド シ ャ ター (ナニ ッ ク ) 

空調 機器 オン レイ ECO 床 暖 

音響 / 真 空 管 アン プ (Puddle Sound) 

その 他 / 新 スト ー ブ ヘル ゴン アル セ ( 長 野 総 商 ) 
調 光 ロ ー ル スク リー ン (FUGA) 

厨房 機器 / キ ッ チ ン 制 作 (アン ド エ ス ) 
ガス コン ログ コンロ (NORIIZ ピ アッ トマ ル チ グ リル ) 
換気 扇 ( シ ェ ー ド ) プレ ンジ フー ド (ARIAFINA 
セン ター フェ デリ カ ) 


その 他 ノ ディ スポ ボー ザー キッ チン カラ ッ ト 
(ちく ま 精 機 ) 
シン クノ フラ ンジ 付 板金 シン ク (トヨ ウラ ) 


ンク 水 析 金 物 ノ 混合 水 栓 (MEISUI) 


北側 全景 。 緑 側 ・ デ ラス に 連続 する アプ ロー チ 
は 、 土 留め を 兼ね た 型 枠 鋼板 で 構成 され て いる 





正面 内 壁 は 経年 変化 を 楽し む た め 銅 紛 を 混ぜ た 塗料 


下 


O 


: 科 室 。 正 面 の 収納 階段 か ら ロ フト へ 昇降 する 。 


主 寝 室 
床 プ フロ ー リ ング カン ヌ グ リオ イル (IOC) 
壁 / 特 殊 塗 装 (PORTER'S PAINTS) 

ウッ ド パ ネ ル (朝日 ウッ ド デ テッ ク ) 
天井 ノ AEP 
照明 アダ ウン ライ ト 間接 照明 (ModuleX) 
建具 / ノ ウッ ド シ ャ ター (ナニ ッ ク ) 
枯 室 
床 プ フロ ー リ ング カン ヌ グ リオ イル (IOO) 
壁 / 特 殊 塗 装 (PORTER'S PAINTS) 
天井 ノ AEP 
照明 アプ ダウ ン ラ イト (ModuleX) 
洗面 所 トイ レ 
床 プ フロ ー リ ング カン ヌ グ リオ イル (IOC) 
壁 ・ 天 井 ノ 特 殊 塗 装 (PORTER'S PAINTS) 
照明 アダ ウン ライ ト 間接 照明 (ModuleX) 
便器 ノ GROHE セン シア 
洗面 カウ クン ターン / 洗面 ホウ ル (DURAVIT) 
洗面 用 水 栓 金物 ノ / GROHE リネ ア 
その 他 ノ タオ ルウ ォ ー マ ー (ピー エス ) 
浴室 
床 プ タイ ル (RIVIERA スト ラダ ー レ ) 
壁 プ タイ ル (LIXIL アコ ルディ M) 
天井 アタ ー ペ ン 塗 装 
建築 金物 プ ゾ ド アハ ンド ル (大 蔵 山 スタ ジオ ) 
バス タブ ン ノ bathtec スタ ルク 
シャ ワー 水 柏 金 物 プ シャ ワー シス テム (GROHE) 
玄関 
床 プ タイ ル (RIVIERA スト ラダ ー レ ) 
壁 ・ 天 井 ノ 特 殊 塗 装 (PORTER'S PAINTS) 
照明 アダ ウン ライ ト (ModuleX) 
ウォ ー ク イン クロ ー ゼ ッ ト 
床 プ フロ ー リ ング カン ヌ グ リオ イル (IOC) 
壁 ・ 天 井 ノ AEP 
照明 アプ ダ ウン ライ ト (ModuleX) 
その 他 / 除湿 乾燥 機 (ダイ キン カラ イエ ) 
ロフ ト 
床 プ ラワン フロ ー リ ング 
壁 ・ 天 井 ノ 特 殊 塗 装 (PORTER'S PAINTS) 
照明 アボ ー ル 電球 ( ヤ ザ ワ ) 
その 他 プ カー テン (MANAS) 
設備 シス テム 
空調 冷暖 房 方 式 プ オン レイ ECO 床 暖 
換気 方 式 ノ 第 3 種 換気 
給水 方 式 ノ 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ / 浄化槽 
給湯 給湯 方 式 / ガ ス 結 湯 器 

撮影 ノ 新建 築 社 写真 韻 
“撮影 / 志摩 大 輔 


給排水 
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東側 全景 分 議 住 宅地 の 一 画 に 建つ 。 設 設 y 計 者 の ひと り が 填 主 で 、333arohitects で 運 営 する 併用 住宅 。 
建 主 の 住居 の 9 ビン グ や 書斎 、 雪 関 を 個人 の た め だ 『 け で な く 、 公共 的 な 場所 と し て も 使え る よう に 


= 
「 に 


いて いる 。 屋根 は 周辺 と の 調和 を 図る た め 、 前 面 の 傾 上 和 半 と 同等 の 配 と し た 。 っ 
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シェ アリ ビン ク 。 雨戸 、。 本 製 サ ッ シ 、 布陣 が 引き 記 め 同居 な 
る 公園 に 向かっ て 開放 で きる 。 雨戸 は 防火 設備 に する ここ 
ト を 抑え て いる 。 大 人 数 で も 利用 で きる よう に 、 北 作 

を 設置 。 窓 裕 の 興行 き は 330mm で 、 座 


の 46 ア 4 較 目 





の 46 ア 4 還 目 
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コー ヒー スタ ンド 。 簡易 的 な キッ チン を 使っ て コー ヒー を 滝 れ た り 、 バ パー ベ キ ュー を し た り で きる 場所 。 


階段 楠 の ベン チ や 外 廊下 沿い に 回 し て いる 高 さ 400mm の ベン チ な ど 、 人 が ここ で 過ごせ る 居場所 を た 


くさ ん つく っ て いる 。 床 は RC 防水 と し 、 地 下 室 の 屋根 も 兼用 する 。 


住宅 の 大 半 を シェ ア 空 間 に 置 き 換 える 
建 主 の 住戸 と 賃貸 住宅 2 戸 で 構成 され た 併用 住 
宅 で ある 。 試 みた の は 「 住 宅 を 半分 開く 」 と いう 
こと で ある 。 

計画 地 は 、 建 売り 住宅 が 密集 する 住宅 地 に あり 
な が ら 、 複 数 の 公園 に 面 し た 敷地 で ある 。 こ の 
環境 を 活か し て 、 際 接する 公園 に 向かっ て 住宅 


4 
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ッ ング 


ER 1 環 還 
山 
」 

mi 詳 


シェ アリ ビン グ 北 側 か ら キ ッ チ ン 方 向 を 見 る 。 
南側 に は 空 を 切り 取る ハイ サイ ド を 設置 


202111 


の 大 半 を シェ ア 洗 間 と し て 開き 、 住 戸 の 一 部 を 


時 間 に よ っ て 誰 も が 使え る 空間 と し た 。 リ ビン グ 


0 リラ ンク an AN 
書斎 を シェ アオ フィ ス に と いっ た 具合 に 、 個 人 住 
宅 の 機能 を シェ ア 空 間 に 半 き 換え 、 そ こ に 時 間 
に よっ て 切り 礁 え 可 能 な セキ ュ リ ティ を 施す こと 
で 、 公 園 に 面 し た 心地 の よい 場所 を 開い て いる 。 
シェ ア 空 間 は 、 賃 貸 住 戸 の 住人 、 周 辺 住 民 に 
利用 され て いる (パー ティ ー・ 撮 影 ス タ ジ オ ・ カ フェ な 
ど )。 運 営 は 、 設 計 者 の ひと り で ある 建 主 を 含め 
た 私 た ち 333architects が 行っ て いる 。 こ の エコ 
シス テム を 構築 する こと で 、 建 主 は 家 貨 と シェ ア 
スペ ー ス の 収益 が ある こと で 住宅 ロー ン の 負担 
が 抑え られ 、 住 人 は 豊か な 共用 部 を も ち 、 ま ち 
に は 気軽 に 立ち 寄れ る 場 が 生ま れる と いう 3 方 よ 
し を 実現 し て いる 。 

シェ ア 空 間 は 、「' 集まる 、 働 く 、 商 う 」 な どの アク 
ティ ビ テ ィ を 受け 入れ る まち の 余白 で も ある 。 こ 
こ に 、 内 外 を 柚 げ る 全開 放 建 具 や 、 手 摺り 代わ 
り の 長い ベン チ な ど を 配置 し 、 住 宅 の 境界 を 曖 
味 に する こと で 、 戸 建 住宅 が 立ち 並ぶ 風景 に 
し い 生 活 の 楽し さき を 生み 出せ る の で は な いか と 
考え て いる 。 (宇津 木 診 行 十 高橋 良弘 ) 
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コー レー スタ ンド か ら 北 側 を 見 る 。 敷 居 を な くし た 設え と する 
こと で 、 引 戸 を 開放 し た 時 に 住宅 部 分 の 境界 が 曖昧 に な る 。 





準 耐火 構造 (QFO045BE-1144) ガル バリ ウム 鋼板 横 昔 き 

フス モル II( 富 士 川 建材 ) アス ファ ルト ルー フィ ング 

通気 フス ・ 遂 所 有線 下地 合板 モ 12mm 

本 上 MM iA ト 
PuDlic 1 区 付 けり し タン を に 120mm Public / Private ( Private 呆 間 上 人 1 の s 寺 に 90mm 
モー 一 棋 一 一 区 内 壁 側 を 一 命 一 テ 野地 合板 上 24mm 


強化 石 育 ボ ー ド に 15mm [ 
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準 耐火 構造 (QF045BE-1144) ノ グ ン 
フス モル II 富士 川 建材 芝 
通気 ラズ 通気 有 緑 











大 井 

AEP 指 定 色 塗装 

ーー 境 冷 紗 パ テ 

化 石 育 ボ ー ド に 15mm (NM-8615) 


グ ス ウ ー ル 50mm 以 上 か さ 比 重 0.024( 建 告 1358 号 





人 呈 Fm 大 井 
b AEP 指 定 色 塗装 
g | 「」 吉 冷 紗 パテ し こき 
% [ 剛 化石 ま ー ド (人 人 に 19mm 
! TI 














V 隣 地 境 界 線 





の 本 =50mm 以 上 か さ 比 重 0.024_ 


0G9? 






V1FL GL+970 
















ーー ラリ ン 合 板 12mm キシ ラフ デコール.、 
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114 


202111 


の 


こ シェ アオ フィ ス 。 会 会 議 肖 や 建 主 の 仕事 場 、 こども の 上 


アト リエ と し て 活用 され て いる 。 


lsechoNEST 

所 在 地 / 神 奈川 県 横浜 市 
主要 用 途 / 賃貸 併用 住宅 (共同 住宅 ) 
家族 構成 / 夫婦 十 子 供 2 人 


ロス 呈 
333architects 担当 ノ 宇 津 木 診 行 高橋 良弘 
構造 田中 哲也 建築 構造 計画 担当 / 田 中 匠 了 世 
橋本 球 人 
照明 サワ ダラ イ テ ィ ング デザ イン & ア ナリ シス 
担当 / 江 田 隆一 
施工 

昭和 未来 担当 / 平 石 文雄 演 田 四 

コン スト ラク ショ ンマ ネジ メン ト 高橋 良 ニ 
設備 滞 進 担当 / 石 井 貞 玄 
電気 上 野 電設 担当 / 上 野 文彦 
大 工 山本 秀 史 
鉄 朋 コ ンク リー ト 駆 体 オプ ス フ ェ ク ス 
担当 ノ 井上 健 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 地下 : 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
地上 : 木造 
規模 

階数 地下 1 階 地上 2 随 
軒 高 7.390mm 最高 高 さ 7.654mm 
敷地 面積 100.11m: 
建築 面積 59.93m 

(建蔽率 59.86% 許容 60%) 
延 床 面積 183.84m2 

(容積 率 115.14% 許容 150%) 

地階 64.77m^ 1 階 48.56m2 

2 階 59.67m: 
工程 
設計 期間 2018 年 12 月 2019 年 5 月 


Fs ロ PT s ak ー デ ーー Ep 1 

トロ を コ 
1 
に 22 
の 


工事 期間 2019 年 5 月 て 11 月 

敷地 季 件 

地域 地区 第 2 種 中 高層 住居 専用 地域 準 防 
火 地域 第 3 種 高度 地区 

道路 幅員 東 6.5m 

外部 仕上 げ 

屋根 プア ガルバ リウ ム 鋼 板 (JFE 鋼板 ) 
ルト ルー フィ ング 

外壁 ノ 通 気 ラ ス ラス モル (富士 川 建材 工業 ) 


アス ノブ ア 


開口 部 ノ 木 製 引 戸 防火 雨戸 防火 窓 (LIXIL 
FG-H) 

外 構 / コ ンク リー ト 防塵 塗装 

内 部 仕上 げ 

キッ チン 

床 プ オー ク 無 垢 フ ロー リン グ オス モ (一 條 ラン 
バー) 


壁 / 強 化 PB t=-15mm AEP 60x240mm 角 タ 
イル (ダイ ナ ワ ン シ ジ ン ユウ リン ) 

天井 ノ PB t=12.5mm AEP 

厨房 機器 / シ ナ 共 芯 合 板 SUS 制 作 
食 洗 器 ノ ス ラ イド オー プン (リン ナイ ) 
eml2E/ | 間 2ー (ナリ リリ) / 
リー ズ ) 
換気 扇 (シェ ー ド ) ノ パ ナ ソ ニッ ク FY75DWD4 

家具 ノシ ナ 共 芯 合板 SUS 制 作 

照明 プア ライ ティ ング レー ル (大 光電 機 ) 

TOTO 
ユニ ッ ト バ スン ノ TOTO ハー フ バ ス 08 

壁 ・ 天 井 ノ / FRP 防 水 AEP 

照明 アダ ウン ライ ト (大 光電 機 ) 

シャ ワー 水 柏 金 物 ノ Tform 

トイ レ 洗面 所 


床 / コ ルク フロ ー リ ング (東亜 コル ク COE-L5) 


ー 央 7 隊 数 は 3 フロ ア 分 ある が 、 


に 


壁 グ 強化 PB t=15mm AEP 75x300mm 角 
タイ ル (ダイ ナ ワ ン コッ テー ジホ ワイ ト ) 

天井 ノ PB t=12.5mm AEP 

家具 ・ 洗 面 カ ウン ター ノシ ナ 共 芯 合 板 人 エエ 

大 理 石 

照明 アダ ウン ライ ト (大 光電 機 ) 

便器 ・ 洗 面 用 水 欄 金 物 ノ LIXIL 

リビン グ ダイ ニン グ 寝室 

床 プ オー ク 無 垢 フ ロー リン グ オス モ (一 條 ラン 
バー ) 

壁 / 強 化 PB t=15mm AEP 

天井 ノ PB t=12.5mm AEP 

家具 ノシ ナ 共 芯 全 板 





rr 1! 


外 廊 下 か ら 東側 を 見 る 。 


で ィ (= 還 、 リー 上 5 
平地 下 と する こと で 建物 高 さ を 抑え 、 近 





近隣 の 住宅 と 馴染 ませ て いる 。 


照明 プア ライティング レー ル (大 光電 機 ) 

サッ シグ リビング ・ ダ イニ ング : ベイ マツ 複 層 
ガラ ス 罰 室 : LIXIL 

防火 雨戸 プリ ビン グ ・ ダ イニ ング : ガル バリ ウ 
ム 鋼 板 PB t=12.5mm 


設備 シス テム 
空調 冷暖 房 方 式 ア ルーム エア コン 
換気 方 式 / 第 3 種 換気 


給排水 給水 方 式 ノ 水道 直結 直 圧 方 式 
排水 方 式 / 下水 道 直結 方 式 
給 海 結 湯 方 式 プ ガス 結 湯 方式 
撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 
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馬 集 : 風 が 抜け る 家財 


| SUGAR CUBE 


東京 都 調布 市 














保坂 猛 / 保坂 猛 建築 都市 設計 事務 所 
TAKESHI HOSAKA 
































玄関 か ら 土間 越し に お 母さん の 部 屋 を 見 通す 。 玄関 扉 を ガラ ス の 引き 戸 と し 、 
外 の 風景 を 取り 込み つつ も 床 レ ベル に 差 を つけ て 外 と の 距離 を 調整 する 。 
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西側 外観 。 母 と 子 世帯 が 同居 する た め の 建 て 替え 計画 。 変形 
敷地 に 対し 、 建 物 を 北側 の 前 面 道路 に 寄せ 正体 させ る こと で 、 
3 面 に 三角 形 の 庭 を つく り 出 す 。 玄関 側 は 駐車 スペ ー ス 。 
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リビン グ か ら ス キッ プ し て 連なる フロ ア を 見 渡す 。 プ ラン は 約 6m 角 の 平面 を # 分 害 
し た 田 の 字 プ ラン を 基調 と し て お り 、 中央 に 105mm 角 の 角材 5 本 を 十字 状 に 組合 
わせ た 柱 を 配置 。 四 方 か ら 集まっ て くる 主 梁 と 建具 用 長押 梁 を 十字 形 柱 が 受け 目 


め る 合理 的 架構 と し た 。 
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3 つの レベ ル か ら 成 る 屋上 。 左 か ら ビ ー ル デッキ 、 人 工 芝 ひろ ば 、 人 工 芝 キ ャ ンプ 。 読書 を し た り 、 
夏 に は ビニ ルプ ー ル を 設置 する な ど 、 居室 の 延長 で あり 庭 で あり 、 離 れ の よう に 利用 され る 。 


半日 
9:00 一 14:00 15:00 一 17: 


00 18:00 一 就寝 
* 母 は ひと り で 目 由 に 絵 手紙 を 描い た り 、 友 人 と お 茶 や お し ゃ べり を 楽し む B 十 C * 子 供 た ち は 宿 題し た り TV を 見 た り し ます 。 母 は 家族 の 夕食 作り 三 B 十 CD * 家 族 が 揃い 、 食 事 を し た り 、 各々 が 好き な こと を する ーB 十 C 十 D 十 E+G 
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角砂糖 で つく っ た コン セプト モデ ル 。 


日 曜日 の 家族 


7:30>11:00 
* 家 族 で 朝食 を 食べ 、 庭 で バイ ク の 手入れ や お や つづ くり を 楽し む テ A 十 C 


中 肖 必 圭 腔 奈 泊 : 痢 豆 





お 母さん 






































本 X 
人 工 芝 キ ャ ンプ 
剛一 一 
AA f DJ ブー- ス 
ニュ 
ルポ 
ニコ [LA ら 
時 ーー 
K 和 9 
IM 
BGM 最 高 」 7 
力 テ つ 
F: 夫 婦 寝 室 『 コ ら 
1 SS 
科 1 
い MM 
し 
ー リ グ 15mm 一 一 | | ,。 
有人 24mm Sd[ 貞 上 
= ユー シック ポッチ ン 
土間 





メイ ン と サブ が 入れ 替わり 連なる 田 の 字 プ ラン 
調布 飛行 場 か ら も ほど 近い 長閑 な 場所 に ある 奥 
さん の 実家 を 建て 替え 、3 世 代 5 人 が 住む 2 世 
宙 住宅 の 計画 で ある 。 
も と も と 母親 が 住ん で いた 場所 に 2 世帯 が 住む 
と いう こと は 、 両 世帯 に と っ て 各 世 帯 の 活動 が 
現状 の 1/2 程 度 の 面積 に な る 。 こ の 事実 を 告げ 
て も さほど 篇 く あ ふう で も な く 、 小 さ な 敷 地 に 到 克 
収まり そう も な い 人 荷物 と 多趣味 な 活動 は さら に 増 
し 、 新 居 で の 夢 を 膨らませ て 計画 は スタ ー ト し た 。 
この プロ ジェ クト は 、 小 ささ の 中 に 無限 の 広がり 
を みる 計画 で ある 。 
さま ざま な 設計 条件 に 細か く 答 える よう な 計画 で 
は な く 、 人 
面 が スパ イラ ル に 連続 する 構成 と し た 。 玄関 前 
寿 か ら 始 まり 、 中 央 の 十字 柱 を 軸 と し て スパ イラ 
ル 状 に 床 を ステ ッ プ アッ プ し 屋上 テラ ス (屋外 ) へ 
と 連ね る 。 
基本 は どの スペ ー ス も 上 正方形 の 1/4 の 犬 き さ で あ 
り 、 広 さや 位置 付け に 優劣 の な い 形 式 で ある 。 
リビン グ が 主 で 個室 は 従 と いっ た 主従 関係 で は 
な く 、 ど の スペ ー ス も そこ に いく と メイ ン と な る よう 
間 和 子供 も 含め た 各 
、 自分 が いる 場所 が 「 そ の 時 」 の 主 空間 と 感 
じ ら れ る の で 、 3 世代 5 人 は それ ぞ れ あちら こち 
ら で 目 分 の いる 場所 を 最大 限 楽 し み 、 楽 し ん で 


いる 場所 の 連なり や 分 布 が 生活 様式 や 生活 時 
間 、 貝 日 や 天気 と いっ た 要因 と 共に 変化 し て いく 。 
各 ス ペー ス は 引き 戸 で 仕切 る こと が で きる の で 、 
スペ ー ス の 連なり の グル ー ビ ピン グ も あたかも DJ 
が 音楽 を 切り 貼り する か の よう に 自在 に 編集 可 
有 務 で ある 。 

時 間 、 睦 日 、 大 気 、 活 動 な ど に よっ て 、 そ の 時 
どき を 見 極め 合い な が ら 6 世代 の 違う 家族 が 集 
まっ た り 、 見 守っ た り 、 十 渉 し あっ た り 、 藤 か に 
過ごす と いう こと を 、 流動 空間 の 中 で その 時 どき 
に 家族 が 見 つけ 出し 、 仕 分 けし た り 、 独占 し た 
り し な が ら 過 ご す 。 新しい 共 に 住む あり 方 と し て 
の 2 世 和 帯 住宅 を 提案 し た いと 考え た 。 


で き 上 が っ た 建物 自体 は シン プル だ か 、 そ の 中 


の 生活 は 想像 以上 に た くま し く 無 限 の 楽し み を 
含ん だ も の に な っ た 。 


(保坂 猛 ) 





ミュ ー ジ ッ ク キ ッ チ ン か ら 圭 問 を 見 る 。 食 事 の 際 に は 十 問 の テ 
レビ を つけ る こと も ある 。 


12: 0 半 00 の 計 還 
* 屋 上 で ビー ル と ソー セー ジ を 食べ & ダン 
! お 還 き ん は 静か に を 拉 み な が ら 庭 いじ りや ゆっ くり と 絵 を 揚 く こ A 十 B 


ス ホ ー ム パテ ィ ー テ G ロ 十 H 十 | 十 J 
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人 ツ ( 最 高 高き )GL 二 7.428 


V(RF-4)GL+†7,.073 


\ J: 人 工 芝 キャ ンプ 


ーー 一 一 本 | マ (RF2)6L+5.173 
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子供 部 屋 


リビン グ 


お 母さん 


連 マ (RF-1)GL+4973 


V(2F-4)GL+3,769 


ツ (2F3)GL+3.069 


V(2F-2)GL+2.669 


.Y(2F-1)GL+2.281 . 


土間 


YUF4GL+1.062. 


YOF37GL+450 


VGL+ せ 0 
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SUGAR CUBE 

所 在 地 / 東京 都 調布 市 
主要 用 途 / 専用 住宅 

家族 構成 / 母 十 夫 婦 十 子供 2 人 


設計 


保坂 猛 建築 都市 設計 事務 所 担当 / 保 坂 狂 
保坂 恵 
な わけ ん シム 担当 ノ 名 和 人 研二 


構造 


江上 史 恭 ( 元 所 貞 ) 


プロ デュ ー ス ザ ・ ハ ウス 担 当 ノ 矢野 暁 


施工 - 
内 田 産業 


2 
謗 個 


言語 
E 所 , メ U 


革 人 


担当 / 相川 圭 臣 

家 高 工務 店 担当 / 家 高 健 

二宮 工業 所 担当 二宮 直 樹 

山田 電機 担当 / 山 田 猛 

SKC プ ラン ニン グ 担当 金谷 祐介 


タイ ル 山 ギ ギタ イル 担当 山中 平治 
不 製 建具 佐藤 建具 店 担当 ノ 佐 腰 茂 
板金 柏谷 板金 担当 / 粗 谷 伸一 


キッ チン ステ ン レ ス 家 具 セン ティ ー ド 





担当 笠原 和樹 
オリ ジ ナ ル 家 具 イデ アウ ッ ド クラ フト 
担当 ノ 樽 川 満 
構造 ・ 構 法 
主体 構造 ・ 構 法 
基礎 べた 基礎 
規模 
階数 地上 2 階 
軒 高 6.649mm 最高 高 さ 7.169mm 
敷地 面積 83.69m7 
建築 面積 41.22m7 
(建蔽率 49.26% 
延 床 面積 82.44m7 
(容積 率 79.29% 
1 階 41.22m2 
工程 
設計 期間 
工事 期間 
敷地 条件 
地域 地区 


不 造 


許容 509%6 角 地 緩 和 あ り ) 


許容 80%) 
2 階 41.22m< 


2019 年 10 月 て 2020 年 3 月 
2020 年 5 月 て 2021 年 1 月 


市 街 化 区 域 第 1 種 低層 住居 専用 


上 : ダン ス フ ロ ア 。 南西 角 の 最上 部 に 位置 
し 、 昼 間 は 西側 に 学校 の 緑 を 望む 。 左 手 
の 階段 を 上 る と 屋上 階 。 

下 : ビー ル デ ッ キ か ら 南 庭 を 見 下ろ す 。 三 
角 に 張り 出す の は リビン グ に 取り 付く バル 
コニー。 植木 鉢 の 緑 が 庭 の 緑 と 連続 する 。 
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1 階 配 置 平面 図 縮尺 1 : 100 
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洗濯 テラ ス 
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隣地 

















右 奥 か ら 時 計 回 り に 、 ダン ス フ ロ ア 、 夫婦 層 室 、 子 供 部 屋 、 リ ビン グ 。 ど の 方 向 に も 目線 が 抜け る よう 開口 が 設置 され て いる 。 そ れ ぞ れ の 居室 間 は 引き 戸 で 仕切 れる 。 


地域 第 1 種 高度 地区 日 隣 規 制 Gh-2h>z10m 
農 の 景観 形成 推進 地区 ( 但 建築 面積 に よる ) 
道路 紺 線 制限 1 : 1.25 

道路 幅 具 西 Bm (道路 位置 指定 済み ) 

駐車 台数 車 1 馬 バイ ク 2 台 

外部 仕上 げ 

屋根 ノ FRP 防 水 仕上 げ 一 部 デッキ 材 (エコ 
M ウ ッ ド ) 一 部 人 工 芝 (アド バン ) 

外壁 プ ノ ガル バリ ウム 剛 板 (月 星 商事 ) 

開口 部 プ アル ミサ ッ シ (LIXIL) 

外 構 / ノ 土間 コン クリ ー ト 仕上 げ 

内 部 仕上 げ 

ミュ ー ジ ッ ク キ ッ チ ン 

床 プ クリ 無垢 フロ ー リ ング t=15mm 

壁 プ ラー チ 合 板 t+=12mm 浸透 系 オイ ル 白 
キッ チン : 100mm 角 タイ ル (LIXIL) 

天井 ノ 構 造 用 合板 -24mm 浸透 系 オイ ル クリ 

の 

厨房 機器 ノ 制作 
食 洗 器 / GAGGENAU 
ガス コン ログ リンナイ 
換気 扇 (シェ ー ド ) ノア リア フィ ー ナ 


学校 





配置 図 縮尺 1:1000 


家具 ゲイ デア ウッ ドク ラフ ト 製 SUGAR SPECIAL 
照明 ノ 遠 藤 照明 

シン ク 水 枯 金 物 ノ GROHE 

浴室 

床 ノ 300mm 角 LIXIL サー モタ イル 

壁 ノ FRP 防水 トッ プ コ ー ト 白 

天井 ノ 鞍 酸 カ ル シ ウ ム 板 t=12mm 浴室 用 防 カ 
バス タブ ン / LIXIL グラ ステ ィ N 

土間 


ーー 
まほ = 革 s 


ST 


床 ノ 土間 コン クリ ー ト 

壁 プ ラー チ 合 板 +=12mm 浸透 系 オイ ル 白 

天井 ノ 構 造 用 合板 -24mm 浸透 系 オイ ル クリ 

アプ 家具 ノ 制 作 

疫 旬 建具 ノ LIXIL 

お 母さん リビン グ 子供 部 屋 夫婦 寝室 
ダン ス フ ロ ア 

床 プ クリ 無垢 フロ ー リ ング 1t=15mm 

壁 プ ラー チ 合 板 +=12mm 浸透 系 オイ ル 白 

天井 構造 用 合板 -24mm 浸透 系 オイ ル クリ ア 


_ 軸 軍 、 PJ Fi 
邦 を s 上 1 
し 、m 目 に 還 
ii 
「 由 折 昌 E デ ュ L 1 | 


1 コ 


土間 か ら 前 面 道 路 を 見 る 。 左 手 の ミ ュー ジッ クキ ッ チ ン と の レベ ル 差 は 612mm。 


家具 ノ DJ 用 TOMO SPECIAL (制作 ) 

照明 ・ ミ ラー ボー ル ノ 建 主 支給 

設備 シス テム 

空調 冷暖房 方 式 プ ヒー ト ポ ン プ 式 エア コン 
換気 方 式 ノ 第 三種 換気 方 式 
その 他 / 床 暖房 ガス 温水 式 床 暖房 

給排水 給水 方 式 / 公 共 上 水道 直結 
排水 方 式 ノ 公共 下水 道 直結 

給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 

撮影 ノ 中 山 保 覧 
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特集 : 風 が 抜け る 家 


四畳半 キュ ー ブ の 


ズ く 


4 and ag Half latarmi CuDbic House 
大 阪 府 


濱田 括 ノ HAMADA DESIGN 
IEI 々 ccielBmElaecteE ラ 人 mWjNIGTN 
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西側 夕景 。 














削 和 
1 1 Ll1 1 も 
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| W 
と 
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し 。 敵 


設計 者 の 目 邸 。 道 路 の 行き 止ま り に ある 変形 敷地 で 、 敷 地内 に 3m の 段差 が ある 。 


1 階 は 地域 の 子供 た ち が 遊 べ る よう に 開放 し 、2 階 は 各 室 を 四畳半 に 統一 し た 居住 空間 。 


202111 125 




















こ 水 勾配 軸 衣 記 如 屋根 ほ 


内 を 見 る 。 南 北方 向 


ェ ーー 
っ ベ 
に 


2 階 屋外 の 広場 か ら 


ヤ で 仕上 げた 。 


え 、 天 井 か ら 軒 圭 


骨 性 で 支 


89.1mm の 鉄 


の 


まで ラ 














間 


受 宇 の 上 か ら 了 南西 側 を 見 る 。 各 室 の 上 部 は 収納 スペ ー ス と し て いる 。 








ダイ ニン グ か ら 広 場 越 し に リビン グ を 見 る 。 四 畳 半 の ダイ ニン グ や リ ビ 
ング は 、 こ ぢ おん まり と し た スケ ー ル 感 で あり な が ら 広 場 に 面 し て いる た 
め 開 放 的 で も ある 。 各 室 の 外側 の 壁 の 仕上 げ は ジョ リ パ ッ トル ナ ア エ ス 。 
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ー- 7735 








人 」 


2 階 北 側 の 路地 か ら 浴 室 と 小 広場 を 見 る 。 


6.370 


1 階 配置 平面 図 縮尺 1 :150 


街 の 風景 を 内 包 す る 浮き 屋根 

住宅 街 の 中 で 、 内 部 に 大 き な 段 差 が ある この 敷 
地 は 実に 20 年 間 も 売 れ 残 っ て いた 。 現 地 調 査 
の 際 、 こ の 内 地 で 近所 の 子供 た ち が 楽 し そう に 
遊ん で いた の が と て も 印象 的 だ っ た 。 ま ず は 人 
工 地盤 を つく っ て 段差 解消 を 図り 、 人 工 地盤 上 
部 に 住ま い を 計画 し 、 下 部 は 近所 の 子供 た ちの 
空地 と し て 地域 に 提供 する こと と し た 。 人 工 地盤 
上 部 に は 用 途 を 小分け し た 8 つの キュ ー ブ を 配 
直し て 、 そ こ か ら 浮 いた 状態 で 大 屋根 を 架け た 。 
キュ ー ブ を ニコ イチ に し て 少し ずら し な が ら 配 置 


する こと で 隙間 が 生ま れる 。 大き な 隙 間 が 広場 、 


2,/30 3.640 2,/30 
































時 - い 
| 















地域 に 開放 する 空地 


組長 い 隙 間 は 路地 の よう な 様相 と な っ た 。 こ の 
広場 と 路地 は 、 外 部 の テラ ス と 建具 を 通じ て 軸 
が り 、 こ れ を 開放 する と 「 屋根 の ある 外部 (内 部 テ 
ラス ) 」 と な る 。 広場 を 挟ん で リビン グ と タダ イニング 
が 向き 合い 、 路 地 を 通じ て 多 方 面 へ と 繋が っ て 
いく 。 内 外 の テラ ス と キュ ー ブ が 混じり 合う こと 
で 小さ な 街 の よう な 風景 と な っ た 。 

と ころ で 、 こ の 家 で は 諸 宝 を すべ て 四 稼 半 に 統 
ーー し て いる 。 前 述 の キュ ー ブ は すべ て 四 党 半 
キュ ー ブ で 、 あ えて 用 途 に よる 面積 的 ヒエ ラル 
キー を な くし 「 配 置 」 と 「 開 日 」 いう パラ メー ター 
だ け で 部 屋 の 個性 を 変化 させ て いる 。 四 崩 半 と 


2,/30 1.365 2,/30 


























間 1 1 ドー: 攻 
ー _ FT 1[ 1| 1 | 員 8 還 きい | 
し ! | | | 1 | | | | | | 軒 | | | ! 本 nr Pi 
| | | 1 1 (1 1 1 ーー 
関電 陣 5 間 1 語 人 
| | | 」 | 1 | ヒコ 」 5 ュー 一 Ti aeT こ ュー ーー ニー 時 上 計 有 P 1 『 | 上 = キュ 1 
| 。 、』 = ーー 1 。 ギ = ーー 』 lp 1 ] 『 が ゴ 「 
! | | に ュ ッ ョ | ーー ュー 時 ニニ ーー -! 『 」 m | 『 l L 由 『 ! [ 『 
コト エー ロ に ョ = WE 中 = 1 Er ゴー トー ーー Fi コ n 


地 中 





いう 面積 は 、 一 般 的 な 住宅 に 比べ て リビン グ は 
狭く 浴室 は 広い 。 し ば らく 住ん で みる と リビン グ 
は こぢんまり と し て 沙 ち 着い た スケ ー ル 感 も あり 
つつ 広場 に 面 し て いる た め 開 放 的 に も 感じ られ 
と 。 浴室 は 広々 と し て ちょ っ と し た リゾ ー ト ホテ ル 
の よう な 感覚 に な っ た 。 一 方 で 、 こ の 家 の ど の 
部 屋 に いて も どこ か 懐か し いと 感じ る 。 そ れ は 私 
が 学生 時 代 に 住ん で いた 四畳半 の ボロ アパ ー ト 
と 同じ スケ ー ル 感 だ か ら な の か も し れ な い 。 共通 
する スケ ー ル の キュ ー ブ が か えっ で 部 屋 ご と の 質 
を 変化 させ て いる この 計画 は 、 映 体 的 な モジ ュー 
ル に よっ て 支え られ て いる の だ 。 (沖田 猛 ) 


202111 






129 


四畳半 キュ ー ブ の 家 造園 家 谷 植 景 研究 所 担当 / 家 谷 由 起 階数 地上 2 階 


所 在 地 / 大阪 府 ファ ブリ ッ ク fabricscape 担当 / 山 本紀 代 彦 軒 高 7.900mm 最高 高 さ 8.177mm 
主要 用 途 ノ 専用 住宅 永吉 佑 史 子 ( 元 所 貞 ) 敷地 面積 211.24m7 
家族 構成 / 夫婦 士 子供 1 人 キッ チン ogumaLLC 担当 / 大 橋 朋 晃 建築 面積 104.76m7 
照明 器具 NEW LIGHT POTTERY (建蔽率 49.60% 許容 50%) 
設計 一 ーー 担当 ノ 永 量 裕 幸 (玄関 ・ ダ イニ ング ) 延 床 面積 130.46m2* 
HAMADA DESIGN 担当 濱田 猛 AKARI| DN ラ イ テ ィ ング (容積 率 61.76% 許容 100%) 
構造 造形 工学 研究 所 担当 福永 毅 構造 ・ 構 法 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 1 階 41.03m^ 2 階 89.43m: 
施工 一 ーー 主体 構造 ・ 構 法 鉄筋 コン クリ ー ト 造 鉄骨 人 造 工程 
トー タル トー ク 担当 片山 浩 玉 木造 在 来 工法 設計 期間 2017 年 2 月 て 12 月 
設備 矢野 設備 担当 / 矢 野 裕行 基礎 べた 基礎 工事 期間 2018 年 1 月 て 8 月 
電気 ホー ム ・ ア ー ト 担当 冊 友 佳史 規模 - [ 敷地 条件 
地域 地区 第 1 種 低層 住居 専用 地域 
高度 地区 
道路 幅員 南 4.7m 駐車 台数 1 台 
外部 仕上 げ 


屋根 / ノ ガルバ リウ ム 鋼 板 折 板 (淀川 製鋼 所 ) 


開口 部 ノ 林 机 建 具 (スプ ブルース) 
外 構 / 和 東 石 敷き 植 栽 


内 部 仕上 げ 
キッ チン ダイ ニン グ 


壁 ・ 天 井 / 漆 喰 (レビ スタ ンプ ) 
厨房 機器 アク リ 無 垢 材 (制作 ) 

ガス コン ログ ノー リツ 

換気 扇 ( シ ェ ー ド ) プ パ ナ ソ ニッ ク 
シン ク 水 丁 金 物 ノ GROHE 
浴室 
床 ノ 25mm 角 モザ イク タイ ル (LIXIL) 
壁 ノ FRP 防水 トッ プ コ ー ト 
天井 アジ ョ リ パ ッ ト 金 ご て 塗り (アイカ 工業 ) 
バス タブ プ フ ォ ン テ ト レー ディ ング 
シャ ワー 水 栓 金物 プ GROHE 
洗面 所 トイ レ 























6,17/ 





上 : リビン グ 。 広場 を 介し て リビン 
グ と 一 体 的 に 使う こと も で きる 。 

中 : 小 広場 。 右 上 の 白い 布 は 隣地 
か ら の 視線 を 遮る ター プ 。 

下 : 洗面 所 。 四 畳 羊 あめ る た め ゆ っ 
た り と し た 空間 。 天井 の 開口 は 700 


x /00mrm。 





断 画 詳 細 図 尺 1: 


130 202111 


300 200_ 


外壁 プ ジ ョ リ パッ ト ルナ ア エ ス (アイ カ 工 業 ) 


ウッ ド デ ッ キノ ウエ スタ ン レ ッ ド シダ ー ( 高 正 ) 


27/ 


2.000 


1.534 


2.300 


| 500 


第 1 種 


床 / ビ ンコ ロス ライ ス 目 地 無 し ( 国 代 耐 火 工 業 所 ) 


466 


_ 2F 斬 高 2 リャ トル アロ 


床 ノ 25mm 角 モザ イク タイ ル (LIXIL) 
壁 ・ 天 井 / 漆 喰 ( レ ビス タン プ ) 
便器 ノア ラウ ー ノ (パナ ソニ ッ ク ) 
洗面 カウ ンタ ー ノ 制作 
洗面 用 水 栓 金物 プ CERA 
リビン グ 書斎 
床 プ カー ペッ ト (サン ゲ ツ ) 
壁 ・ 天 井 / 漆 喰 (レビ スタ ンプ ) 
家具 ノ テ レビ 台 (制作 ) 本 棚 (制作 ) 
翌 室 収納 
床 プ サイ ザル (上 田 敷物 ) 
壁 ・ 天 井 / 漆 喰 ( レ ビス タン プ ) 
家具 ノ 吊 物 入 (制作) 棚 ( 制 作 ) 
広場 路地 
床 / ナ ラノ アロー リン グ ビッ シン シイ クズ ) に 18mm 
壁 プ ジョ リ パ ッ ト ルナ ア エ ス (アイ カ 工 業 ) 
天井 アラ ワン ベニ ヤ t=5.5mm 
家具 ノ 玄関 収納 (制作 ) 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 プ ルー ム エ ア コン 
換気 方 式 プ パイ プ フ ァ ン 
給排水 給水 方 式 / 公 共 上 水道 直結 
排水 方 式 / 公 共 下 水道 直結 
給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 
撮影 ノ 新 建築 社 写真 部 





配置 較 縮尺 1 : 2 000 


VCUBE 大 端 


モル タル 

通気 フス 

間 和 肌 人 に 35mm 
透 湿 防水 シー ト 
構造 用 合板 ビ 9mm 
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2 世帯 住居 " SE 


Two-family House in the Forest と ム / いこ 2 
岐阜 県 不破 郡 垂 井町 ンジ ンー を っ ィ /NS と 3 "Ac | っ 


武藤 圭太 郎 建築 設計 事務 所 計 還 計 883020BR の そそ cn の 2 OX あの 
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> や に きき SN ーー 7  - 南西 側 全 暴 。 ほとん どの 部 分 が 平屋 の 2 世帯 住宅 。 家 の 南 側 に 建つ 建 主 :。 。 
こ NN いで “ “ キャ w [ が 経営 する パン 屋 と の バッ ファ ー と し で 、 テラ ス と イン ナー テラ ス を 配置 。 。 。 
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箱 世 需 の キッ チン か ら 和 室 の 方 向 を 見 る 。 軒 を テラ ス 側 に 深く 出し 、 目 然 光 を 建物 内 部 
に も 取り 入れ る た め に 切妻 頂部 を ずら し 、 建 物 の 中 心 に ハイ サイ ドラ イト を 設け て いる 。 


6 則  19 5 








森 に 開い た テラ ス と 他 律 的 な プラ ン 
垂井 町 の パン 屋 (グル マン ) の オー ナー の 2 世帯 住 
居 で 、 店 舗 の 背後 に ある 森 の 反対 側 に 建つ 。 
建 主 と の 出会い は 5 年 前 、 こ の 近く に 建つ 建 主 
の 次 男 の 家 の 設計 を 依頼 され た 時 で あっ た 。 目 
身 の 社 長 室 に は 製図 板 が あり 、 グ ルマン の 店 舗 
は オー ナー が 目 ら 図面 を 引い た 。 そ ん な 建 主 の 
思い 描く プラ ン や 要望 を 鑑み 、 建 主 の 長男 と の 
2 世 窒 住 拓 と し て 、 共 同 設計 の よう な か た ち で 計 
画 を 進め て いっ た 。 

店 舗 か ら の 適度 な プラ イバシー を 維持 し 、 森 の 





子 世帯 の ダイ ニン グ キ ッ チ ン と 、1.000mm 上 が っ た 主 寝 室 を 見 る 。 


So00 1.000 


10.000.. 












階 配置 平面 図 縮尺 1:150 

































































京 観 と 空気 を 最大 限 宮 受 す る た め 、 軒 が 低く 水 
平 に 広がる 計画 と し 、 店 舗 と の バッ ファ ー と し て 
森 側 に 深く 長い テラ ス と イン ナー テラ ス を 設け た 。 
テラ フス は 周辺 の 環境 に よっ て 床 レ ベル や 半 い の 
形式 を 変え 、2 世 和 帯 の 外部 空間 は 緩やか に 此 が 
る 。 親 世帯 テラ ス の 床 は 地面 より 400< て 


700mm も ち 上 げ て お り 、 ス ラブ は ベン チ や テー 
ブル と し て も 機能 する 。 イ ン ナ ー テ ラス は テラ ス と 
タダ イニ ング 有 双方 と 一 体 に な り 、 近 くに 住む 次 男 も 
含め た 3 世 淀 が 集まり 食事 を する 場 と し て 計画 さ 
れ て いる 。 


また 、 家 の 内 部 に は 森 へ の 風景 や 木漏れ日 を 取 
り 込 み 、 深 い 軒 の 影 を 補う た め 、 切 妻 頂 部 を ず 
らし 、 建 物 の 中 心 に ハイ サイ ドラ イト を 設け る 強 
い 和 骨格 と し た 。 平面 的 に は 田 の 字 型 が 連続 する 
プラ ン を 基本 形 と し な が ら も 、 要 望 に より 計画 
的 、 構 造 的 合理 性 か ら 見 る と 少し 乱れ た プラ ン 
を 許容 し た 。 し か し この ズレ が ハイ サイ ドラ イト 
か ら の 距離 を つく り 、 光 を 奥 の 部 屋 に 届け た り 、 
壁 が リフレクター に な っ た り と 、 内 部 で 多様 な 光 
の 状態 を 生み 出し て いる 。 (武藤 圭太 郎 ) 
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親 世帯 イン ナー テラ ス と ダイ コン グ の 間 か ら 子 世 加 6 
ク 複合 フロ ー リ ング 。 イ ン ナ ゴ デ ラ ス の 床 は タイ / 上 肛 
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垂井 の 森 の 2 世帯 住居 筋 共栄 鉄筋 担当 / 青 木 稔 郎 軒 高 4.979mm 最高 高 さ 5,.418mm 外壁 アノ スギ 羽目 板 (共栄 木材 ) OS ジョ リ パ ッ 
所 在 地 / 岐阜 県 不破 郡 垂 井町 名 和 建 築 担当 / 名 和 定 信 敷地 面積 510.66m7 ト 左官 仕上 げ 
主要 用 途 ノ 専用 住宅 材木 雛 屋 林 材 担当 / 中 嶋 雄一 郎 建築 面積 232.00m7 内 部 仕上 げ 
家族 構成 / 親 夫婦 十 夫 婦 十 子供 左官 吉田 業務 店 担当 / 大 江 良 孝 (建蔽率 45.44% 許容 60%) 親 世 帯 
板金 横瀬 板金 担当 / 中 川 明弘 延 床 面積 256.07m7 ダイ ニン グ キ ッ チ ン 
設 計 疫 明 建具 田中 硝子 担当 / 田 中 淳 (容積 率 50.15% 許容 160%) 床 ノ 複合 フロ ー リ ング IOC : チー ク 15 サ タ シ ェ 
武 有 藤 圭太 郎 建築 設計 事務 所 木製 建具 近藤 工業 担当 / 内 田 剛志 1 階 232.00m^ 2 階 24.07m2 クリ 0 トト 
担当 / 武藤 圭太 郎 山田 健 巨 ( 元 所 員 ) 塗装 石川 塗装 担当 石川 勝夫 工程 壁 プ タイ ル (フォ ン テ ト レー ディ ング 45-90- 
グル マン マル セ 担当 ノ 鈴 木 政 裕 タイ ル ワタ ナベ 担当 奥村 幸司 設計 期間 2018 年 1 月 て 2020 年 4 月 SG306) 
構造 藤尾 建築 構造 設計 事務 所 担当 藤尾 篤 キッ チン 藤岡 木工 所 担当 / 藤 岡 功 武藤 美希 工事 期間 2020 年 5 月 ~ 2021 年 3 月 天井 ノ 人 針葉樹 合板 OS 
外 構 ・ 造 園 リビン グ デ ザイ ン 担当 / 本 田 広 家具 寿々 源 担当 ノ 鈴 木 秀 明 敷地 条件 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 家具 ノ 制作 (藤岡 木工 所 ) 
施工 一 ーー 構造 ・ 構 法 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 地域 地区 防火 指定 22 条 地域 浴室 
雪 田 建設 工業 担当 / 河 野 真也 主体 構造 ・ 構 法 木造 在 来 構法 道路 幅員 北 4.0m 駐車 台数 3 台 床 ノ LIXIL サー モタ イル クォーツ OZ-32 
中 部 空調 サー ビス 担当 / 後 藤 享 : 基礎 べた 基礎 外部 仕上 げ 一 ーー 壁 ノ FRP 防水 トッ プ コ ー ト 仕上 げ 
岡安 電気 担当 ノ 荒 河 真一 規模 一 一 一 屋根 プ ガ ル バ リ ウム 鋼板 横 茸 き 一 部 パー フェ 天井 プア ケイ 酸 カ ル シ ウ ム 板 +=6mm ケン エー ス 
基礎 長野 建設 担当 / 因 田 茂樹 階数 地上 2 階 クト ルー フ トイ レ 洗面 


-_ カル バリ ウム 鋼板 崩 は ぜ 茸 き 
ガル バリ ウム 鋼板 横 茸 き | か X90mm 
構造 用 合板 上 15mm | 構造 用 合板 実 付き 上 24mm 
フェ ノー ルフ ォ ー ム モ 80mm( 垂 木 間 ) | ーー アク リア マッ ト モ 155mm 
構造 用 合板 実 付 に 24mm 0S | ここ UP ニ =-- や PBE9.5mm 漆喰 塗り 
垂木 現し 55X240mm @500mm 0S 1 も M E し ne 


擬 合 フロ ー リ ング に 12mm 一 


ーー コ 床 暖房 パネ ル に 12mm 
構造 用 合板 実 付き 28mm 
記 | アク リア U ボ ー ド =80mm 
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ノビ ニル タイ ル (サン ワカ ン パ ニー VCO1201) 
壁 ・ 天 井 プ ビニ ルク ロス 
具 ノ 制作 (寿々 源 ) 
リビン グ 主 寝 室 
複合 フロ ー リ ング IOC : チー ク 15 サ タ シ ェ 
クリ ア UV コ ー ト 
壁 ノ 漆喰 スギ 羽目 板 (共栄 木材 ) OS 
天井 ノ 針葉樹 合板 OS 
家具 ノ 制作 (寿々 源 ) 
イン ナー テラ ス 
床 プ タイ ル (サン ワカ ン パ ニー TL88571) 
壁 プ ノコ ンク リー ト 打 放し 
天井 ノ 針葉樹 合板 OS 
子 世帯 
リビン グ ダイ ニン グ キ ッ チ ン 
床 ノ 複合 フロ ー リ ング IOC : バー チ 20 クリ ア 
オイ ル 仕 上 げ ビニ ル タ イ ル (サン ワカ ン パ 
ニー モル タラ イク ) 
壁 ノ 漆喰 スギ 羽目 板 (共栄 木材 ) OS 
天井 ノ 針葉樹 合板 OS 





mm 相 ms 
配置 図 縮尺 1 : 2.000 


家具 ノ 制作 (藤岡 木工 所 ) 

主 寝 室 寝室 

床 ノ 無 垢 フ ロー リン グ チャ ネル オリ ジ ナ ル バー 
チ ユ ニラ ステ ィ ッ ク クリ アオ イル 仕上 げ 

壁 プ クロ ス 張 り 

天井 ノ 針葉樹 合板 OS 

浴室 


! | 
イン ナー テラ ス か ら テ ラス を 見 る 。 


床 ノ LIXIL サー モタ イル クォーツ OZ-32 

壁 / FRP 防 水 ト ッ プ コー ト 仕 上 げ 

天井 ノア ケイ 酸 カ ル シ ウ ム 板 6mm ケン エー ス 塗 布 
トイ レ 洗面 脱衣 

床 プ ビニ ル タ イ ル (サン ワカ ン パ ニー VCO1201) 
壁 ・ 天 井 プ アク ロス 

設備 シス テム 


に 


和室 か ら リ ビン グ を 見 る 


冷暖 房 方 式 プ ルー ム エ ア コン 
気 方 式 ノ 第 3 種 換気 

その 他 / 床 暖房 ガス 床 暖房 

給水 方 式 ノ 上 水道 直結 

排水 方 式 ノ 公共 下水 道 放流 

給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 器 


引 排 水 


撮影 ノ Tololo studio 


ーー ィ 
旬 邑 8 に 『 面 。 ーー. 本 
e に 息 に ー - 
に | 1 臣 
] K 
Ei ・ 
件 ご ー 科 = 本 
"1 コ 肥 と 
1 
| 
- 1 
| 明 
『 | り 1 





| 
| 
W 


時 二 一 一 - 時 一 一 一 一 一 “= 
| 
「 ' 


。 垂木 の ビッ チ は 500mm。 
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特集 : 風 が 抜け る 家 


F ーー 
構 の 球 
House In 8 Field 
群馬 県 前 槍 市 


植田 開 〆 STEAM 
Haruki Ueda ノ STEAM 


ーー ーー・ "て = FE 。 
=| や 1 
電 衛 

- - 直 計 キー 

si 1 
し 
ーー = 

ーー コ 

ーー [ 


『 


を 1 て : 『 
eo 
a ーー 


F 


ュ 1 : 昌 し 


ーー 『 1 『 


製 。 箇 が 転々 と 残る 住宅 地 の 一 角 に 位置 し 、 敷 地 . 
時 が 記 邊 還る 糧 が 広がる 。 地 盤面 か ら 1m の 高 さ = 
ミル て 内 外 を 此 oi で と 


っ 宮 F Es 
ココ 昌 = 























“ 

ス 1。 屋 内 で は テラ ス と 同じ 床 高 の リ ビジ 史 店 了 
け の 座 き な 一 室 塵 問 軸 往 き を 生 お テラス の 手摺 * 
広がり 、 周 囲 か ら の 視線 を 遅 り つつ も 開 誠 感 の ある つく り 


テラ ス 2。 書 斎 と 繋が り 、 木 架構 で 囲 わ れ た プラ イバシー 性 の 高い 居 坦 
所 と し た 。 リ ビン グ の 床下 は 部 分 的 に 収 約 ス ペー ス と な っ て お り 、 換気 
ファ ン も 収め られ て いる 。 





IE 『 


HIlII 還 , 


| 昌 


中 と まこ ー タ ーー。 -。 
MS ーー と デー 
W に ドコ 





ai42 202 
2 と Se 


コ 。 





VZFL 
へ 2 隊 床 委 上 


へ 1 階 胴 差 端 | 


V1FL 
V 耐 圧 盤 上 敵 





リピ ング か ら 1 上 \ の ダイ ニン グ キ ッ チ ン 、 
か に 分 節 す る 。 リ ビン グ と 2 階 を 繋ぐ 階段 は 、 
昌 と 住宅 を 繋ぐ テフラ ス 

計画 地 は 関東 平野 の 西端 に 位置 し 、 赤 城山 と 
林 名 山 を 望む 場所 に ある 。 周囲 一 淀 は か つて 晶 
で あっ た た め 平 坦 な 地形 を し て お り 、 現 在 で は 
ハウ ス メ ー カ ー に よる 郊外 型 の 住宅 群 が 転 々 と 
立ち 並ぶ 風景 が 広がる 。 昌 仕事 を ライ フワ ー ク 
と する 建 主 の た め 、 晶 と 住宅 を テラ ス と リビン グ 
で 結び 、 内 部 は お お ら か な 奥行 き を も つ 一 体 の 
宅間 と する と 、 周 辺 畑 境 と 地 続 き に 暮らし を つく 
れる と 考え た 。 

ます 、 敷 地 の 中 央 に 地面 か ら 1m ほ どの 高 さ に テ 
ラス を 2 和 面 に 配置 し 、 平 坦 な 晶 に 対し て 一 段 上 
が っ た 休憩 場所 の よう な も の を つく る 。 ここ に 晶 
の ある 西側 が 寄 棟 形状 、 接 道 


する 東側 が 切妻 
形状 の 大 屋根 を 栄 け 、 昌 に 対し て は 建築 の ス 


ォ ューー 内 璧 ( 南 , 西 外壁 面 ): 

ン ナ ベニ ヤ | セ 5.5mm 

時 ベニ ャ を 9mm 
防湿 フィ ル 


外壁 ( 南 , 東 ): 
穫 目 板 0S モ 15mm 
通気 胴 緑 に 3 


2 尼 の 室 3・4 を 見 る 。 寺内 Phprszo2 
造 に よる 鉄骨 と 不 板 を 組み 合わ せ 、 


キャ ッ ト ワ ォ ー ク 一 一 








けず に 、 床 高 の 差 に より 緩 や 
柔らか な 表情 と な る よう に 制作 され た 。 
ケー ル を 抑え つつ 、 住 宅 群 に 理 も れ な い 家 型 が 
際立つ ヴォ リュ ー ム 計画 と し た 。 立 面 に つい て 
南西 側 は 通し 柱 その まま に リビン グ か ら テ ラ 
ス へ と 連続 する 一 方 で 、 住 宅 群 に 対し て は テラ 
ス の 床 高 に よる 視線 の ズレ を つく り 、 開 口 を 抑え 
る こと で プラ イバシー を 確保 し た 。 
1 階 は 、 玄 関 か ら 続く 土間 が 東西 を 思 き 、 土 間 


の 南側 か ら 170mm 小 上 が り に 設け た 板 則 を ダ 
イニ ング キッ チン と し て いる 。 土間 の 西端 は 二 営 
ほど の 広 さ を 振り 分 け 書 斎 と し た 。 暮らし の 中 心 
テ フ ス は 中 2 階 の 位置 づけ で あ 
に 対し て 閉鎖 的 な 北東 側壁 面 


ーー 換気 析 ( 在 来 エ 流 


と な る リビン グ ・ 
る 。2 階 は 、 周 辺 







換気 ダク ト 上 部 
大 井 付近 に て 開放 









換気 ダク ト : 一 一 . 
スパ イラ ル タ ト の =200mm 












































室 1。 腰 壁 収納 で リビン グ か ら の 視線 を 遮る 。 


合う よう に し て 配置 し 、 リ ビン グ か ら 階 段 を 上 
が る と 、 左 右 に 動 線 が 別れ て 各 室 に 上 繋が る 。 目 
下 の と ころ は 西端 の み を 嫌 室 と し て 合用 する こと 
か ら ウ ォ ー ク イン クロ ー ゼ ッ ト 補 腰 壁 収 納 で り ビ 
ング か ら の 視線 を 妨 っ て いる 。 
テラ ス ・ リ ビン グ を 起点 と し て 、 周 辺 環境 と の 親 
和 性 と 暮らし の 中 心 を 明快 に し つつ 、 内 部 で は 
テラ ス ・ リ ビン グ と の 関係 に より 一 体 の 空間 の 中 

し で あえ て 明確 に 室 を 

けず す に 、 住 まい 手 が 選択 し た ふる まい に より 
3 

(植田 開 ) 


板 
金属 屋根 (平和 基き 
透 混 アス ファ ルト ルー フィ ング 
野地 板 モ 12mm 
通気 垂木 75X45mm @303mm 
スタ イロ フォ ー ム 50mm 
誠 混 防 7 


構造 合板 上 24mm 





2.035 


北側 壁面 上 部 の 通気 は 春 ぐ 


1.260 


外壁 ( 北 , 西 ): 

ェ ク セ ル ジ ョ イン ト 白 上 4mm | 8 
穴 業 サイ ディ ング に 14mm | 呈 
通気 胴 緑 30mm 


水 
構造 合板 に 12mm 
高 性 上 E グ フス ワー ル 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ィ 十 . 二 コ 


6.570 


739 


















































断面 詳細 図 縮尺 1:60 








い ピン ェ デ の 殺 
ーー ー リ ング に 21mm 
ーー 人 合板 モ 24mm 


デ = ーー デー ーー= ミ ーーー デー ニー ニー ニー デーー- テニ デー ニニ ーー ピュ ーー ーー デー 
ニニ ニー ミミ シ = em 。 。 層 ア ーー 
I ーー 
1 


双方 向 換気 ファ ンー 


| の =200mm 用 フラ ンジ ーー 則 ' 
// ビス 止め 章 | 






NM - 村 












] コ リン グ に 15mm 
合板 に 24mm “ーーー 









600 


[ 2211 " 
200| | | 2386 
し | | | 4595 





の シー リン グ 
リ 内 

ュー ニー: 埋 選 部 洋 4- 
っ 生 聞 石 和 れ | 


〇 つ 
『 マリ 〇 つ 





一 剛 床 | へ HI 国 
ーー 基 雇 スラ プ 金 ぐ て 仕上げ | | 
防護 塗 料 和 ヽ 頒 





ー- 基礎 断熱 
エク セル ソン ョ イン ト =4mm 
スタ イロ フォ ー ム に 30mm 打ち 込み 
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AV ヨ 1S : 刀 韻 


V 軒 高 さ 


| 2 階 肌 六 上端 


V2 階 床 栄 上 上 


マ 1 階 胴 差 上 区 


マキ 人 上 症 
ES 


LV 
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6: | re ー 


1 』 





ダイ ニン グ キ ッ チ ン 。 天井 高 2.166mm の 落ち 着き の ある 居場所 と し た 。 ダイ ニン グ キ ッ チ ン か ら リ ビン グ を 見 る 。 玄関 か ら の 土間 が テラ ス 2 ま で 貫く 。 


LU 





me 中 』 

ーー EE 1 

『 1 『 | | 

F 還 " ユ pr 上 I 

1 my ーー ュ ma I 
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ae ご し コ ーッ | ビ て [ 
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に ョ 』 
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財 < こ | 1 
Pi に コ 』 l 
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2 階 平面 図 
FLiGL 填 370 
FLiGL 填 1.170 ' 
( ビーー イイ 」 | 』 
) = | 
Ss 」 
|| 還 較 11 川 
| | | | | 
市 ューーーーー 
電 間 に || 0 
て ル ーー 
1 階 平面 図 縮尺 1: 配置 図 縮尺 1 : 1.500 
昌 の 家 鉄骨 階段 アト リエ 五 呪 担当 / 神 宮寺 未希 1 階 72.87m^ 2 階 45.19m2< 外 構 / コ ンク リー ト 土 間 
所 在 地 ノ 群馬 県 前 枚 市 片岡 香 衝 工程 一 ーー ーーー 内 部 仕上 げ 
主要 用 途 ノ 専用 住宅 構造 ・ 構 法 設計 期間 2020 年 1 月 て 11 月 キッ チン 
家族 構成 / 夫婦 十 猫 2 区 主体 構造 ・ 構 法 木造 ・ 在 来 軸 組 工法 (金物 接合 ) 工事 期間 2020 年 11 月 て 2021 年 7 月 床 プ パイ ン フ ロー リン グ t=21mm 
基礎 べた 基礎 敷地 条件 壁 / PB t=12.5mm AEP 
設計 - 規模 地域 地区 第 2 種 中 高層 住居 専用 地域 法 第 天井 ノ 構 造 用 合板 +=24mm OS 
steam 担当 ノ 植 田 開 階数 地上 2 随 22 条 区 域 厨房 機器 ノ 
構造 金子 武史 構造 設計 事務 所 軒 高 4.535mm 最高 高 さ 6.570mm 道路 幅員 東 6m 駐 車台 数 2 台 食 洗 器 ノリ ン ナ イ 
担当 ノ 金子 武史 敷地 面積 421.00m2 外部 仕上 げ 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ガス コン ロン ノ 厨 房 用 ゴト ク 据え 置き 
施工 一 ーー 一 建築 面積 72.87m2* 屋根 ノ 板 金屋 根 換気 扇 ( シ ェ ー ド ) ノ / ノ 制作 
相崎 工務 店 担当 / 相 崎 高 志 (建蔽率 17.30% 許容 60.00%) 外壁 / 北 ・ 東 面 : エク セル ジョ イン ト (渋谷 家具 ノ 制 作 
材木 ・ プ レ カ ッ ト 守屋 材木 店 担当 / 守 屋 武 延 床 面積 118.36m7 作 所 ) 西 ・ 南 面 : スギ 板張り 照明 プア ライティング ダク ト 
守屋 公 佑 (容積 率 28.119% 許容 200.00%) 開口 部 ノ 住 宅 用 アル ミサ ッ シ (LIXIL) シン クノ 制作 
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間 昌 還 間 TOTO 
ユニ ッ ト バ スン ノ TOTO ハー フ バ ス 1616 

避 ノ ヒノ キ 板 t=15mm 

天井 ノ 耐 水 PB t=12.5mm OP 

家具 ノ 制作 

照明 / 埋 め 込み ダウ ン ラ イト 

シャ ワー 水 柏 金 物 ノ TOTO 

トイ レ 洗面 所 

床 プ ゾ パ インフ ロー リン グ t=15mm 

壁 ・ 天 井 ノ 構造 用 合板 +=12mm 

家具 ノ 制 作 

照明 / 埋 め 込 み ダ ウン ライ ト 

便器 ノ TOTO GG800 

洗面 カウ ンタ ー/ TOTO 実験 用 シン ク 

洗面 用 水 欄 金物 ノ TOTO 混合 欄 

設備 シス テム 

空調 冷暖房 方 式 ノ 壁掛 け エ アコ ン 
換気 方 式 / 24 時 間 換 気 扇 
その 他 / 室内 換気 ダク ト 

給排水 給水 方 式 ノ 直結 
排水 方 式 ノ 公共 下水 

給湯 給湯 方 式 / 都 市 ガス 

- 撮影 ノ 新 建築 社 写真 部 











テラ ス 1 の 近 景 。 


























葵 駄 な ヨコ スト を 発生 させ すず に 大 空間 を 実現 させ る た め 、4m の 木材 か ら 材料 取り が 


可能 な 構成 加太 還 い る 。 送風 ダク ト は あ 計 て 中 央 に 配置 し 、 スト ー ブ の : 


還 突 の よう 


な 家具 的 に 設え で 下 る 。2 階 の 室 2・3・4M は サブ リビン グ の よう に 使用 され て いる 。 


本 ーー WP" ー 1 上 


| Hi 回 本 三 1 





日 座 一 一 
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特集 : 風 が 抜け る 家 


IN BEIWEEN 


東京 都 大 田 区 


天 板 久 明 十 矢板 直子 
/ 矢板 建築 設計 研究 所 


Yalta and AssociateS 








に ドー 半生 に EE 三 和 2 に 


Es im 


収縮 クラ ッ ク を 発生 させ な い コ ンク リー ト 打 設 : 

コン クリ ー ト の 打 設 時 に 再 振動 を 行っ た 結果 、1 年 半 経 っ た 現在 で も 収 罰 ク ラッ ク は 
発生 し て いな い 。 打 設 時 に は 通常 の 倍 の 200V の イン バー ター と の = テ 40mm の バイ プ ブ 
レー ター で 再 振動 を 実施 し た こと で 達成 で きた と 考え る 。 

再 振動 は コン クリ ー ト 打 設 後 、 指 で 押し て か た ち が 残 る 程度 に 固まっ た 時 に 実施 する 
が 、 コ ンク リー ト 人 硬化 時 の 遊離 水 が 通 っ た 水 み ち を 潰し て いく こと で 、 ク ラッ ク の 発生 
し に くい 密 実 な 取 体 と する 工法 で ある 。 (矢板 久 明 ) 
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2 階 テ ラス 。 前 面 道路 に 向かっ て 張り 出す 3 階 居間 下 の 空間 で 、2 階 書 


北向 き の 宅 間 を 活か す 反 射 忌 

撮影 の 日 に 久しぶり に 訪れ る と 、 木 々 も ほど よく 
育ち 、 周 辺 の 環境 に 溶け 込み 、 曇 り の た めか 建 
PIN この 時 
ちょ うと 愛犬 の 散歩 で 通り か か っ た 初老 の 男性 
か ら 「 こ の 建物 は モダ ン で 、 ク ラシック で すね 」 と 
声 を か けら れ た 。 「 ク ラシック 」 と いう 言葉 に 驚き 
な が ら も 、 そ の 意味 を 考え 始め て いた 。 


敷地 は 東京 南部 に あり 、 代 々 この 地域 に 住ま う 
家族 の た め の 2 世 帯 住宅 で ある 。 長 男 一 家 の 住 
まい は 上 階 と し 、 両 親 の 住居 は バリ アフ リー 化 
が 容易 な 1 階 と する こと に な っ た 。 敷地 は 東西 に 
長い の で 、 北 側 斜 線 と 日 影 規 制 を 考慮 し 、 容 積 
いっ ぱい に 3 階 建 て で つく る と 、 建 物 を 南 に 寄 
せな けれ ば な ら な か っ た 。 こ の 条件 で 十分 な 光 





4g 








レ 4 思 し 


ショ ン 図 
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斎 を 介し て 出入 りす る 。 天井 高 は 2.500mm。 植 栽 上 


を 取り 込む た め の 工 夫 と し て 、 反 射 長 ( 飛 梁 ) を 2 
階 北側 に 浮く よう に 設け 、 隣 家 か ら の 目隠し も 兼 
ね た 。 こ れ に より 1 階 と 2 階 に 別 の 領域 が 生ま 
れ 、 そ れ ぞ れ の 家 の 玄 関 の 構え と な っ た 。 1 階 
仏間 に は 、 反 射 し た 光 が ハ イサ イド ライ ト か ら 室 
内 を 明る く < 満た し て くれ る 。 2 階 西側 で は 、 寝 室 


と 浴室 の 目 障 し に な る と 共に 、1 階 で は この 飛 梁 
に より 上 方 へ の 視界 は 如 ら れ 、 敷 地 境界 に 設け 


た 堀 と の 間 に も う ひ と つの 領 域 を つく り 出し た 。] 
階 の 寝室 か ら 眺 め る と 、 飛 梁 の 下 で は 、 空 間 は 

志 ま で 広がり 、 さ ら に 隣 の 家 の 寿 ま で 広がっ て 
いく 。 こ の 建築 を 成立 させ る 空間 の 質 は これ ら 
の 挟ま れ た 空間 どう し の 関係 か ら 生 まれ る の で 
あり 、!IN BETWEEN」 と 名 付け た 所 以 で ある 。 


中 頭 の 言葉 に 触発 され 、 こ の 建築 に いか な る 関 


ーー 


員 に 





東側 外観 。 


. 
Fn 二 有 


部 は 26x50mm の スチ ー ル パイ プ を 並べ た デッキ で 、 光 と 風 を 通す 。 


修 が 潜ん で いる か 探っ て みる こと に し た 。 浮か び 
上 が っ て きた の は 正面 が 高 さ と 幅 が 同じ 正方 形 
を 基本 と し 、2:3 の 延 形 を 組み 合わ せ た オ ー ダ ー 
で あっ た 。 調 和 を 希 求 し 真理 へ と 向かう 扉 の ひ 
と つが 数 的 字 宙 観 で ある こと を 以前 に も 書い た 
が (本 誌 1207、42 真 )、 こ こ で も イデ ア に 共鳴 し た 
関係 が ある こと に 気づい た 。 そし て 、 取 体 の 正 
面 に 向い た 面 を 白く する こと で 、 建築 の 印象 を 軽 

くす る こと を 意図 し た の で あっ た が 、 こ れ が 古典 
的 な 意味 で の ファ サー ド を つく ろう と する 意識 で 
あっ た こと に 気づか され た 。 それは 通り に 対し て 
の 敬意 の 表 わ れ で あり 、 街 へ の 表敬 で あっ た の 
か も し れ な い 。 思い 記憶 の 断 打 と し て アル ベル 
ティ の マン トバ に ある サン セバス ティ アー ノ 教 会 
人 通り が か っ た 方 は それ を 知 
に 来 て くれ た と 思え て な ら な い 。 (矢板 久 明 ) 


- サン セバス ティ アー ノノ 教会 (レオ ン ・ バ ッ テ ィ 


レッ M アル ベル ティ 設計 )。* 
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り ヌ ラス 。 地面 より 750mm 掘 り 込ま れ 、 下 部 
\ 周 の 堀 と の 間 に で きた 空間 も 含め レイ ヤー 状 に 
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JJ ぜ 






































3 階 台所 か ら 居 間 方 向 を 見 渡す 。3 階 は 台所 の 連 窓 や 階段 上 部 の トッ プラ イト 、 テ ラス の 掃き 出し や 6 | | い 
居間 の 出窓 と さま ざま な 方 法 で 光 を 取り 込み 、 質 の 異な る 居場所 を つく る 。 短 手 方 向 の 構造 壁 量 は 」 

北側 に 張り 出し た 台所 バッ ク カ ウン ター や 北側 テラ ス 磯 、 そ し て 南側 は 収納 ニッ チ と し て 人 確保 。 そ の 

結果 、 長 手 方 向 の 軸線 は 各 場所 を 縫い つつ 左右 に 僅か な が ら う ね る よう に 連続 する 。 
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3 階 テラ ス 。2 階 の 居室 の 灯り が 飛 染 を 馳 ら す 。 












1 階 親 世帯 の 仏間 。 代 々 の 位牌 の 並ぶ 仏壇 を 中 央 に 設え 、 天 井 高 は 3.1m 
仏壇 が 設え られ た 打放し の コン クリ ー ト 構造 は コア と し て 扱 ね ね ね < る 。 オ 
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新 面 詳細 図 縮尺 1:75 (a=2.320mm) 





1 階 寝室 前 の 北 庭 。 植 栽 棋 る 基壇 部 分 と 飛 梁 の 間 は 1.800mm。 手 前 の 竹 か ら 隣家 の ツタ の 3 階 全 所 横 の テラ ス よ り 見 下ろ す 。 左 下 の バ ルコ ニー - は 2 謙 室 に 取り 付く 。 
# 宗 へ 連続 する 。 
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IIN BETWEEN 

所 在 地 ノ 東京 都 大 田 区 

主要 用 途 / 2 世帯 住宅 

家族 構成 / 親 夫 婦 十 子 夫 婦 士 子供 2 人 


設計 
矢板 建築 設計 研究 所 担当 矢板 久 明 
矢板 直子 小沼 翔太 栗原 佳子 意 家 幹 


( 元 所 上 ) 
構造 構造 計画 プラ ス ・ ワ ン 担当 / 金 田 勝 徳 
長谷 川 傘 香 


設備 島津 設計 担当 / 島 津 充宏 
コー ディ ネー ト ザ ・ ハ ウス 
施工 
渡辺 冨 工務 店 担当 / 伊 藤 進 水野 晴夫 
設備 五 十 風 工業 所 担当 / 関 口 勉 

電気 ムラ デン 担当 / 有 藤木 利之 野村 大 和 
亡 ・ 型 梓 山上 担当 / 土 屋 雄 一 

金属 サス プロ 担当 大谷 計 

左 巨 大道 左 官 担当 / 大 道 康 雄 

塗装 中 野 コ ー テ ィング ス 担当 / 小 町 忠明 
右 源 昌江 

コン クリ ー ト 補修 阿 世 知 工芸 

担当 / 阿 世 知 政 次 郎 阿 世 知 恵一 
サッ ン シ 城南 ケン ソー 担当 ノ 岡村 武 晴 
建具 武藤 建具 担当 武藤 恒 夫 

家具 ワタ ナベ 製作 所 担当 / 渡 部 伸吾 

















川口 茂 
カー テン ・ ブ ライ ンド 空間 担当 / 沼 澤 幸 喜 
前 崎 泊 (ナビオ) 
造園 箱根 植木 担当 / 保 永 博文 長澤 仁志 
構造 ・ 構 法 





主体 構造 ・ 構 法 鉄筋 コン クリ ー ト 人 造 
基 條 直接 基礎 
規模 
2 階 面 図 階数 地上 3 階 
軒 高 8.480mm 最高 高 さ 8.630mm 
敷地 面積 246.96m7 
建築 面積 116.29m: 

(建蔽率 47.08% 許容 50% ) 
延 床 面積 238.10m: 

(容積 率 96.41% 許容 100%) 

1 階 104.03m^ 2 階 55.42m2 

3 階 78.65m: 
工程 
設計 期間 2017 年 10 月 て 2019 年 7 月 
工事 期間 2019 年 12 月 て 2021 年 4 月 
敷地 条件 
地域 地区 第 1 種 低層 住居 専用 地域 準 防火 
地域 第 1 種 高度 地区 
道路 幅員 東 8m 
外部 仕上 げ 一 一 
屋根 ノ 防 水 コ ンク リー ト (タケ イ 工 業 ) 金 ご て 


仕上 げ 
外壁 / コ ンク リー ト 打 放し デック ガー ド ( 東 
亜 貿易 ) エク セル ジョ イン ト ( 涼 谷 製作 所 ) 


1 階 平 面 図 縮尺 1 : 200 (a=2.320mm) 














断面 図 縮尺 1 : 200 (a=2.320mm) 
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2 随 了 段 。 蹴 面 は 230mm を ベー ス と し つつ 、 跡 上 板 を 斜め 加工 する こと で 15mm の 上 込 み を つく 
り 、 昇降 し や すさ に 配慮 し た 。 鉄骨 下部 の 角 に は ゴム を つけ て 安全 性 も 確保 。 窓 は ガラ スル ー バ ー 
窓 と し 木製 ガラ リ の 網戸 も つけ て 、 家 全体 に 空気 の 淀 み を つく ら な いよ う 開 口 を 設置 し て いる 。 


下地 モル タル 薄 塗り UP 

開口 部 特注 スチ ー ル サッ シ (城南 ケン ソー) 
メル ミサ リッ ン (| 記 ア ルミ ) 

外 構 / ア プロ ー チ : コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 
防 汚 処理 (カン エ ツ ) 石 張り (コア ド & マ デ 
リア ルズ ネロ イン ペリ ア ) t=20mm 
テラ フス : デッキ 材 イ ペー {=20mm 
バル コニー : 鋼 製 デッキ St 50x26x1.6mm 
@⑦36mm 溶融 亜鉛 メッ キ 仕上 げ 

内 部 仕上 げ 

寝室 書斎 (1・2 階 ) 子供 室 
























っ 
配置 図 縮 尽 1 : 800 


床 プ / チ ー ク フロ ー リ ング (IOC) t=12mm OS 
壁 ノ PB =12.5mm EP 一 部 コン クリ ー ト 打 
放し 
天井 ノ PB t=9.5mm EP 
玄関 ・2 階 ) 
床 / コ ンク リー ト 研 出し 仕上 げ (カン エ ツ ) 
階段 (2・3 階 ) 
フレ ー ム / ST PL に 16mm 溶接 (日 南 鉄 構 ) SOP 
踏面 ノ 230 填 15mm チー ク 無 垢 (=20mm OS 
夢 / 207mm チー ク 無 垢 =32 て 17mm 
( 蹴 込 み 15mm 斜め 加工 ) OS 幅員 750mm 


ノン スリ ッ プ (アシ スト ) 怪我 防止 コー ナー 
ゴム 16x16x50mm 
居間 食堂 台所 (3 階 ) 
床 プ コン クリ ー ト 金 ご て 仕上 げ 樹脂 ワッ クス 
天井 アプ チ ー ク t=12mm (IOC) OS 
厨房 機器 ププ モー ビリ ティ ー ポ 
ワー クト ッ プ / ノ 1 随 : 人 工大 理 石 
3 階 : SUS HL t=1.5mm 曲げ 加工 
換気 扇 ノ 1 階 : ARIAFINA 壁 付け 
3 階 : FABER 天 付 け 
化粧 材 ノ 1 階 : メラ ミン 化粧 材 3 階 : フィ ン 
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1 階 親 世帯 。 高齢 な 建 主 が 室内 を 安全 に 移動 で きる よう 、 手 摺り を 設置 し て いる 。 引き 戸 は 扉 を 味 ぎ 
ど と ちら 側 か ら で も 使え る よう 2 本 の 手摺 り を 設置 。 手 摺り は 、 縦 型 : の =32mm チ ー ク 十 脚 18x60mm 
SUS1.5mm 鏡面 、 横 型 : チー ク 32x60mm 十 脚 40x40mm SUS1.5mm 鏡 面 。“ 


ラン ド バ ー チ 積層 合板 (コア ド & マ テリ アル ズ ) 
OS 拭 取 り メラ ミン 化粧 合 版 
シン ク 水 柏 金 物 ノ LIXIL 
設備 シス テム 
空調 冷暖房 方 式 / 空冷 ヒ ー ト ボン プ 式 
床 暖 房 / ガ ス 温 水 式 床 暖房 
給排水 給水 方 式 プ 上 水道 直結 
給湯 給湯 方 式 プ ガス 給湯 機 
撮影 ノ 新建 築 社 写真 部 
“撮影 ノ 小川 重雄 
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新建 築 住宅 特集 2021 年 10 月 号 


特集 / 山 の 家 ・ 海 の 家 
どこ で どう 生き る か 


批評 


m 久 美子 


建築 家 
横浜 国立 大 学 大 学院 YYGSA 教 授 


⑥CHIKASHI SUZUKI 


石上 純也 


率 筑 家 


建築 家 

















『 新 建築 住宅 特集 』 で は 、 毎月 、 さまざま な 作品 や 論考 、 


記事 を 掲載 し 、 NII 
建築 の 可能 性 を 伝え 記録 し て いま す 。 し か し 重要 な 

と は 、 議 論 の 場 を つく る こと に あり ます 。 限ら れ た 誌 咽 
の 中 で 示さ れ た も の か ら 何 を 考え て いく べき か 、 それ 
ぞ れ の 読み 解き や 発見 を 共有 し 、 建 築 を 取り 巻く 多く 
の 事象 や 環境 と 共に 議論 を 重ね る こと 。 こ の 座談 月 評 
は 、 そ の 場 を 広げ て いく こと を 目的 に 掲載 し ます 。 

2021 年 1 て 12 月 号 は 、 乾 久美 子 さ ん 、 石 上 純也 さん 、 
長谷 川 豪 さ ん を 評者 と し て 、 1 年 を 通し て 前 号 へ の 批 
評 を 座談 形式 で 議論 いた だ きま す 。 それぞれ の 個別 の 
評 と 共に 、 そ れ が 相乗 し て 新た な 示唆 に 展開 する 連載 
記事 と し て 毎月 掲載 し て いま す 。 (編集 部 ) 
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長谷 川 今月 は 山 の 家 ・ 海 の 家 特集 で す が 、 副 題 の 「 ど 
こ で どう 生き る か 」 が 本 質 を 突い た 問い か け だ と 思い ま 
し た 。 人 間 は 都市 に よる 飼い 慣らし か ら 野生 的 な 感覚 
を 取り 戻し 、 土 地 に 再び 着地 する よう な 状況 が 生ま れ 
て いる と 能 作 文徳 さん が 論考 ! 近代 知 か ら 生態 知 へ の 
組み 替え 」 で 書か れ て いた 通り 、 コ ロナ 褐 を ひと つの 契 
機 に し て 、 多 拠点 居住 や 移住 者 の 家 が 増え て いる 。 そ 


ら は 裕福 な 建 主 の た め の 別 荘 と は 違う 位相 の も の で 、 


大 き な 変 化 が 起き て いる こと を 改め て 実感 し まし た 。 「 ど 
こ で どう 生き る か 」 と いう 問い か け は 、 今 年 の 座談 月 評 
で の いく 〈《 つ か の 議論 に 繋が り ま す 。 た と えば 4 月 号 の 東 
日 本 大 岩 炎 か ら の 10 年 を 特集 し た 記事 「 災 間 を 生き 
る 」 の 議論 の 中 で 、 建 築 界 に お ける 「 場 所 性 」 の 形骸 
員 章 85 に 。 ブロ ボー ザル が 設計 者 選定 方 
式 の 主流 に な り 、 減 点 方 式 な の で どの 設計 者 も 要項 
で 求め られ た 地域 性 に 触れ ざる を 得 な く な り 、 建 築 に 
お ける 場所 性 の 表層 化 と ベタ 化 が 進ん だ 。 ロー カル な 
素材 や タイ ポロ ジー を 用 いる こと は 合理 的 だ し 正しい け 
れ ど 、 そ れ ら を 何 の ア ッ プ デー ト も せ ず に 用 いれ ば 、 場 
所 性 の 様式 化 に 加担 し て いる だ け か も し れ な い 。 だ か ら 
「 どこ で 」 を 今 改 め て 考え 直す 必要 が ある と 思い ます 。 
また 建 主 主導 に つい て の 議論 も 何 度 か あり まし た が 、 
アマ チュ アリ ズム 的 な 作品 が 多かっ た の に 対し て 、 今 月 
の いく つか の 作品 は 建 主 と 建築 家 が 共に 「 ど う 生 きる 
か 」 を 必死 に 模索 する も の で し た 。 つ まり 、 こ れ ま で の 
別 性 で も 「 ど こ で 」 は 対象 化 さ れ て いた か も し れ な いで 
す が 、 移 住 者 や 多 拠点 居住 の た め の 家 で は そこ に 「 ど 
う 生 きる か 」 が 加わ っ た 、 と ひと まず いえ そう で す 。 
石上 別 粒 は 今 ま で 個人 の 趣味 的 な 作品 が 多く 、 生 
活 や 生き 方 に 繋が っ て くる と いう より は 使う 人 の 生活 の 
中 で も 特殊 な 部 分 を か た ち に し た 作品 が 多かっ た と 思 
いま す 。 し か し 今回 の 特集 は そう で は な く 、 新 し い 場 
所 を 発見 し て そこ に 住む と いう 建 主 の 意思 も 含め て 建 
築 に な っ て いる の が よい と 思い まし た 。 一 方 で 、 環 境 
の 特性 が 限ら れ た 特集 な の で 、「 ど こ で どう 生き る か 」 
と いう 問い の 答え と し て は 、 も う 少 し 環境 の 選択 肢 が 
多い 方 が 説得 力 が ある と 思い まし た 。 
蝶 私 も 9 月 号 の ! 母 の 家 ・ 父 の 家 」 特集 に 続き 、 間 
いか け の 新鮮 さ に 共感 し まし た 。 一 方 で 、 テレワーク 
で きる 職種 の 人 が 余裕 を も っ て 移住 する こと が 、 こ うし 
た 作品 群 を 文 え る 大 き な 流 れ だ ろう と 想像 が つく た め 
か 、 すべ て の 作品 が 「 生 きる 」 と いえ る よう な 重 さ を も っ 
kh を 2 で 5 う ( 條 見 肖 し だ 
、 石 山 修 武 さん の 「 開 拓 者 の 家 」(1986 年 ) な ど 


コル ゲー トパイプ の 住宅 群 も 移住 者 の 家 で す 。 あ の 頃 





「 明 野 の 高床 ( 菓 )」 





に も 移住 の ムー プ メ ント が あり まし た が 、 今 、 再 び 移 
住 する こと と 、 あ の 時 代 の 移住 と が どう 違う の か は 考 
冗 交 いと この で の 8v 
長谷 川 6 月 号 の 記事 都市 と 農村 の 璧 を 崩す 」 の 議 
論 に も あり まし た が 、 そ の 時 代 の 移住 者 た ち は 、 い わ 
ば 社会 へ の 反発 心から 都市 を 合 定 し て 移住 する ケー 
ス が 多かっ た 。 し か し 今 の 移住 者 た ち は 必 ず し も そう 
し た スタ ンス で は な く 、06 月 号 で 紹介 され た 「 移 住 者 の 
住宅 訪問 記 」 の よう に 都市 と 農村 を 共存 させ る 生き 方 
を 模索 し て いる よう に 思い ます 。 
乾 人 確か に 。 今 回 の 誌面 の 特徴 な の で す が 、 こ の 号 
の 作品 の 写真 で は 山 の 家 、 海 の 家 と いっ て も どこ か に 
近隣 の 家 が 写り 込ん で いる も の が ほとん ど で し た 。 特 
集 の タイ トル は 人 里 離 れ た 家 を イメ ー ジ させ る の で 、 
や や 不思議 に 思い な が ら 見 て いた の で す が 、 む し ろ そ 
と に 現代 性 が 現れ て いる と 読め ば よい と 。 自然 が 
豊か で あり な が ら も 、 参 加 で きる コミ ュ ニ ティ の ある よ 
うな 中 間 的 な 場所 で 暮らす の が 今 の 移住 の あり 方 な の 
か も し れ ま せん ね 。 個別 の 作品 を 見 て いく と 、 能 作文 
徳 さ ん の 「 明 野 の 高床 ( 菓 )」 は 、 山 に も 海 に も 近く な 
い 場 所 に 建つ て いる よう で す が 、「 生き る 」 と いう 点 で 
今回 の 特集 を 体現 する よい 作品 だ と 思い まし た 。 墓 を 
使っ た 厚み の ある 胡 や オフ グリ ッ ド と いう 考え に 、 建 主 
の 1 きた Y/ よ バグ クル / た エン / バ クル 記 
長谷 川 論考 で 書か れ て いる 近代 知 か ら 生 態 知 へ の 
組み 替え の 話 に は 共感 し ます が 、「 明 野 の 高床 ( 葉 )」 
や 「 永 見 移住 ヴィ レッ ジ 」 は 、 近 代 の 乗り 越え と いう よ 
り は 近代 以前 の 住宅 へ の 回 帰 に も 見 えま し た 。 鉄板 
基礎 や 菓 を 使う と いっ た 挑戦 を し た か ら に は 住宅 と し 
て 何ら か の 新鮮 さ を 期 待 し た く な り ま す が 、 外 観 も 内 
航 も どこ と な く 届 か し い イ メー ジ が 続く の で 、 そ こ を ど 
う 考 えて いる の か が 気 に な り ま し た 。 
石上 構法 や 材料 に つい て の 提案 は 、 時 代 と の 関連 
が よく 伝わっ て きま す 。 それ に 対し て 、 で き 上 が っ た 建 
築 と 共に 、 建 主 が これ か ら ど の よう に 生き て いき 暮らし 
て いく か と いう 部 分 が も う 少 し 見 えた ら よ い の に と 感じ 
まし た 。 あ えて 空間 を 提案 し な いと いう 姿勢 だ と も 思い 
ます が 、 で は その 先 に 現れ る 、 空 間 に 変わ る も の が 何 
か と いう と ころ に 興味 が 湧い て きま す 。 その あたり が し っ 
か り と 見 えて くる と 、 と て も 刺激 的 に な り そ う で すね 。 
乾 構法 の 妥当 性 を 舌 鋭 的 に 追求 し て いる こと に 対し 
て 、 イ ン テ リ ア が 既存 の 価値 観 に 和 寄り 添っ て いる 感じ 
が 気 に な る と いう こと で す よ ね 。 能 作 さ ん が 取り 組ん で 


いる 事物 連関 に つい て 突き 詰め る と 、 存 の 構法 や 
現地 の モノ を 使う 


こと が 重要 に な っ て いき 、 新 し いも の 





「 カ プ セ ル ハ ウス K 再生 」 。 TE 邸 


を 取り 入れ る 埋 由 を 見 つけ る の が 難し く な っ て いく の か 
も し れ ま せん 。 と は いえ 、 事 物 連 関 の 範囲 の 設定 に よっ 
て は 新しい も の が 出 て 〈 る 場面 も も る わけ で 、 昔 に 戻 


れ ば よい と いう よう な 短絡 し た 議論 に な ら な いた め に も 、 


何 を 新しく すべ きか と いう こと に つい て 、 論 埋 的 に 検討 
する こと は 重要 で すね 。 

長谷 川 そう で すね 。 僕 も 事物 連関 の 実践 は 懐か し 
さ に 近づい て し まう こと に 課題 が ある と 感じ て いま し た 
が 、 建 主 と 建築 家 が 既知 の 暮らし 方 を 踏襲 せ ず に 「 ど 
う 生 きる か 」 に も っ と 人 迫 れ ば 、 事 物 連 関 も 新しい 見 え 
(KW と の UE の = 

較 鉄骨 の 基礎 は 、 事 物 連 関 に 新しい 要素 を 組み 込 
ん だ と いう 意味 を も つ 魅 力 的 な 要素 で す 。 こ の 高床 の 
基礎 に つい て は 以前 か ら 模 型 写真 を 見 て 面白 いと 思っ 
CLDC の で すめ 、 当 だ り 有 の こと で す 、 人 固 唱 し だ 5 
の は 基礎 の 下 の 方 が 大 半 土 に 理 ま っ て いる の で 、 想 
像 し て いた よ り も 床 が 低く で き 上 が っ て いま し た 。 ゃ も 
う 少 し 床 が 高けれ ば 、 た と えば 床下 が 自転 車 な どの モ 
ノ の た め の 場 所 に な る な ど 、 和 面 提 い 展開 に な っ た か も 
し れ ま せん 。 勝手 な 妄想 で す が 、 模 型 で 見 た 高き 感 
に 期待 を し て いた の で 、 少 し 惜しい な と 思い まし た 。 
石上 この 作品 と 黒川 未来 夫 さ ん の 「 カ プ セ ル ハ ウス 
K 再生 」 は ある 部 分 で は 近い も の を 感じ まし た 。 こ れ は 
当時 の 黒川 紀 攻 さん が 未来 の 社会 や 量産 の あり 方 を 見 
据え て 、 建 物 の つく られ 方 に 着目 し 、 極 端 な か た ち で 示 
し た も の で す 。「 明野 の 高床 ( 菓 )」 は 構法 に 着目 し た 結 
果 建 築 が 性 かれ た も の で 、 で きた も の は 違う 方 向 だ け 
ど 、 建 築 の 立ち 上 が り 方 や ハー ド に 未来 を 見 据え て 提 
案 し た も の と いう 意味 で は モチ ベー ショ ン と し て 近い と 
思い まし た 。 し か し 進歩 を 前 提 と し て いる か 、 既 存 の 関 
係 性 を 見 直し それ を 循環 させ る こと で 持続 させ て いく こ 
と を 前 提 と し て いる か は 大 き な 違 いで す 。 そ の 違い が 過 
去 の 知識 の 再 利用 に 留まっ て し まう と 、 過 去 の 繰り 返し 
に な っ て し まい 「 単 調 さ 」 と いう 価値 観 に 陥る 危険 性 も あ 
る の で 、 そ の あたり を 乗り 越え る 別 の 次 元 の 「 豊か さ 」 の 
よう な も の が 明確 に 提示 され る こと に 期待 し て いま す 。 
加 「 カ プ ブ セル ハウ ス K 再生 」 の 存在 は 今回 の 特集 の 
復 雑 さ を よく 表し て いま し た 。 と いう の も 、 今 回 の 特集 
は 地域 に どう 根 差 す か と いう こと を エコ ロジ カル な 観点 
か ら 追 求 し た 作品 も ああ れ ば 、 ホ モ ・ モ ー ベ ンス の よう 
に 化石 燃料 を 使っ て 移動 し 、 目 由 を 論 敬 する 暮らし 方 
を 前 提 と し た 作品 も ある か ら で す 。 都市 か ら 離 れる 点 
で は 同じ で す が 、 そ の 先 に ある 思想 が まっ た く 〈 く 違い ま 
すね 。 こ の あたり は 冷 表 に 見 て いき た いと ころ で す 。 
長谷 川 中 川 純 さ ん 池原 商 史 さ ん の 「E 邸 」 は 大 変 興 
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味 深く 見 まし た 。 巻頭 に 「 カ プ セ ル ハ ウス K 再生 」 が 
掲 載 さ れ て いた こと も あっ て 、 メタ ボリ ズム の アッ プ デ ー 
ト と し て 見 る こと が で きま す 。 写真 を よく 見 る と 鉄骨 の 
ガセ ッ ト プ レー ト が 全 方 向 に 付い て いて 、 計 画 は これ 
で 終わ り で は な く 進 行 中 で ある こと を 静か に 主張 し て い 
る 。 セ ルフ ビル ド の 部 屋 が 増殖 し て いく こと が イメ ー ジ 
で き て 説得 力 が あり まし た 。 も っ と 鉄骨 フレ ー ム が 大 き 
いと ダイ ナミ ッ ク だ な と も 思い まし た が 、 この 鉄骨 フレ ー 
ム も 増殖 で きる よう な の で 、 こ れ か ら ど う 成 長 し て いく 
の か 楽し み で すね 。 こ こま で 「 ど う 生 きる か 」 に 向き 合っ 
て いる 住宅 は な か な か な いで す 。 建 主 主導 で あり な が 
ら 、 建 主 と 建築 家 の 信頼 関係 が あっ て 新しい 住宅 と 
生活 が 提案 で き て いる 力作 だ と 思い まし た 。 

乾 。 私 も ガセ ッ ト プ レー ト に 思想 を 感じ まし た 。 ル ・ コ 
ルビ ュ ジ エ の ドミ ノシ リー ズ の 建築 も 端 が 欠け て いて 増 
殖 を 思わ せる ディ ー テ ー ル が あっ た と 思い ます が 、 そ 
れ に 近く て 、 未 完成 な 部 分 に よっ て 思想 を 見 せる と い 
う 建 築 的 な セン ス を 感じ まし た 。 

石上 メタ ボリ ズム の よう に 人 社会 の 生産 シス テム に 重き 
を 赴く と いう の で は な く 、 個 人 の 生活 思想 の あり 方 に 
建築 が 寄り 添う こと が 新鮮 だ と 感じ まし た 。 既存 の セ 
ルフ ビル ド の よう な 即興 性 で も な く 、 か と いっ て シス テ 
マテ ィ ッ ク す ぎす 不思議 な 魅力 で す 。 鉄骨 屋根 の 下 に 
も う 少 し 余剰 空間 が あれ ば 半 屋 外 的 な 空間 も 建築 的 
で な い 使 い 方 も 含め て 、 想 父 力 が 膨らむ な と 思い まし た 。 
長谷 川 大 屋根 に よっ て 住ま いと し て の 環境 を 確保 し 
な が ら 、 そ こ か ら 床 を 吊り 下げ る 構造 形式 な の で 内 外 
の 環境 を 目 由 に 調整 で きま す 。 実際 に 土間 の よう な 半 
屋外 の スペ ー ス が あっ て 、 建 主 の 生き 方 ・ 暮 らし 方 に 
ダイ レク ト に 関わ る 増 改 築 を 自分 た ち で し て いけ る 。 黒 
川 メ タ ボ リズ ム は カプ セル と コア に 集約 され ます が 、「E 
虹 」 は いわ ば 建築 の 部 位 を 単位 に し た メタ ボリ ズム だ と 
いえ る か も し れ な い 。 そ こ が 大 きく 違い ます よね 。 
石上 先ほど 染 の 下 に 余剰 空間 が あっ た 方 が よい と い 
う 話 も し まし た が 、 こ の 先 い ろ い ろ と 増築 し て いっ た 風 
景 を 想像 する と 、 大 き な 建 築 の フク レー ム が あっ て その 
中 で 増築 する より も 、 フ レー ム を は み 出 し て 建て 増し し 
で Ub〈 の ⑤ 有 侍 し る の 6 と 届い まし た 。 ア レー ム が 大 きい 
ほう が よい と 思っ た り 、 そ う で な い ほ う が と 思っ た り 、 
多元 的 に 感じ る 雰囲気 が シス テマ ティ ッ ク に 見 えす ぎ 
な い 心 地 の よ さ を つ くり 出し て いる の か も し れ ま せん ね 。 
長谷 川 長坂 常 さ ん の 「 ス キー 場 が つい た お うち 」 は 
スキ ー 場 と いう 特殊 な 場所 に 建つ て いる か ら こ その 建 
築 の 提案 が 欲し いと 思い まし た 。 企画 で 設計 が 終わ っ 
て いる 印象 を 受け まし た 。 


汗 峰 


We 見 補 ヶ 也 : 





「 火 の 山 の ツ リー ハッ ト 」 





石上 消 り 終わ っ た ら ど う や っ て 家 ま で 上 が っ て いく の 
か な ど 、 ス キー 場 が つい て いる 家 と し て アク ティ ビ テ ィ 
が も う 少 し 具体 的 に 見 える と よい な と 思い まし た 。 ま た 、 
特集 の 中 で 、 地 域 園 スケ ー ル で の 環境 と 建築 の あり 
方 まで 踏み 込ん で いる も の が も っ と あっ て も よい と 思い 
まし た 。 五 十 履 光 さ ん の 「 ニ セコ の 小さ な 住居 」 は 、 
いつ も の れ 十 風 さ ん の 作品 と は 少し 雰囲気 が 違う と も 
感じ まし た が 、 建 設 コ スト が 高騰 し て いる た め に 地場 
の 施工 慣習 に 則っ て 立ち 上 げた と いう 視点 で 見 る と 、 
今 の ニセ コ の 広い 意味 で の 環境 を 写す と いえ る か も し 


れ ま せん 。 
長谷 川 中 村 拓 志 さ ん の 「 火 の 山 の ツ リー ハッ ト 」 は 


クコ トド タイ ク ら し で つく の (した で の で す 2 の の イド 

スペ シフ ィ ッ ク だ し デザ イン の 趣味 性 も 強く 、 柱 に 無垢 

材 を 使う な ど 注 文 住宅 的 で 、 プ ロト タイ プ と し て どう 設 

計 し た の か 誌面 か ら は 分 か り ま せん で し た 。 

加 鉄骨 の 足場 に 木造 の 家 を 載せ る こと が プロ ト タ イ 

プ な の か な ど 、 何 が 型 と し て 設定 され て いる の か が 見 え 

る と よい の か も し れ ま せん ね 。 掲載 され た 情報 だ け だ と 

ビジ ネス と し て の 企画 が ちょ っ と 分 か り に くい と いう か 、 

この 先 の 展望 を も う 少 し 知り た いと 思い まし た 。 全体 を 

通し て 、 山 の 家 は 生き 方 や 環境 に つい て 考え られ た 作 

品 が 多かっ た の で す が 、 海 の 家 は どう し て も リゾ ー ト 感 

の ある 作品 に な り ま すね 。 こ の 違い は 一 体 何で し ょ うか 。 
長谷 川 確か に 日 本 で は 海 に 面 し た 住宅 作品 に 名 作 

が 少な いか も し れ な いで すね 。 

乾 石垣 島 に ファ ッ シ ョ ン ・ デ ザイ ナー の 別 六 を 訪ね 
た こと が ある の で す が 、 小 さ な 浜 辺 ま で が 敷地 で 、 浜 
辺 で リラ ックス し 、 防 風 林 は 海 まで 散歩 を する 楽し み と 

し て 使い 、 防 風 林 で 守ら れ た 土地 は 畑 に し て 農作物 を 

つく る よう な 、 小 宇宙 と も いえ る よう な 場所 で し た 。 こ 

の 方 の よう に 、 海 を 眺め る だ け で は な く て 、 海 際 と いう 

エコ トー ン を 利用 し な が ら 生 活 を 組み 立て る よう な 人 
が も っ と いて も よい の で は な いか と 思い ます 。 

石上 山 の 家 だ と 農業 や 目 給 目 足 な どの 暮らし が その 

場所 と 地 続き に 続い て いる も の が 多い で す が 、 海 だ と 

な か な か そこ な ら で は の 暮らし が 見 え に く いか ら か も し 

れ ま せん 。 海外 で も ライ フラ イン が な いよ うな と ころ に 

別荘 を 構え る 事例 も あり ます が 、 コ ロナ 往 で 海外 で も 

同じ よう な ムー ブ プ メ ント が ある の か 、 日 本 特有 の も の な 

の か 気 に な り ま し た 。 日 本 は 国土 が 狭く 都市 と 自然 の 

距離 が 近い た め 、 も し か し た ら そ の 特性 が 都市 と それ 
以外 の 環境 と の 新しい 関係 を 生み 出し つつ ある の か も 

し 2O 記 還 ん 。 まり ビー ドウ クー ニーク $ 志 た で WS 7 が 、 こ 

うし た 動き の 中 で 、 軽 井沢 や ニセ コ と いっ た 人 気 の 別 

荘 地 は 地価 が 高騰 し て 住め な く な り 、 さ ら に その 近辺 
に 移住 者 が 増え る 場合 も 多く な り そ う で す 。 ま た 別 斑 

地 で の 建築 単価 も 高騰 し 、 よ い 建 築 が で き な い 状況 
ゃ 実際 に 起こ っ て いま す 。 移住 者 が 増え る こと に 対す 
る 地元 の 人 びと の 思い な ど 、 移 住 が 増え る こと で 起こ 

る 現実 的 な 問題 も 無視 し て は いけ な いと 思い まし た 。 
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第 32 回 高松 品 殿 下記 


去る 9 月 14 日 、 日 本 美術 協会 (総裁 : 党 
葵 宮殿 下 ) は 、 第 32 回 高松 宮殿 下記 念 
世界 文化 賞 を 発表 し た 。 世界 文 化 賞 
は 、 国 際 理 解 の 礎 と な る 文化 芸術 の 発 
展 に 真 献 し た 芸術 家 に 感謝 と 敬意 を 捧 
げ 、 そ の 業績 を 称え る も の 。 世界 の 芸 


条 家 が 対象 で 絵画 、 彫刻 、 建築 、 音楽 、 


演 典 ・ 映 像 の 5 部 門 が ある 。 今 回 の 建 
薬 部 門 で は 、 オ ー ス トラ リア の グレ ン ・ 
マー カッ ト 氏 が 受賞 し た 。 本 賞 は 、 マー 





ント 


世界 文化 臣 発 表 


の 


カッ ト 氏 を 「 風 の 向き 、 気 温 、 周 囲 の 
光 な ど 環 境 的 要素 に 細心 の 注意 を 払 
いな が ら 、 オ ー ス トラ リア の 自然 環境 の 
恩恵 を 最大 限 に 活か し た 生活 空間 を 生 
み 出 す 」 と 評価 し た 。 マ ー カ ッ ト 氏 は 、 
シド ニー を 拠点 に 住宅 を 数 多く 手掛け 
て お り 、 代 表 作 に 「 ウ ォ ル シュ 認 」 や 「 ル 
ウィ ン ・ ア ンド ・ マ ー カ ッ ト 邸 」(『aru』 
0708) な ど が ある 。 な お 、10 月 に 予定 


され て いた 抽 賞 式 は 、 中 止 と な っ た 。 


左 : 「 ウ ォ ル シュ 邸 」(2005 年 、 オ ー ス トラ リア ・ ニ ュー サウ スウ ェ ー ル ス 州 )。* 
右 :・「 オ ー ス トラ リア ・ イ スラ ミッ クセ ンタ ー」 (2016 年 、 オ ー ス トラ リア ・ メ ル ボ ルン ) 。 











沈 川 秀樹 の 旧宅 を 安 膝 思 雄 氏 が 整備 へ 


去る 9 月 15 日 、 京 都 大 学 (総長 : 湊 長 博 ) 
は ノー ベル 賃 受 賞 者 で ある 湯川 秀樹 
氏 が 晩年 過ごし た 旧宅 を 、 安 藤 思 雄 
氏 の 設計 に より 2023 年 度 ま で の 整備 ・ 
完成 を 目指 す と 発表 し た 。 旧宅 は 
1933 年 に 建て られ た 木造 2 階 建て で 、 
%J225 坪 の 敷地 の 半分 以上 を 庭 が 古 


め 、 サ クラ や モミ ジ な ど 季 人 節 を 感じ る 
木々 が 植え られ て いる 。 長谷 工 コ ー ポ 
レー ショ ン が 親族 より 引き 渡し を 受け 、 
克 備 し た 後 、 京 都 大 学 へ 寄付 され る 。 
詳細 は ウェ ブサ イト 参照 。 
https://www.Kyoto-u.aC.]D/]a/ 
Tews/2021-09-22 


東京 海上 ビル ディ ング が 建て 替え へ 


去る 9 月 30 日 、 東 京 海上 日 動 は 前 川 悦 
男 設計 の 「 東 京 海上 ビル ディ ング 本 館 」 
『 新 建築 』7406) お よび 新館 を 建て 替え る 
と 発表 し た 。 新しい ビル の 設計 は レン ゾ ・ 


ビア ノ 氏 お よび 三菱 地 所 設計 が 担当 する 。 


これ まで に な い レ ベル で 国産 木材 を 活用 
し 、 世 界 最大 規模 の 木造 ハイ ブリ ッ ド 
構造 に よる オフ ィ ス ビル を 2028 年 度 に 
竣工 させ る こと を 目指 し て いる 。 現在 の 
ビル は 、 歴 史 的 価値 を 明らか に し 後世 
に 伝え る た め 、 有 識者 の 協力 を 得 な が 
ら 、 記 鍼 調査 と 継承 方 法 の 検討 を 行う 。 
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第 46 回 北海 道 建築 綱 


去る 10 月 1 日 、 日 本 建築 学会 北海 道 
文部 (支部 長 : 菊地 優 ) は 、 第 46 回 北海 
道 建築 賞 を 発表 し た 。 選考 委員 は 、 
加藤 地 (主査 )、 石 塚 和彦 、 植 田 暁 、 
小 洋 丈 夫 、 河 合 有 人 、 斉 藤 雅 也 、 佐 
朋 才 の 7 氏 。 北 海道 建築 近 は 北海 





左 : ! 北 海道 大 学 





医学 部 百年 記念 館 」。 右 : 「 伊 達 の 家 」。 


発表 


道 大 学 医学 部 百年 記念 館 」 新建 築 』 
2004) で 小澤 丈夫 氏 が 受賞 し た 。 ま た 、 
北海 道 建築 奨励 賞 は 「 伊 達 の 家 」( 本 
誌 1711) の 育 木 弘司 氏 と 、「 株 式 会 社 
所 藤 建 築 ア トリ エ 新 社屋 」 の 藤 謙一 
良 氏 が 受賞 し た 。 





2021 年 度 不 材 利用 優良 施設 コン クー ル 発 表 


去る 10 月 8 日 、 木 材 利用 推進 中 央 協議 
会 (会 長 : 鈴木 和雄 ) は 、2021 年 度 木材 
利用 優良 施設 コン クー ル の 受賞 施設 を 
発表 し た 。 本 賞 は 、 木 材 の 利用 推進 等 
に 寄与 する と 認め られ た 優良 な 施設 を 
表彰 し て いる 。 受賞 作品 は 下記 の 通り 。 
【 内 閣 絵 理大 臣 賞 】 ウレ 「 あ わく ら 会 館 」 
アル セッ ド 建 築 研 究 所 

【 農 林 水 産 大 臣 賞 】  「 高 惣 木工 ビル 」 
(『 新 建築 』2105) ニシ ェ ル ター 

【 国 土 交 通 大 臣 賞 】 じ 「 タ クマ ビル 新館 
(研修 セン ター) 」 三 竹 中 工務 店 大 阪 一 級 
建築 士 事務 所 

【 環 境 大 臣 賞 】 民 「 流 山 市 立 お お ぐろ の 
森 小 学校 」 日 本 設計 

【 林 野 庁 長官 賞 】「 木 下 町 役場 本 店 
舎 」 (『 新 建築 』 2105) = 千田 建築 設計 

レッ 「 桐 朋 学 園 宗 次 ホー ル 」 = 隈 研吾 建 
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2 「 あ わく ら 会 館 」。* 右 :「 高 惣 木 エ ビル 」。** 


策 都 市 設計 事務 所 十 前 田 建設 ・ 住 友 
林業 共同 企業 体 士 唐 澤 誠 建築 音響 設 
計 事 務 所 ノ ! 南 会 津 地方 広域 市 町 村 
圏 組合 ・ 新 消防 庁舎 」 ニ 福島 県 建築 
設計 協同 組合 

【 木 材 利用 推進 中 央 協議 会 会 長 人 】 

ジレ 「 滋 加 県 林業 会 館 」 三宮 村 太 設計 工 
房 ル 「 道 の 駅 し た ら ・ 設 楽 町 奥 三河 
閣 土 館 」 三 浦野 設計 十 乃 村 工 青 社 

ウレ! アネシス 茶屋 ヶ 坂 」(『 新 建築 』2008) 
ー 清 水 建設 尺 高輪 ゲー トウ ェ イ 駅 」 
(『 新 建築 』2005) 三 JR 東日本 建築 設計 十 
随 研 召 建築 都市 設計 事務 所 

【 審 倉 委 員 会 特別 賞 】 必 「 南 予 森 林 組 合 
新 事務 所 」 金 箱 構 造 設 計 事務 所 

レ 「KAKAMIGAHARA PARK 
BRIDGE」 = 飛騨 五木 十 goboc 設 計 事 
務 所 士 TAB 
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京都 市 京セラ 美術 館 開館 1 周年 記念 
モダ ン 建 築 の 京都 


開催 中 2021 年 9 月 25 日 2021 年 12 月 26 日 
京都 市 京セラ 美術 館 (京都 府 京都 市 ) 


プロ ジェ クト と し て の 建築 モノ と し て の 建築 

明治 維新 以後 に 建て られ た モダ ン 建 築 か ら 36 件 を 厳 
選 し 、400 点 以上 の 膨大 な 展示 物 に よっ て 紹介 する 「 モ 
ダン 建築 の 京都 」 が 、 昨 年 リニュ ー ア ルオ ー プ ブン し た 
京都 市 京セラ 美術 館 で 開催 中 だ 。「 モダ ン 建 築 」 と は 
「 明 治 か ら 昭 和 に か け て 建て られ た 洋風 建築 や 近代 和 
風 建築 、 モ ダニ ズム 建築 」 と され る 。 明治 以 降 に 大 き 
な 地震 や 戦火 を 免れ た 京都 は 、 近 代 化 の 過程 で 生ま 
れ た モダ ン 建 築 が 今 も 数 多く 残る 「 生 きた 建築 博物 館 」 
だ と 位置 付け られ て いる 。 

日 本 の 近代 化 は 日 本 的 価値 観 と 西洋 文明 と の 対立 と 
調停 の 歴史 と し て 語ら れる こと が 多い 。 本 展 で も 京都 
の 近代 化 は 「 革 新 と 伝統 へ の 双方 向 性 」 を も つと され 、 
これ が 全体 の 基調 を な す 。 明治 の 近代 化 を 知ら し め る 
た め に 開催 され た 第 4 回 内 国 勧業 博覧 会 と 、 時 を 同じ 
く 建設 され た 平安 神宮 の 「 應 天門 」(1895 年 )。 そ の 断 
面 図 に 描か れ た ステ ッ キ を も っ た 西洋 風 の 紳士 の 姿 は 
それ を よく 表し て いる 。 ま た 、 京 都市 役所 に 取り 入れ ら 
れ た イス ラム や イン ド の 意匠 、 会 場 で も ある 京都 市 京 
セラ 美術 館 の 千鳥 破風 は 、 日 本 と 西洋 を いか に 貞 ぐ か 
が 試み られ た 例 だ 。 展 示 は 7 攻 に 分 けら れ 、 打 舎 な ど 
の 官 に よる 近代 化 (て 3 章 ) か ら 始 まり 、 実 業 家 や 政治 
家 の 邸 宅 な ど 地位 を ボ す た め の 近 代 化 (2、3 章 )、 そ し 
て 民間 の 商業 ビル (5 章 ) や 住宅 地 開 発 (6 章 ) と いう よう 
に 、 近 代 化 が 庶民 の 暮らし へ と 徐々 に 広がっ て いき モ 
ダニ ズム 建築 へ と 至る 流れ が 分 か る 。 ミ ッ シ ョ ン 系 の 
近代 建築 を 紹介 する 4 芋 と 、 モ ダニ ズム の 成立 を 紹介 


する 7 攻 は や や 独立 し た 展開 を 見 せる 。 

基本 的 に 建築 は 動か すこ と が で き な い が ゆえ に 、 建 築 

の 展覧 会 で は 、 擬 似 的 に 「 建 築 」 を 存在 きせ る か 、 あ 

る い は それ が いか に 「 建築 」 で ある か の 説得 が 試み られ 
る 。1/1 の 模型 を つく っ て みた り 、 イ ンス タレ ーション を 

試み て みた り 、 あ る い は 模型 や 図面 の 中 に 建築 家 の 意 
図 し た 建築 性 を 読み 取ら せよ うと する 。 つ まり 、 動 か せ 
な い 建 築 を 展覧 会 の どこ に 位置 付け る か 、 見 る 人 と 建 
築 を どこ で どう 出会わ せる か が 建築 展 に お ける キュ レー 

ショ ン の 肝 で ある が 、 本 展 で は 建築 を 、 モ ノ と し て の 建 
築 物 と 、 コ ト と し て の 建築 プロ ジェ クト に 分 け 、 そ れ ぞ 
れ に 出会い 方 が 用 意 さ れ て いる 。 展示 室 に は 、 建 築 を 

直接 ・ 間 接 的 に 存在 させ て きた 無数 の モノ た ち (図面 や 
模型 、 パーツ の 雛形 や 建築 家 の 手 記 、 新 聞 記事 まで ) が 並べ ら 

れ て いる が 、 そ れ ら は バラ バラ な モノ で あれ ば ある ほど 、 
事 築 が 各 時 代 の 社会 状況 や 複数 の 主体 の 関係 性 の 網 

目 の 中 で 構築 され る コト (プロ ジェ クト ) で ある こと を 示す 。 

新 国立 競技 場 を めぐ る 末 に も 明らか な よう に 、 建 築 
を 建築 家 に よる 創作 物 だ と 見 な す 「 モ ダン 」 な 考え が 限 
界 を 迎え る 中 、 建 築 の プロ ジェ クト と し て の 側面 を 公共 
の 場 に お いて 提示 する こと の 意義 は 小さ く は な い だ ろ う 。 
そし て 、 も う 一 方 の モノ と し て の 建築 は 「 生 きた 建築 博 
物 館 」 で ある 京都 の まち に ある 。 会 期中 は 数 多く の イベ 
ント が 予定 され 、 カ タロ グ は ガイ ドブ ッ ク と し て の 役割 
を 担い 、 さ ら に 音声 ガイ ド は 会 場内 は も ちろ ん 、 ま ちの 

中 で 実際 建物 を 目 に し な が ら 聞 く こ と が で きる 。 関連 イ 

ベン ト の 域 を 超え た 展開 に 、 企 画 者 で ある 前 田 商 武 氏 

の キュ レー ショ ン が 光る 。 

最後 に 本 展 の 成立 に は 、 京 都 の 近代 建築 を 長年 に 互 っ 

て 研究 され て きた 建築 史家 た ちの 研究 成果 が 欠か せな 
いも の で ある こと を 記し て お きた い 。 加 えて 、 準 備 の 中 
で これ まで 新しい 発見 や 、 初 め て 公開 が 許可 され た 展 


建築 家 ・ 坂 倉 準二 と 高島 屋 の 戦後 復興 


ー! 輝 く 都 市 」 を めざし て 一 


開催 中 2021 年 9 月 15 日 選 2022 年 2 月 13 日 
高島 屋 史 料 館 TOKYO 4 隊 展 示 室 (東京 都 中央 区 ) 


坂倉 準 三 の 仕事 と 高島 屋 の 戦後 復興 を 紹介 する 本 展 。 
監修 は 松隈 洋 氏 。 坂 倉 が 設計 を 手がけ た パリ 万 国 博 
覧 会 日 本 館 (937 年 ) の 内 部 造作 と 小物 の 制作 を 受注 し 
た の が 高島 屋 で 、 こ の 仕事 が きっ か け と な り 、 両 者 は 
信頼 関係 を 築き 、 そ の 後 の 仕事 へ と 発展 し て いく 。 

会 場 は 、 坂 倉 と 高島 屋 の 出会い に は じ ま り 、 戦 後 の 厳 
し い 建 築 資材 統制 の も と 、 簡 素 な 木造 な が ら 画 期 的 な 
スロ ー ブ と スキ ッ プ フロ ア で 構成 し た 「 高 島屋 租 山 文 
店 」(Q948 年 )、 太 平 洋 戦争 で 被災 し た 大 食堂 を 売り 場 


へ 改修 し た 「 高島 屋 大 阪 難 渡 新 館 改 増築 」 (1950 年 ) と 、 


戦後 の 復 馬 に 大 きく 頁 献 し た 仕事 が 紹介 され る 。 ま た 、 
これ ら の 実績 の も と に 、 溢 谷 を ひと つの ター ミナ ルビ ル 


と し て まとめ た 「! 湾 谷 東 急 会 館 」 (954 年 )、 高 島屋 大 阪 
店 本 館 の 西側 に 建ち 、 難 流 駅 コン コー ス と 接続 させ た 
南海 会 館 」(957 年 ) と 、 坂 倉 は より 都市 デザ イン へ と 
関わ っ て いく 。 そ し て 国鉄 、 京 王 、 小 田 急 、 地 下 鉄 を 
含む 、 巨 大 ター ミナ ル 新 宿駅 の 「 新 宿 西口 広場 ・ 地 下 
駐車 場 」(1966 年 )、「 小 田 急 ビル 」(1967 年 ) を 手がけ る 
こと と な る 。 会 場 に は 当時 の 図面 や 写真 の ほか 、「 高 島 
屋 和 歌 山 文 店 」 の 復元 模型 や CG、 さ ま ざ ま な メデ ィ ア 
の 記録 な ど が 時 系 列 に 並ぶ 。 川 の 流れ の よう に 淀 む こ 
と の な い 動 線 を 特徴 と し た 駅 と 百貨 店 に よる ター ミナ ル 
ビル を 軸 に 、 坂 倉 の 日 本 の 都市 空 間 へ の 実 貴 を 体系 化 
し た 展示 と な っ て いる 。 


示 物 が あっ た と いう 。 ま た 論文 集 の よう な か た ち で 人 研 
究 成果 が まとまる の と は 異な り 、 バ ラバ ラ な 場所 に 保管 
され て いた 史料 た ち が 一 堂 に 会 し 、 こ れ ま で と は 異な 
る 角度 か ら モ ノ 同 士 の 連関 を 問い 直す こと が で きる か も 
し れ な い 。 こ の よう な 調査 ・ 研 究 と 展覧 会 の お いし い 


関係 が 、 今 後 さら に 追求 され て いく こと を 期待 し た い 。 
UI 勝 真一 








中 FT 


・ 下 : 会 場 風景 。 模型 や パー ツ の 雛形 な ど が 並ぶ 。 





上 : 新宿 西口 広場 (1969 年 6 月 28 日 )。 撮 影 : 山田 傘 二 。 
下 : 会 場 風 景 。 中央 手前 は 「 高 島屋 和歌 山 支店 」 復元 模型 。 
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: 京都 市 京セラ 美術 館 。 本 展 の 会 場 で あり 、 第 3 章 で 結 介 
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"と を X 教養 と し て の 都市 論 
市 * | | 到 | 感性 を 刺激 する 33 和 
こん 1 Ye ll 有 
り 


に 
居 
に 


( 四 大 判 ノ 256 頁 ノ 2.090 円 / 国 社 
三浦 展 氏 が 、 生 きた 都市 の 魅力 を 感じ た と 思う 本 を ノン ジャ ン ル で 紹介 する エッ セ 
イ 。! 都 市 論 や 都市 計画 の 名 著 の 案内 書 で は な い 」 と 冒頭 に ある よう に 、 全 33 冊 
の 中 に は アー ティ スト や イラ スト レー ター、 マ ー ケ ッ タ ー の 本 な ども 含ま れ 、 国 や 
時 代 も 、 都 市 を と ら え る 視点 も さま ざま 。 そ ん な 中 で も 共通 する の は 、 各 書 の 著者 
が 街 を 歩き 回 り 、 人 びと の 日 常 を 観察 する 中 で 肌 で 感じ た 都市 を 伝え て いる と いう 
点 で ある 。 そ の 伝え 方 も 、 言 葉 の 描写 で あっ た り 写 真 や スケ ッ チ ナ 、 デ ー タ に まとめ 
た 分 析 な ど 多 岐 に 渡る 。 ま た 三浦 氏 に よる 紹介 の 仕方 も 一 様 で は な く 、 自 身 の 感 
覚 や 体験 と 結び つけ 、 時 間 軸 の 中 で 世界 の 都市 の 様子 を 比較 する な ど 、 そ の 本 の 
魅力 と 共に 三浦 氏 の 都市 観 が 伝わっ て くる 。「 都 市 の 本 は 都市 の よう に 楽し いも の 
で ある べき 」 と いう 通り 、 多 様 な 世界 を 知り その 奥深 さ に 学べ る 。 (yU 


MaaS が 地方 を 変え る 
地域 交通 を 持続 可能 に する 方 法 


森口 将 之 著 


地方 で も で きる 、 |: 
地方 だ か 6 で きる 1 ペー 


L] | も 1 il ld1 ru Ui「1rT | 
了 主 アー 生 よ も て の 林 禁 性 関 も 。 6 | 


(A5 判 ノ 200 頁 ノ 2.530 円 ノ 学 芸 出版 社 ) 


現在 、 地 方 の 公共 人 稀 通 は 人 口 減少 に よる 利用 減 に 加え 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 影響 で 
十 境 に 立つ 。 著 者 は 、 合 理性 を 追求 し て 大 量 輸 送 を 目指 す 従来 の 方 式 で は な く 、1CT 
(mformation and Communication Technology) を 活用 し て 複数 の モビ リティ の 情報 を 単 一 
の サー ビス で 統合 する ! MaaS (Mobiity as a Service)」 に 看 目 する 。 移動 の 快適 性 を 高 
め て 付加 価値 を 与え る と いう 方 向 性 だ 。 本 書 は 、 国 内 の MaaS 導 入 に 向け た 先進 事例 
を 紹介 。 自 動 運転 や 背 認 証 シ ステ ム な ど に より 利便 性 を 高め る だ け で な く 、 沿 線 の 施 
設 丈 備 や 周辺 の 店 舗 情 報 の 提供 な どの 施策 と 運動 させ 、 市 街 地 の 溢 洞 化 や 集落 の 維 
持 と いう 課題 解決 に まで 射程 を 広げ た 取り 組み が 目立つ 。 著 者 は 、MaaS は あく まで 
交通 改 時 ツー ル の ひと つと 説く 。 交 通 改 革 を まち の 魅力 向上 に まで 昇華 する に は 、 行 
政 や 事業 者 の 工夫 が 欠か せな い 。 これ か ら の 交通 政策 の 指針 と な る 1 冊 で ある 。(kms) 
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| 吾 建 築 パ ー ス 
| 進 近 漂 を 自 存 に 撮る 2?6 の 単 括 まき 和 














直 建 築 パ ー ス 
可 近 法 を 目 在 に 操る 26 の 手描き 術 


田中 知之 編 








星 理 芋 国 























"タナ バー" 調 症 衝 工夫 生 間 


(B5 変 型 判 ノ 128 真 ノ 3.300 円 ノ 学 芸 出版 社 ) 


著者 が 描く パー ス は 、 そ の 構成 や さま ざま な 情報 を 盛り 込ん だ 表現 が 特徴 的 で 、 建 
築 界 の 一 部 で 「 田 中 さん の パー ス 」 を 略し た 「 タ ナパ ー」 と いう 名 で 呼ば れる 。 本書 は 、 
タナ パー の 独特 な 空気 感 を 出す 描画 法 を 26 の パー ス 術 と し て 具体 的 に 整理 。「 い い 
加減 に 描く 」 と いう タイ トル の 序文 で は 、 手 描き パー ス の 魅力 は 手描き 特有 の いい 加 
減 さ 、 つ まり 、 正 確 さ に 基づく 自由 な 応用 で ある こと が 主張 され る 。 本編 で は 最初 に 
バリ エー ショ ン 豊 か な 図法 や 表現 の 全体 像 を 見 せ 、 何 を 伝え 、 何 を 印象 に 残し た い 
か に 合わ せ た そ の 選び 方 を 紹介 する 。 そ の 上 で 、 作 図 の 基本 か ら 応 用 まで を 幅広 く 
解説 。 応 用 で は 、 手 描き パー ス で し か 表現 で き な い 地平 を 湾曲 させ た 表現 や 、 効 
果 的 に 視線 を 誘導 する 方 法 な ど を 画家 の 技法 な ど を 引用 し な が ら 説 明 し て いる 。 建 
築 を 効果 的 に 伝え た い 時 に 頼り に な る 、 く り 返 し 読み た く な る 1 冊 だ 。 (ab) 























都市 建築 TOKYO 
キ _ 超 高層 の あけ ぼ の か ら 
都市 再生 前 夜 ま で 


] 信 護 部員 建築 TOKYO 編 集 委 員 会 編著 


(A5 判 ノ 252 頁 ノ 2 970 円 ノ 鹿 島 出版 会 ) 


日 本 初 の 超 高 層 ビ ル 「 霞が関 ピル ディ ング 」 新建 築 』6806) 竣工 か ら 約 50 年 間 の 東京 
者 の 都市 史 を まとめ た 1 冊 。 本 書 で は ! 都市 建築 」 を ! 東京 区 部 に あり 、 時 代 の 公益 
的 な 思潮 を 切り 拓く 建築 」 と 定義 し て 、 都 市 と 建築 の 新しい 関係 を 構築 し て きた プロ ジェ 
クト を 紹介 。 編 著者 の 中 に は 各 プ ロジ ェクト に 携わっ た 実務 者 も 多く 、 酸 要 や 解説 だ 
け で な く 、 設 計 に 込め た 都市 建築 に 対す る 思想 も 語ら れる 。 霞が関 ビル ディ ング で は 、 
公共 空間 が 貧弱 だ っ た 当時 の 社会 育 景 を 受け 、 建 設 委 員 会 会 長 の 氷室 捧 夫 氏 が 掲 
げた 「 人 間 力 の 回 復 」 と いう 思想 の も と 、 ビ ル 前 面 の 公開 空地 が 計画 され た 。 それ は 
後 の 都市 計画 法 改 正 に も 影響 を 与え 、 東 京 の 都市 空間 の 劇 的 な 変容 に 繋が る 。 激 し 
く 変 化し て きた この 50 年 に 既成 概念 を 越え よう と し た 都市 建築 か ら は 、 埋 想 と 現実 が 


せめ ぎ 合 いな が ら も 、 い まだ に 変化 し 続け る 都市 空間 の 実情 が 読み 取れ る 。 (noc) 





House / shop F 

- 掲載 : 10-21 頁 
相 屋 

代表 ・ 今 回 の 現場 監督 松本 繁雄 

規模 4 名 


所 在 地 愛知 県 春日 井 市 気 噴 町 北 1-32 
電話 番号 0568-58-2263 
nttp:/Www.hacoya.net 

最近 施工 し た 作品 

大幸 の 舎 」 服部 信康 (本 誌 2109) 

「 大 高 の 家 」 谷 尻 誠 十 吉田 愛 十 岩 竹 俊 範 (本 誌 2104) 
COMMENT 


SMTP 和 WeOHMs4 計 0 


監督 の 松本 さん に は 設計 時 か ら 相 談 に 乗っ て い 
た だ き 、 設 計 側 の 想い に 真 茹 に 向き 合っ て くだ 
さい まし た 。 ま た 職人 さん の 技術 も 高く 、 医 し 


い 納 まり や 精度 を 求め られ る 仕上 げに 対し て も 、 


細部 まで 」 寧 に 施工 し て いた だ きま し た 。 松本 
さん 、 職 人 さん 、 ス タッ フ の 皆さん が チー ム と 
し て 熱心 に 取り 組ん で くだ さる 姿勢 に は 、 硫 い 
結 頼 を も っ て 仕事 を する こと が で きま し た 。 


昌 ^ 


(木村 吉成 十 松 本 尚子 ) 
城 の 家 
掲載 : 22-31 頁 
門 西 建築 
代表 上 門 西 健二 
規模 3 名 


所 在 地 静岡 県 袋井 市 下山 梨 598-1 
電話 番号 090-2577-8011 


G-NEST 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 佐藤 寺 麻 
規模 3 名 


所 在 地 静岡 県 沼津 市 東 椎 路 456-1 
電話 番号 055-924-7760 
COMMENT 


施工 経験 豊富 な 佐藤 寺 磨 氏 の 協力 の も と 、 


各 業 者 と の 連携 も 素晴らし いよ い チ ー ム で し た 。 


私 の ディ テー ル に 対す る 細か な 要求 に 対し て も 
前 向き に 考え て くだ さり 、 品 質 に 対し て は 安心 
で きる 現場 で し た 。 ま た 、 最 初 か ら 最後 まで 現 
場 大 工 仕事 を 担当 され た 濱田 氏 に も 頭 が 上 が 
り ま せん 。 木 の 螺旋 階段 は 濱田 氏 の 秀作 で す 。 
工期 凍 工 時 和 PPM 
れ を 取り まし た が 、 現 場 監督 や 大 工 さ ん の 頑 束 
り の お か げ で 後半 は 円 滑 に 進み 、 工 程 も 最後 


は 巻き 返し て 、 予定 通り 終え る こと が で きま し た 。 


コス ト 建 主 や 設計 者 の 変更 要望 に 対し て 柔 
軟 【 1 間隔 本 IM 元請け の 門 西 建築 
に は 苦労 を か けた こと と 思い ます 。 金額 は 良心 
AN 
その 他 今回 、 門 西 建築 に G-NEST の 佐藤 氏 
が 現場 監督 と し て 途中 加わ っ て いた だ き 、 業 者 
の 方 が た を 交え て 切 企 隷 磨 し て つく り 上 げ ま し 
た 。 特殊 ディ テー ル に つい て も 、 日 が 暮れ る ま 
で 話し 合い 細か な と ころ まで 誠実 に ご 対応 いた 
だ け ま し た 。 門 西 建築 代表 の 門 西 氏 、G-NEST 
の 佐藤 氏 の 両者 は 今回 初め て の コラ ボレー ショ 
ン で し た が 、 連 携 も うま くい き 、 お ふた り の 人 
柄 の お か げ で と て も 気持 ちの よい 現場 と な り ま 
し (矢野 健太 手塚 建築 研究 所 ) 


家 と 話 と 代 

掲載 : 32-41 頁 
コ ボ ッ ト ハ ウス 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 小堀 折 郎 
規模 1 名 
所 在 地 神奈 川 県 藤沢 市 准 沼 橘 2-5-11 
電話 番号 0466-24-5585 
https://Wwww.kobbotto-house.com 
COMMENT 
奥まっ た 敷地 と 母屋 の 老朽 化 に より か な り の 攻 


工事 と な り ま し た が 、 地 元 の 腕 の 確か な 職人 さ 
ん と お 付き 合い され て お り 、 最後 まで 丁寧 に 施 
工 し て いた だ きま し た 。 建築 家 と の 仕事 も よく 
され て いる 工務 店 で 、 こ ちら の 提案 する 難し い 
納まり も 時 間 を 取っ て 議論 し な が ら 進 め る こと 


が で きま し た 。 (藤井 愛 ノ ム ト カ 建築 事務 所 ) 
中 目 の 旗 潮 

掲載 : 42-49 頁 
宋 建 


代表 酒井 家 雅 

今回 の 現場 監督 酒井 俊 

規模 3 名 

所 在 地 東京 都 板橋 区 弥生 町 5-7 

電話 番号 03-5926-8535 
nttD:/Www.el-ken.CO.jD/cOmDany 

最近 施工 し た 作品 

「 ヤナ カノ イエ 」 比 護 結子 十和田 七 車 (本誌 
2105) 

COMMENT 

施工 現場 監 は 経験 豊か な 方 で 設計 者 の 
意図 を 流 み 取り 、 詳 細 ま で こだわ っ て くだ さい 
まし た 。 ま た 変更 点 も 含め て 柔軟 に 対応 し て い 
た だ き 、 手 間 を 惜しま ず 丁 寧 に 施工 し て くだ さ 
いま し た 。 

工期 現場 で の 変更 な ど を 含め 丁寧 に 対応 
し て いた だ きま し た 。 

コス ト 適正 価格 で 変更 に お いて も 和 柔軟 な 対応 
を し て いた だ きま し た 。 (大崎 真 幸 / SALHAUS) 


下鴨 の 家 

掲載 : 50-57 頁 
ー ト ホー ム 
代表 彰 供 弘 
今回 の 現場 監督 林 正 人 
規模 9 名 
所 在 地 京都 府 京都 市 下京 区 河原 町 通 松 原 上 
る 2 丁目 冨永 町 356 sakura ビ ル 5F 
電話 番号 075-381-8772 
https://www.arthome-kyoto.com 
COMMENT 
施工 設計 者 の 意図 を 確認 し な が ら 、 丁寧 
に 進め て いた だ いた と 思い ます 。 木工 事 を は じ 
め 、 取 り 合 い の 難 し い 板 金 の 加工 や 、 木 造 の 上 
に 鉄骨 の フレ ー ム を 乗せ る 架 構 の 車 要 な 部 分 
サッ シ 回 りな ど 、 工 事 全般 に わた り 難 し い 納 ま 
り に 常に 前 向き に 取り 組ん で いた だ きま し た 。 

( 畑 友 洋 ) 


大 島 の 住居 

掲載 : 66-75 頁 
川下 建設 
代表 川下 征 英 
今回 の 現場 監督 中 山 孝 史 
規模 8 名 
所 在 地 愛媛 県 西池 市 新 田 215-1 
電話 番号 0897-55-4147 
https://Wwww.kawashita.cO.」D 
最近 施工 し た 作品 
「 風 と 水 と 間 の 家 」 松田 裕介 十 池 内 健 (本誌 
2003) 
COMMENT 
施工 新しい こと へ の チャ レン ジ を 前 向き に 
と ら え て くだ さる 代表 の 川下 さん と 、 難 し い 納 ま 
り を 楽し みな が ら 、 設 計 者 より も 繊細 な 目線 で 
施工 し て くだ さる 現場 監督 兼 棟 染 の 中 山 さ ん が 
いた か ら こ そ 完 成 し た プロ ジェ クト で し た 。 毎日 
の よう に 現場 写真 を 共有 する だ け で な く 、3D モ 
デル と 逐次 比較 し な が ら 現 場 を 進め て くだ さり 、 
杯 方 で あり な が ら も まっ た く 距 離 を 感じ させ な 
いや り 取 り を 行う こと が で きま し た 。 
コス ト 建 主 や 設計 側 の 要望 を 深く 流 ん で くだ 
さり 、 度 重なる 設計 変更 に も 根気 強く 付き 合 


CONSTRUCTI N 
施工 会 社 & 現場 監督 紹介 


て いた だ きま し た 。 あら ゆる 局面 で 合理 的 か つ 
決し て 妥 協 の な い 提 案 を し て いた だ き 、 コ スト 
を 抑え な が ら も 濃密 な 空間 が 実現 で きま し た 。 
その 他 打合せ の 度 に 新しい アイ デア が 生ま れ 
る 、 創 造 的 で 楽し い 現 場 で し た 。 今回 の プロ ジェ 
クト で は じ め て お 世話 に な り ま し た が 、 ぜ ひと 


も また ご 一 緒 し た い 工 務 店 で す 。 (島田 陽 ) 
塩屋 の 住居 2 

- 掲載 : 76-83 頁 
住人 


代表 堀内 行 治 
今回 の 現場 監督 前 田宮 太 
規模 11 名 
所 在 地 大 阪 府 東大 阪 市 大 運 北 4-4-26 
電話 番号 06-6727-5082 
httD://WWwW.juki1001.co.jp 
最近 施工 し た 作品 
武庫 川 の 住居 」 島田 陽 ( 本 誌 2106) 
hen 島田 陽 ( 本 誌 1802) 

葉山 の 住居 」 島田 陽 ( 本 誌 1604) 
Cal 
施工 前 面 道路 は 急斜面 か つ 車 が すれ 違え 
な い ほ ど 狭 い 私 道 で 、 敷 地内 に 重機 が 入れ な 
いと いう 攻 工 事 敷 地 で し た が 、 快く 引き 受け て 
下さ いま し た 。 小さ な 家 で す が 大 工 ふ た り 体 制 
で 、 細 か な 納まり まで 確認 し な が ら 進 め て いた 
だ き 大 変 助 か り ま し た 。 


コス ト 見 積 後 の 設 計 変 更 が 度々 あり な が ら 


も 、 毎 度 の コス ト 調 整 に 真 撃 に ご 協力 いた だ き 
二 し 2 (島田 陽 ) 
IBIS SENDAGAYA 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 机 載 ・ 84-91 頁 
大 原 工務 所 

代表 大 原 彰 

今回 の 現場 監督 菊池 聡 

規模 5 名 


所 在 地 東京 都 新宿 区 須賀 町 13 大 久保 ビル 2F 
電話 番号 03-3351-9259 
https://ooharakoumusyo.com 

最近 施工 し た 作品 

「Overlap House」 平田 晃久 (本誌 1809) 
「Tree-ness House」 平田 晃久 (本 誌 1712) 
COMMENT 

施工 複雑 な 形状 や 特殊 な 素材 や 納まり に 
対し て も 、 設 計 意 図 を 尊重 し な が ら 設 計 者 と 共 
に 施工 方 法 を 検討 下さ り 、 そ し て それ を 精度 高 
く 施 工 し て 下さ り 、 自 分 た ちの よう な 現場 経験 
値 の 浅い 設計 者 に と っ て は と て も 心強い 工務 店 
さん で し た 。 

工期 工期 を 正確 に 見 積もる の も 難し いよ う 
な 建物 で し た が 、 最 大 限 尽力 いた だ けた と 思い 
ます 。 

コス ト 工費 の 見 積 り も 難し か っ た と 思い ます 
が 、VE や 変更 な ども 含め て 誠意 ある 対応 を し て 
いた だ けた と 思い ます 。 

その 他 難し い 意 匠 の プロ ジェ クト に も 積極 的 


に チャ レン ジ す る 姿勢 の お か げ で 、 苦 労 を か け 
た と は 思い ます が 気持 ちよ く 協 働 す る こと が で 
IE (小室 舞 ) 
上 高 脚 校 

掲載 : 92-99 頁 
区 陽 
代表 勝又 忠夫 
今回 の 現場 監督 加藤 勝 
規模 15 名 


所 在 地 東京 都 杉並 区 西銘 北 3-12-6 

電話 番号 03-5303-0966 
https://Wwww.sShow-yO.com 

最近 施工 し た 作品 

「 棚 畑 ハ ウス 」 平井 充 十 山 口 紗 由 (本 誌 2108) 








石神 井 台 の 家 」 野上 真太郎 (本 誌 2007) 

井の頭 の 家 」 佐 久間 徹 ( 本 誌 1809) 

COMMENT 

施工 制作 家具 な ども こなす 優秀 な 専属 大 

工 を 数 人 抱え て いる の で 自由 度 が 高い 。 

工期 現場 で 変更 な ど 対 応 し て も らい な が ら 

も 契約 工期 通り に 竣工 。 

コス ト 適正 価格 で あり な が ら 融 通 が きく 幅 を 

も っ て いる 。 

人 材 ・ 人 柄 担当 者 が 設計 出身 の た め 設 計 者 

の 求め る 意図 と の 意思 貴 通 が し や すい 。 
(平井 充 十 山口 紗 由 ) 


風 越 の 家 

掲載 : 100-107 頁 
新建 築 
代表 小林 大 悟 
今回 の 現場 監督 大 井 純 司 三井 勇人 
所 在 地 長野 県 北佐久 郡 軽 井沢 町 軽井沢 東 29-5 
電話 番号 0267-42-7777 
nttp:/Www.shinkenchiku.jp 
COMMENT 
施工 軽井沢 の 豊富 な 経験 を も と に 設計 意 
図 を 流 ん だ 施工 提案 を し て いた だ きま し た 。 特 
に 長寿 命 建築 を 実現 する た め の 施 工 ア ドバイ ス 
を 適時 いた だ きま し た 。 
工期 短い 工程 を 柔軟 に 組ん で いた だ ぎました 。 
コス ト 幾度 も の 増減 に ひと つ ひ と つ 誠 実に ご 
RUVG だ さき まし た 。 
その 他 社長 は じ め 、 社 員 一 同 「 一 期 一 会 」 と 
いう 言葉 が ぴっ た り の 施工 会 社 さ ん で す 。 


(加藤 医 毅 ) 
lsechoNEST 
掲載 : 108-115 頁 
昭和 未来 
代表 平石 文 
今回 の 現場 監督 平石 文雄 演 田 芝 
規模 10 名 


所 在 地 東京 都 小 金井 市 本 町 2-8-27 

電話 番号 042-385-8819 
httD:/Www.shouwamiki.co.jD 
COMMENT 

度々 お 世話 に な っ て いる 工務 店 さん で す が 、 い 
つも 良心 的 で 誠実 な 施工 を し て いた だ いて いま 
す 。 職人 さん も と て も 誠実 な 方 ば か り で 、 設 計 
も 含め て みん な で コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取り な が 
ら 進 め ら れ た こと に 大 変 感謝 し て いま す 。 超え 
な けれ ば いけ な い ハ ー ド ル が 多く あり まし た が 、 
昭和 未来 さん の 尽力 に より 完成 する こと が で き 
た こと は いう まで も あり ませ ん 。 難し いこ と に も 


一 緒 に 挑戦 し て いた だ いて 、 本当に 感謝 し て い 
の (宇津 木 診 行 十 高橋 良 弘 ) 
SUGAR CUBE 

( 掲載 : 116-123 頁 
内 田 産業 

代表 内 田 嘉 哉 

規模 46 名 


所 在 地 埼玉 県 川越 市 小 ケ 谷 253 
電話 番号 049-242-0650 
httD:/Www.uchida-SangyOu.CO.」D 
COMMENT 
は じ め て お 付き 合い させ て いた だ く 施 工 会 社 さ 
ん で し た が 、 担当 の 相川 さん が と て も 丁寧 に 対 
応 し て くだ さり 、 茂 し い 予 算 で あり な が ら 実 現 
IE 現場 は 若い 監督 さん 
ー 生 懸命 な 次 に と て も 好感 が も て 、 話 し 合 
1 人 063MPir ik 
次 回 も お 願い し た いと 思う 監督 さん で す 。 社長 
さん を は じ め 、 皆 さん が と て も きめ 細やか な 対 
応 を し て くだ さり 、 安 心して 竣工 まで 迎え られ ま 
し た 。 (保坂 恵 / 保坂 猛 建 築 都 市 設計 事務 所 
202111 161 


2 点 撮 影 : YOSUKE OHTAKE 


四 畳 午 キモ ュー ブ の 家 

掲載 : 124-131 頁 
トー タル トー ク 
代表 ・ 今 回 の 現場 監督 
規模 6 名 
所 在 地 大 阪 府 大 阪 市 生野 区 容 東 1-5-13 
電話 番号 06-6758-0954 
nttp:/www.total-talK.jp 
最近 施工 し た 作品 
上 の 敷地 の 住宅 」 興和 田 健 (本誌 2004) 
COMMENT 
経験 豊富 で 仕事 熱心 な 現場 監督 で し た 。 コ ス 
ト ・ 工 期 を 考慮 し な が ら 設 計 者 の 意図 を 読み 取 
り 、 と て も 丁寧 な 仕事 を し て いた だ きま し た 。 


戸山 浩 


規模 11 名 

所 在 地 岐 阜 県 岐阜 市 数 田 東 1-5-29 

電話 番号 058-273-3173 
https://gifu-yasuda.cO.jD 

最近 施工 し た 作品 

「HINO1」 武藤 圭太 郎 (本 誌 1907) 

「GFU」 新関 謙一 郎 (本 誌 1401) 

各務 原 の 家 」 森 清 敏 十川 村 奈 津 子 名 和 研 二 
(本 誌 0512) 

COMMENT 

施工 軸 組 が 複雑 な 木造 建築 で し た が 、 精度 
よく 施工 し て いた だ け ま し た 。 各 下請 業者 さん 
も と て も 協力 的 で し た 。 

コス ト 見 積もり 後 の コ スト の 調整 に も 協力 的 


(濱田 猛 ) "で し た 。 (武藤 圭太 郎 
垂井 の 森 の 2 世帯 住居 昌 の 家 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 一 摺 載 ・ 132-139 頁 掲載 : 140-145 貞 
安田 建設 工業 相崎 工務 店 
代表 安田 知 永 代表 ・ 今 回 の 現場 監督 相崎 高志 
今回 の 現場 監督 河野 真也 規模 2 名 
A RC HI1T ヒ EC「TS 





建築 家 プ ロフ ィ ー ル 





建築 家 情 報 





木村 吉成 (きむ お ら ・ よ し な り ) 
( 不 村 吉 成 ・ 上 ) 1973 年 和歌 山県 生ま れ / 1996 年 大 阪 芸術 大 学芸 術 学部 建築 学科 傘 業 (根岸 一 之 に 師事 ) / 狩野 忠正 建築 研究 所 を 経て 、2003 年 木村 松本 建築 設計 事務 
所 を 設立 ノ 現在 、 大 阪 芸術 大 学芸 術 学部 建築 学科 准 教 授 
(松本 向 子 ・ 下 ) 1975 年 京都 府 生 まれ / 1997 年 大 阪 芸術 大 学芸 術 学部 建築 学科 傘 業 (根岸 一 之 に 師事 ) / 2003 年 木村 松本 建築 設計 事務 所 を 設立 ノ 現在 、 大 阪 市 立 大 学 、 
大 阪 市 立 大 学 大 学院 、 京 都 芸術 大 学 非常 勤 講師 


松本 尚子 (まつ も と ・ な お こ ) 


1.「house H / studio H 」 (京都 府 京都 市 ノ 2021 年 ) 


木村 松本 建築 設計 事務 所 


手塚 貴 晴 (て づか ・ た か は る ) 手塚 由比 (て づか ・ ゆ い ) 





2000 年 「 鎌 倉山 の 家 」 (本誌 9911) で 東京 建築 士 会 住宅 建築 賞 受賞 
えん 」(『 新 建築 』 0705) で 2008 年 日 本 建築 学会 党 、2009 年 日 本 建築 家 協 会 賞 受 賞 、2011 年 OECD/CELE に よる 世界 で も っ と も 優れ た 教育 施設 に 選定 / 2013 年 「Ring 
Around a Tree」 で グッ ド デ ザ イン 金賞 受賞 、 日 本 建築 学会 作品 選 奨 ノ 2014 年 「 茅 ヶ 崎 シ オン ・ キ リス ト 教 会 ノ 聖 鳩 幼 稚 園 」 で グッ ド デ ザ イン 賞 、Iconic Awards Architecture 
受賞 ノ 2017 年 「 あ さ ひ 幼稚 園 」( 新 建築 』 1210) で こども 環境 学会 デザ イン 賞 受 賞 ノ 主 な 著書 に 『 手 塚 貴 晴 十 手 塚 由比 建築 カタ ログ 』(2006 年 、TOTO 出 版 ) 『 手 塚 貴 晴 
十 手 塚 由比 建築 カタ ログ 2』(2009 年 、TOTO 出 版 )『 手 塚 貴 晴 の 手 で 描く パー ス 』 (2009 年 、 彰 国 社 ) 『 や ね の いえ 』 (2014 年 、 平 凡 社 ) 『 手 塚 貴 晴 士 手塚 由比 建築 カ 
タロ グ 3』(2015 年 、TOTO 出 版 ) ほか 


建築 家 情 報 


1.「M 邸 」( 長 野 県 北佐久 郡 軽井沢 町 / 2021 年 ) 


2. Facebook : http:/vww.facebook.corytezuka.arch 


村山 徹 (むら や ま ・ と お る ) 
(村山 徹 ・ 上 ) 1978 年 大 阪 対生 まれ / 2004 年 神戸 芸術 工科 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ノ 2004 て 12 年 青木 浮 建 築 計 画 事務 所 ノ 2010 年 ム ト カ 建築 事務 所 共同 設立 / 現在 、 
関東 学院 大 学研 究 助 手 
(加藤 亜矢 子 ・ 下 ) 1977 年 神奈 川 県 生ま れ / 2004 年 大 阪 市 立 大 学 大 学院 前 期 博士 課程 修了 ノ 2004 て 08 年 山本 埋 顕 設計 工場 ノ 2010 年 ム ト カ 建築 事務 所 共同 設立 ノ 
2020 年 博士 (学術 ) ノ 現在 、 奈 良 女子 大 学 准 教授 


建築 家 情 報 





16 2 


202111 


手塚 建築 研究 所 


加藤 亜矢 子 (か と う ・ あ や こ ) 


ム ト カ 建築 事務 所 


IN BETIWEEN 


所 在 地 群馬 県 渋川 市 中 村 695 


電話 番号 0279-22-2088 
COMMENT 
施工 代表 、 担 当 大 工 共 に 木造 に 対す る 幅 


広い 知識 と 経験 が あり 、 非 常に 安心 し て 工事 を 
任せ る こと が で きた 。 

コス ト 材料 ひと つ ひ と つま で 丁寧 に 積算 され 
て お り 、 コ スト の 透明 性 を 図り な が ら 、 見積 り 
か ら 現 場 ま で 一 貫 し て 無駄 が な い 進 行 を され て 
いる 。 

人 柄 建築 が 好き と いう 思い が 軸 に あり 、 ま 
た 頼み た いと 思う 。 (植田 開 ) 


掲載 : 146-155 頁 
渡辺 冨 工務 店 
代表 渡辺 暁 

今回 の 現場 監督 
規模 40 名 

所 在 地 東京 都 新 宿 区 山吹 町 343 
電話 番号 03-3269-1261 


伊 腰 進 


建築 家 情 報 


http://Wwww.watanabetorml.cO.」D 

最近 施工 し た 作品 

「Apartment ふ じ 」 泉 幸 南 (新建 築 』 2102) 
出窓 の 塔 居 」 藤 貴 彰 十 藤 悠子 (本誌 2012) 
柳 小 路 南 角 」 三井 領 新建 築 』 1909) 
COMMENT 

施工 打 設 時 に 通常 の 谷 の 200V の イン バー 
ター を 使い 、 通 常 よ り 太 い バ イブ レー ター で 再 
振動 を 行っ た コン クリ ー ト は 、1 年 半 経 っ て も 
まっ た く 収 縮 ク ラッ ク が 発生 し な いと いう 目覚 ま 
し い 成 果 を 得 た 。 ま た 内 装 工事 で は 自社 の 訓 
練 校 で 槍 成 され た 棟 染 が 担当 し 、 非 常に 高い 
レベ ル で の 成果 が 得 ら れ ま し た 。 

工期 諸般 の 事情 か ら 遅 れ は 出 た が 、 最 後 
まで 誠実 に プロ ジェ クト を 完遂 し て いた だ いた 
た こと を 高く 評価 し た い 。 

コス ト 契約 書 に 従い 、 誠 実に 遂行 し て いた 
Me IN (矢板 久 明寺 矢板 直子 ) 


1. 今後 予定 し て いる プロ ジェ クト や 展覧 会 、 講 演 会 な どの 情報 ノ 2. Facebook、Tvitter な どの URL 
※1 の 作品 名 、 竣 工 時 期 、 展 覧 会 、 講 演 会 情報 は 本 誌 発売 時 点 で の 予定 と な り ま す 。 


2008 年 ' 三 人 の 作家 の た め の ア トリ エ と 住宅 」 で SD レビ ュー 入賞 ノ 2015 年 「N の 住宅 地 の 住宅 」( 本 誌 1505) で JIA 東 海 住宅 建築 賞 
誌 1702) で CS デザ イン 切 グ ラン プリ 受賞 ノ 2018 年 'houseT / salonT」 (本誌 1609) で 第 33 回 吉岡 賞 受賞 ノ 「houseA / shopB」( 本 誌 1701) で 2018 年 第 12 回 関西 建築 家 新 
人 賞 、2019 年 第 7 回 京都 建築 賞 藤井 厚 二 賞 受 賞 


tez@sepla.Ocn.n@.」D 


1. 根津 の 住宅 」( 東 京都 文京 区 ノ 2022 年 ) ! 日 田 の 住宅 」( 大 分 県 日 田 市 ノ 2022 年 ) 


〒222-0011 神奈 川 県 横浜 市 港北 区 菊名 2-18-24-.103 [スタ ジオ ] ・302 [オフ ィ ス ] 
Info@mtka.jp 


nttp://www.mtka.jD 


〒603-8346 京都 府 京 都市 北 区 等 持 院 北町 58-1 
kimura@krmrmtrmt.com 


賞 受 賞 ノ 2016 年 「 ハ イツ Y の 修理 」 (本 


tel. & fax. 075-748-1934 
nttp:/www.krmrmtrmt.com 


(手塚 貴 晴 ・ 左 ) 1964 年 東京 都 生 まれ / 1987 年 武蔵 工業 大 学卒 業 / 1990 年 ペン シル バニ ア 大 学 大 学院 修了 ノ 1990 て 94 年 リチャード ・ ロ ジャ ー ス ・ パ ー ト ナー シッ プ ・ ロ 
ンド ング ノ 1994 年 手塚 由比 と 手塚 建築 研究 所 を 共同 設立 ノ 1996 ン 2003 年 武蔵 工業 大 学 専任 講師 ノ 2003 年 て 武蔵 工業 大 学 准 教 授 / 2005 て 06 年 ザル ツブ ル グ ・ サ マー アカ 
デミ ー 教 授 / 2006 年 UC バ ー ク レー 客員 教授 ノ 現在 、 東 京都 市 大 学 教授 

(手塚 由比 ・ 右 ) 1969 年 神奈 川 県 生ま れ / 1992 年 武蔵 工業 大 学卒 業 プ 1992 93 年 ロン ドン 大 学 バ ー ト レッ ト 校 (ロン ・ ヘ ロン に 師事 ) ノ 1994 年 手塚 貴 晴 と 手塚 建築 研 
究 所 を 共同 設立 ノ 1999 年 て 東洋 大 学 非常 勤 講師 ノ 2001 年 て 東海 大 学 非常 勤 講 師 / 2006 年 ザル ツブ ル グ ・ サ マー アカ デミ ー 教 授 、UC バ ー ク レー 客員 教授 


ノ 「 屋 根 の 家 」( 本 誌 0108) で 2002 年 度 JIA 新 人 臣 受 賞 、2003 年 日 本 建築 学会 作品 選奨 ノ 「 ふ じ よ うち 


〒158-0082 東京 都 世田谷 区 等 々 カカ 1-19-9 3F tel. 03-3703-7056 fax. 03-3703-7038 
nttp://vvww.tezuka-arch.com 


2016 年 「 ペ イン ター ハウ ス 」 (本 誌 1506) で 東京 建築 士 会 住宅 建築 賞 2016 住 宅 建築 賞 受賞 ノ 2017 年 「 小 山 登 美 夫 ギャ ラリ ー」(『 新 建築 』 1706) で 3M 施工 事例 コン テス ト 
2017 入 選 ノ 「 天 井 の 檜 円 」 (本 誌 1902) で 2020 年 住ま い の 環 境 デ ザイ ン ア ワー ド 2020 優 秀 賞 、2020 年 グッ ド デ ザ イン 賞 2020 受 賞 ノ 2020 年 「 サ ステ イナ ブル ・ ラ ー ニ ング ・ 
ハウ ス 」 で awa 臨港 プロ ジェ クト 入賞 


tel. 045-642-3377 











安原 幹 (や す は ら ・ も と き ぎ ) 日 野 雅 司 ( ひ の ・ ま さ し ) 栃 澤 麻 利 (と ち ざ わ ・ ま り ) 

(安原 野 ・ 左 ) 1972 年 大 阪 府 生 まれ / 1998 年 東京 大 学 大 学院 工学 糸 研究 科 建 築 学 専攻 修士 課程 修了 ノ 1998 て 2007 年 山本 理 顕 設計 工場 ノ 2008 年 SALHAUS 共 同 主 
壮 ノ 2011 て 18 年 東京 理科 大 学 准 教授 / 2018 年 ~ 東 京 大 学 准 教授 

(日 野 雅 司 ・ 右 ) 1973 年 兵庫 県 生ま れ / 1998 年 東京 大 学 大 学院 工学 糸 研究 科 建築 学 専攻 修士 課程 修了 ノ 1998 て 2005 年 山本 理 顕 設計 工場 ノ 2007 て 10 年 横浜 国立 大 学 
建築 都市 スク ー ル Y-GSA 設 計 助 手 プ 2008 年 SALHAUS 共 同 主宰 / 2017 年 て 東京 電機 大 学 准 教授 

( 栃 澤 礎 利 ・ 中 ) 1974 年 埼玉 県 生ま れ / 1999 年 東京 理科 大 学 大 学院 理工 学研 究 科 建築 学 専攻 修士 課程 修了 ノ 1999 て 2006 年 山本 理 顕 設計 工場 ノ 2008 年 て SALHAUS 
共同 主宰 ノ / 現在 、 東 京 電機 大 学 、 芝 浦 工業 大 学 、 東 京 理科 大 学 非常 勤 講師 、 法 政 大 学 雪 任 講師 


群馬 県 農業 技術 セン ター」(『 新 建築 』 1305) で 2014 年 BCS 賞 受賞 、2015 年 日 本 建築 学会 作品 選奨 ノ 2014 年 「 西 麻布 の 集合 住宅 」(⑪ 新 建築 』 1402) で 東京 建築 士 会 住 
宅 建築 賞 受賞 ノ 「 陸 前 高田 市 立 高 田 東 中 学校 」(『 新 建築 』 1704) で 2017 年 グッ ク ド デ ザイ ン 賞 金賞 、2019 年 日 本 建築 学会 作品 選奨 、2021 年 東北 建築 大 賞 大 賞 受賞 ノ 「 大 
船渡 消防 署 住田 分 署 」 (新建 築 』 1810) で 2020 年 日 本 建築 学会 作品 選奨 、2021 年 東北 建築 大 賞 大 賞 受賞 

マ 建 築 家 情報 

1. 「 学 芸大 学 テ ラス 」 (東京 都 世田谷 区 ノ 2021 年 ) 「 神 田 三崎 町 の ビル 」 (東京 都 千代 田 区 ノ 2021 年 ) 


SALHAUS  〒101-0064 東京 都 千 代田 区 神田 療 楽 町 1-2-1 tel. 03-5577-3242 fax. 03-5577-3243 
Info@salhaus.com http://salhaus.corm 


畑 友 洋 (は た ・ と も ひろ る) 

1978 年 兵庫 県 生ま れ / 2003 年 京都 大 学 大 学院 工学 研究 科 修 了 ノ 2003 て 04 年 高松 伸 建 築 設 計 事 務 所 ノ 2005 年 畑 友 洋 建築 設計 事務 所 設立 ノ 現在 、 神 戸 芸術 工科 大 学 准 
教授 / 2015 年 'BELLY HOUSE」 で 第 3 回 京都 建築 賞 優秀 綱 受 賞 ノ ' 元 終 面 の 家 」( 本 誌 1612) で 2016 年 第 60 回 大 阪 府 建築 士 会 大 阪 建 築 コ ンク ー ル 渡辺 節 賞 、2017 年 日 
本 建築 学会 作品 選集 新人 賞 受 賞 ノ 2017 年 三宮 プラ ッ ツ 整備 委託 業務 プロ ボー ザル 」 で 最 優秀 賞 ノ 2018 年 「 舞 多聞 の 家 」( 本 誌 1806) で 第 2 回 日 本 建築 設計 学会 党 受 賞 ノ 
2020 年 「JR 灘 駅 前 広場 (南北 ) 設計 業務 公募 型 プ ロボ ー ザ ル 」 で 最 優秀 賞 (E-DESIGN、 モ ビリ ティ デザ イン 工房 と 共同 ) 

建築 家 情 報 

1.! 篠 原 の 家 」( 兵 庫 県 / 2021 年 ) ! 箕 面 の 家 」( 大 阪 府 / 2022 年 ) 

2. Facebook : http:/vww.facebook.comytomohiro.hata.927 Twitter : http:// twitter.com/TOMOHIROHAIA 


畑 友 洋 建築 設計 事務 所 。〒651-0082 兵庫 県 神戸 市 中 央 区 小野 浜 1-4 デザ イン ・ ク リエ イ テ ィ ブ セ ン ター 神戸 201 tel. 078-599-9035 
office@hata-archi.com http:/ www.hata-archi.com 


メラ ニー・ ヘ レス バッ ク セバス チャ ン ・ ル ノー 


(メラ ニー・ ヘ レス バッ ク ・ 左 ) 1989 年 フラ ンス 生ま れ / 2013 年 Nancy Architecture School (フラ ンス ) 卒業 
(セバス チャ ン ・ ル ノー・ 右 ) 1982 年 フラ ンス 生ま れ / 2006 年 Nancy Architecture School (フラ ンス ) 卒業 
T 建 築 家 情報 


1.!2m26 Keihoku House」 (京都 府 ノ 2021 年 ) 「 ツ ー ル ・ ボ ックス ・ プ ロジ ェクト ( 仮 )」 デザ イン ・ ワ ー ク ショ ッ プ 開催 (広島 市 現代 美術 館 ノ 2023 年 3 月 リニュ ー ア ルオ ー プ 
ン 予定 
2. Facebook : https://vvww.facebook.corm/deudeuxmetresVindtsix Instagram : https://vww.instagram.com/deuxmetresvingtsix/?h に ja 


2m26 〒616-8065 京都 府 京 都市 右京 区 太 徐 安井 西 裏町 5-3 
mail@2m26.com http://2m26.com 


島田 陽 ( し まだ ・ よ う ) 

1972 年 兵庫 県 生ま れ / 1995 年 京都 市 立 芸 術 大 学 美術 学部 環境 デザ イン 学科 卒業 ノ 1997 年 同 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ノ 1997 年 タ ト ア ー キ テク ツノ 島田 陽 建築 設計 事務 
所 設立 ノ 現在 、 京 都市 立 芸術 大 学 准 教授 、 京 都 芸 術 大 学 客員 教授 、 神 戸 大 学 、 神 戸 芸 術 工科 大 学 非常 勤 講 師 ノ 2013 年 六甲 の 住居 」( 本 誌 1202) で LIXIL デ ザイ ンコ ン デ 
スト 2012 人 金賞 、 第 29 回 吉岡 賞 受賞 ノ 2013 年 「 山 崎 町 の 住居 」( 本 誌 1209) で Asia Pacific 2013 Award Architecture Single Residence Highly Commended / 2016 年 「 石 
切 の 住居 」( 本 誌 1306) で 日 本 建築 設計 学会 賞 大 賞 受賞 ノ 2016 年 「 ハ ミル トン の 住居 」 (本誌 1701) で AIA Brisbane Regional Awards House of the Year Award、2016 
Oueensland State Architecture Awards State Award、AIA National Architecture Awards National Commendation ノ 2018 年 「 宮 本 町 の 住居 」( 本 誌 1707) で Dezeen 
Awards 2018 House of the Year 受 賞 ノ 主 な 著書 に 『7iP #04 YO SHIMADA』(2012 年 、 ニ ュー ハウ ス 出 版 ) 『 現 代 建 築 家 コ ン セ プ ト ・ シ リー ズ Vol.22 日 常 の 設計 の 日 淀 』(2016 
年 、LIXIL 出 版 ) 

T 建 築 家 情報 

1. ! 少 路 の 住居 」( 大 阪 府 / 2021 年 ) 「 鎌 倉 の 住 大 」( 神 奈川 県 ノ 2022 年 ) ! 日 川 の 住居 」 (兵庫 県 ノ 2022 年 ) 


2. |witter : https://witter.com/youshimada Facebook : https:/ ハ www.facebook.corm/shimada.yo 


タ ト ア ー キ テク ツ 〒650-0002 兵庫 県 神戸 市 中 央 区 北野 町 2-13-23 tel. 078-891-6382 fax. 078-891-6620 
Info@tat-o.com http://tat-o.com 


小室 舞 (こむ ろ ・ ま い ) 

1983 年 大 阪 生 まれ 、 神 戸 育ち / 2005 年 京都 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 / ノ 2006 て 07 年 スイ ス 連 邦 工科 大 学 チ ュー リッ ヒ 校 留 学 ノ / 2008 年 東京 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 建 築 
学 専攻 修了 ノ 2008 て 17 年 Herzog & de Meuron バ ー ゼ ル 事 務 所 (2014 年 より アソ シ エ イ ト ) / 2009 て 10 年 スイ ス 連 邦 工科 大 学 チ ュー リッ レヒ 校 千葉 学 ス タ ジ オ 助手 ノ 2014 
17 年 Herzog & de Meuron 香港 事務 所 ノ 2018 年 香港 と 東京 に KOMPAS 一 級 建築 士 事 務 所 設立 

建築 家 情 報 

1. ! 西 治 プ ロジ ェクト 」 (千葉 県 船橋 市 / 2021 年 ) 

2. |Iwitter : https://twritter.com/komumai_KOMPAS Facebook : https:/ ハ www.facebook.comyKOMPASarch 


KOMPAS JAPAN  〒104-0041 東京 都 中 央 区 新富 町 1-19-7 tel. 050-5326-7919 
Info@kompas-arch.corm nttps://kompas-arch.com 
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平井 充 ( ひ らい ・ み つる ) 山口 紗 由 (やま ぐち ・ さ ゆ ) 

(平井 充 ・ 上 ) 1974 年 北海 道生 まれ ノ 2004 年 工学 院 大 学卒 業 ノ 2009 年 工学 院 大学 大 学院 博士 課程 満期 退学 ノ 2009 年 Drawing notes 設 立 ノ 2015 年 メグ ロ 建 築 研究 所 
に 改組 / 現 在 、 実 践 女子 大 学 非常 勤 講師 、 京 都 工 芸 繊維 大 学 ヘ へ ヘリテージ ・ ア ー キ テク ト 和 養成 講座 講師 、DOCOMOMO Japan 理 事 ノ 主 な 論文 に 「Progress Report on the 
Musashi-Ranzan Country Club Clubhouse Conservation and Repair Work」 (『do.co_mo.mo Journal 52』、2015 年 、docomomo International 

(山口 紗 由 ・ 下 ) 1985 年 東京 都 生 まれ / 2008 年 日 本 女子 大 学卒 業 ノ 2010 年 同 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ノ 2009 年 Drawing notes 設 立 ノ 2015 年 メグ ロ 建 築 研究 所 に 改組 
ノ 現在 、 東 海 大 学 非常 勤 講師 / 主 な 著書 に 『 住 まい の 百科 事典 』 (共著 、2021 年 、 丸 善 出版 ) 


重箱 ハウ ス 」 で 2019 年 グッ ド デ ザ イン 賞 、2019 年 Design for Asia Awards Merit Award 受賞 、2020 年 日 本 建築 家 協会 優秀 建築 選 100 選 ノ / 「 嵐 山 カ ント リー クラ ブ ク ラ ブ ハ 
ウス 」 で 2020 年 日 本 建築 家 協会 優秀 建築 選 100 選 、2021 年 第 30 回 BELCA 賞 (ベス トリ フォ ー ム 部 門 ) 受賞 ノ 2021 年 ! 福 山東 警察 史 駅 前 交番 庁舎 プロ ボー ザル 」 で 最 優秀 者 


マ 建 築 家 情 報 
1.「 嵐 山 CC ク ラブ ハウ ス 改 修 工事 (|)」 (埼玉 県 比企 郡 ノ 2022 年 ) 「 福 山東 警察 署 駅 前 交番 庁舎 」 (広島 県 福山 市 /2023 年 ) 
2. Facebook : https://vvvw.facebook.corm/drawingnotes Insragram : https://www.Instagrarm.corm/rmeguroarchitecturelaboratory 


メグ ロロ 建築 研 究 所 〒153-0064 東京 都 目黒 区 下 目黒 5.3-12 FUJIMORI 目 黒 ビ ル 3F tel. 03-6451-0722 fax. 03-6451-0724 
Info@meglab.jp http:/meglab.jp 


加藤 必 毅 (か と う ・ ま さき ) 

1973 年 大 阪 府 生 まれ / 1995 年 工学 院 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 / 隈 研吾 建築 都市 設計 事務 所 、IDEE な ど を 経て 、2012 年 Puddle 設 立 / 2008 年 宇宙 エレ ベー ター デザ イン 
コン ペ 最 優秀 賞 、 特 別 賞 受賞 ノ 2009 年 「 博 報 堂 ケト ル オフ ィ ス 」 で グッ ド デ ザ イン 賞 受 賞 ノ 2016 年 “キッ チン で 暮らす ず " 施工 事例 コン テス ト 金 賞 受賞 ノ 主 な 著書 に 「 カ フェ の 
空間 学 世界 の デザ イン 手法 」 (2019 年 、 学 芸 出 版 社 ) 


ヤ 建 築 家 情報 
1. 「 中 国 成都 駐車 場 プ ロジ ェクト 」 (中 国 、 成 都 ノ 2022 年 ) ! 軽 井沢 の ホテ ルプ ロジ ェクト 」 (長野 県 北佐久 郡 軽井沢 町 / 2023 年 ) 
2. Facebook : https://vvww.facebook.com/masaki.kato.357 Instagram : https://vww.instagrarm.corm/puddle_masakikato 


Puddle  〒103-0024 東京 都 中 央 区 日 本 椅 小 舟町 14-7 
office@puddle.cO.jp nttDp://Duddle.cOo.jp 


宇津 木 誰 行 (うつ ぎ ・ た か ゆき ) 高橋 良弘 (た か は し ・ よ し ひろ る ) 

(宇津 木 誰 行 ・ 上 ) 1982 年 群馬 県 生ま れ ノ 東京 電機 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 ノ 武 蔵 工業 大 学 ( 現 ・ 東 京都 市 大 学 ) 大 学院 修士 課程 修了 ノ 2007 て 12 年 冨 川 浩史 建 築 設 
事務 所 勤務 ノ 2012 年 建築 ウツ ツ ギ 設計 設立 ノ 2020 年 333architects に 改組 

( 高 檎 良弘 ・ 下 ) 1983 年 東京 都 生 まれ ノ 武蔵 工業 大 学 ( 現 ・ 東 京都 市 大 学 ) 大 学院 修士 課程 修了 ノ 2007 て 19 年 山下 設計 勤務 ノ 2019 年 kenma 入 社 ノ 2020 年 より 
333architects に 参画 





lsechoNEST」( 本 誌 108 頁 ) で 2020 年 グッ ド デ ザ イン 賞 、 第 9 回 大 東 建 託 賃貸 住宅 コン ペ 新た な 賃貸 スタ イル 部 門 審 倉 委 員 特 別 賞 受賞 、JIA 優 秀 建築 選 2020 


ヤ 建 築 家 情 報 
1.「KIYOSUMI HOUSE」 (東京 都 江 東 区 ノ 2021 年 ) 「 本 郷 台 の 家 」 (神奈 川 県 横浜 市 プ 2022 年 ) 
2. Instagram (333architects) : https://www.instagram.com/333architects Insragram (MY NEST) : https://www.instagram.com/my_nest.ig 


333architects 〒220-0045 神奈 川 県 横浜 市 西区 伊勢 町 3.133-32 tel. 045-315-6740 fax. 054-315-6741 
tkutsudgIi@gmall.com https://yww.utg-.corm 





保坂 括 ( ほ さ か ・ た けし ) 

1975 年 山梨 県 生ま れ / 1999 年 横浜 国立 大 学 工学 部 建設 学科 建築 学 コ ー ス 卒業 ノ 2001 年 同 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ノ 1999 て 2003 年 建築 設計 SPEED STUDIO 共 同 設立 、 
主宰 ノ 2004 年 保坂 猛 建 築 都市 設計 事務 所 設立 / ノ 2004 て 15 年 国士 龍 大 学 非 常勤 講師 / 2010 一 15 年 法政 大 学 非常 勤 講師 / 2012 一 15 年 民 浜 国立 大 学 非常 勤 講 師 / 
2013 て 15 年 東京 理科 大 学 非常 勤 講師 ノ 2014 て 15 年 早稲 田 大 学芸 術 学校 非常 勤 講師 / 2014 て 15 年 工学 院 大 学 非常 勤 講師 / 2015 年 一 広島 工業 大 学 大 学 非常 勤 講師 ノ 
2015 年 て 早稲田 大 学芸 術 学校 准 教授 / 2016 年 横浜 か ら 新宿 に 事務 所 移転 /「LOVE HOUSE」( 本 誌 0601) で 2008 年 東京 建築 士 会 住宅 建築 賞 受賞 ほか /「 ほ うと う 不 動 」 
新建 築 』 1003) で 2010 年 AR Award ほか 受賞 ノ "DAYLIGHT HOUSE」( 本 誌 1203) で 2013 年 JIA 新 人 賞 受賞 ほか / 湘南 キリ スト 教会 」 ば 新建 築 』 1409) で 2015 年 神 
奈川 建築 コン クー ル 優 秀 賞 受賞 ほか / 「 名 古屋 の コー ト ハ ウス 」 (本 誌 1608) で 2016 年 中 部 建築 賞 受賞 ほか 





マ 建 築 家 情 報 
1. ! い すみ の 別荘 」 (千葉 県 ノ 2022 年 ) !S 邸 」( 東 京都 / 2022 年 ) ! つ くば の 住宅 十 cafe」 (茨城 県 / 2022 年 ) 
2. FaceDbook : http:/vvww.facebook.com/takeshi.hosaka.9 Instagram : https:/www.instagram.corm/takeshi_hosaka_officla/ 


保坂 猛 建 築 都市 設計 事務 所  〒162-0801 東京 都 新宿 区 山吹 町 358 小磯 大 人 竹 ビ ル 202 tel. 03-5946-8909 
Info@hosakatakeshi.corm nttp://www.hosakatakeshi.com 


濱田 社 (【 は まだ ・ た けし ) 

1975 年 大 阪 府 生ま れ ノ 1998 年 法政 大 学 工学 部 卒業 ノ 2003 年 京都 工芸 繊維 大 学 大 学院 博士 前 期 課程 修了 ノ 2003 年 コン パス 建築 工房 ノ 2006 年 濱田 設計 測量 事務 所 ノ 
2010 年 HAMADA DESIGN 開 設 ノ 現在 、 京都 工芸 繊維 大 学 、 摂南 大 学 、 京都 芸術 大 学 、 大 阪 電 気 通信 大 学 非常 勤 講師 ノ 2014 年 AKA ビル 」 で 第 3 回 リフ ォ ー ム リノ ベー ショ 
ンコ ンク ー ル 大 阪 府 知事 賞 受賞 ノ 「 四 畳 半 キュ ー ブ の 家 」 (本 誌 124 頁 ) で 2019 年 アイ カ 施 工 例 コン テス ト 最 優秀 賞 、2020 年 グッ ド デ ザ イン 賞 受賞 

T 建 築 家 情 報 

1.「 丘 上 の 平屋 」 (滋賀 県 申 賀 市 ノ 2021 年 ) 


2. Instagram : https://vvww.instagram.com/hamadadesign0523 


HAMADA DESIGN 〒572-0848 大 阪 府 寝屋川 市 秦 町 1.3 tel. 072-823-7935 fax. 072-825-1287 
Info@hamada-design.com nttps://hamada-design.com 


武藤 圭太 郎 (お ひと う ・ け いた ろう ) 

1979 年 岐阜 県 生ま れ / 2002 年 明治 大 学 理 工学 部 建築 学科 卒業 ノ 2004 年 明治 大 学 大 学院 理工 学研 究 科 建築 学 専攻 修了 ノ 2010 年 武藤 圭太 郎 建築 設計 事務 所 設立 ノ 現在 、 
大 同 大 学 非常 勤 講師 ノ 2013 年 北方 町 新 庁舎 建築 設計 プロ ボー ザル (CA と 共同 ) で 最 優秀 賞 受賞 ノ 2017 年 「 北 方 町 庁舎 」( 新 建築 』 1705) で 中 部 建築 賞 入賞 ノ 2017 年 
「HINO1」 (本 誌 1907) で 中 部 建築 賞 受賞 ノ 2018 年 「HINO2」 (本誌 1908) で 岐阜 市 景観 賞 受 賞 ノ 2018 年 「GODO 神戸 町 の 平屋 」 で 中 部 建築 賞 受賞 

T 建 築 家 情 報 

1.「 名 古屋 市 の 住宅 」 (愛知 県 名 古屋 市 ノ 2022 年 ) 「 岐 阜 市 の 住宅 」 (岐阜 県 岐阜 市 ノ 2022 年 ) 「 馬 喰 一 代 長 良 本 家 」(| 岐 阜 県 岐阜 市 ノ 2022 年 ) 


2. Instagram : https:/ ハ www.instagrarm.cormykeitaro_muto 





武 了 藤 圭太 郎 建築 設計 事務 所 500-8069 岐阜 県 岐阜 市 今 小町 29 tel. 058-215-7272 fax. 058-264-2013 
keitarormuto@gmall.com nttp://mut-archi.corm 
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植田 開 (うえ だ ・ は る き ぎ ) 


1983 年 広島 県 ノ 2007 年 広島 工業 大 学 大 学院 村上 徹 研究 室 修了 ノ 2007 て 10 年 佐藤 光彦 建築 設計 事務 所 ノ 2010 て 14 年 ゼロ ワン オフ ィ ス / ノ 2015 年 steam 設 立 


me 
.「 豊 島 の 住宅 」( 東 京都 北 区 ノ 2022 年 ) 「 鎌 倉 の 住宅 」 (神奈 川 県 鎌倉 市 ノ 2022 年 ) 「 麻 布 ア パー トメ ント 」 (東京 都 港 区 ノ 2023 年 ) 「 川 崎 保育 園 」( 神 奈川 県 川崎 市 / 
2023 年 ) 
2. |Iwitter : https:/ 人 witter.corm/stearmlnc_hu Facebook : https:/www.facebook.com/hh.ueda 





〒114-0032 東京 都 北 区 中 十条 2-17-3 まり も 荘 1F tel. 03-5948-9620 fax. 03-6730-3643 
Info@stearminc.jDp 


Steam 
nttp://StearmInc.」D 


穫 板 久 明 (や いた ・ ひ さあ き ) 矢板 直子 (や いた ・ な お こ ) 

(矢板 久 明 ・ 左 ) 1955 年 生ま れ / 1982 年 東京 大 学 大 学院 修士 課程 修了 ( 議 部 研究 室 ) ノ 1982 て 93 年 谷口 建築 設計 研究 所 ノ 1994 年 矢板 久 明 建 築 設計 研究 所 設立 ノ 
2004 年 て 矢板 直子 と 共同 主宰 / 2005 年 矢板 建築 設計 研究 所 に 改組 ノ 現在 、 工 学院 大 学 非常 勤 講師 
(矢板 直子 ・ 右 ) 1958 年 生ま れ / 1982 年 日 本 女子 大 学 家政 学部 住居 学科 卒業 / ノ 1982 て 2002 年 アー 
て 矢板 建築 設計 研究 所 共同 主宰 


キ ブ レー ン 建 築 研究 所 ノ 2002 年 内 田 直 子 建築 研究 所 設立 ノ 2005 年 





「 ケ アハ ウス ・ リ バテ ィ ー ガ ー デ ン 」 (『 新 建築 』 9908) で 1999 年 彩 の 国 さ いた ま 景 観賞 、1999 年 越谷 市 建築 景観 賞 受賞 ノ 「PATIO」( 本 誌 1207) で 2013 年 第 25 回 日 本 建 築 
家 協会 新人 賞 、2013 年 第 39 回 東京 建築 賞 優秀 賞 、2016 年 THE AMERICAN ARCHITECTURE PRIZE 2016 GOLD PRIZE 受 賞 ノ 2017 年 「 南 軽井沢 の 家 」 (本誌 9401) で 
JIA25 年 建築 選 入 選 





・ TOomorml MENSUI 


思 里 ン 
取 京 ク 


1 


矢板 建築 設計 研究 所  〒151-0051 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 3-59-4-407 tel. 03-5775-7217 fax. 03-5775-7218 
mail@yaita-assoclates.com nttp://ww.yaita-assoclates.Corm 
執 午 者 
伏見 唯 (ふし み ・ ゆ い ) 清水 電 式 (し みす ・ や すま さ ) 乾 久 美子 (いぬ い ・ く みこ ) ゼル ス 校 (UCLA) 客員 教授 ノ 2017 年 、2019 年 
』 1982 年 東京 都 生 まれ / 早稲 田 1980 年 広島 県 生ま れ / 2002 年 1992 年 東京 藝術 大 学 美術 学部 建築 科 卒 業 ノ ハー バー ド 大 学 デ ザイ ン 大 学院 (GSD) 客員 教授 


1 還 大 学 大 学院 修士 課程 修了 後 、 
MM 新建 築 社 、 同 大 学院 博士 後期 
課程 を 経て 、2014 年 伏見 編集 

を 設立 ノ 『TOTO 通 信 』 な どの 編集 制作 を 手 
掛け る ノ 博 士 (工学 ) ノ 主 な 著書 に 『 木 砕 之 注 
文 』( 共 編著 、2013 年 、 中 央 公論 美術 出版 )、『 世 
界 建築 史論 集 』( 共 編著 、2015 年 、 中 央 公論 
美術 出版 )、『 日 本 の 住宅 遺産 名 作 を 住み 継ぐ 』 
(2019 年 、 世 界 文化 社 ) 


病 田 衛 次 (みつ だ ・ え いす け ) 
1972 年 京都 府 生 まれ / 1997 年 
京都 大 学 工学 部 卒業 ノ 1999 年 
京都 大 学 大 学院 工学 研究 科 修 
硬 記 主語 士 課程 修了 アノ 1999 年 佐々 木 睦 
時 造 計画 研究 所 ノ 2006 年 満田 衛 資 構造 計 
画 研究 所 設立 ノ 2014 年 京都 大 学 大 学院 博士 
後期 課程 修了 博士 (工学 ) / 2018 年 京都 エ 
芸 繊維 大 学 教授 ノ 2011 年 「 中 川 政 七 商店 新 
社屋 」 (吉村 靖 孝 建築 設計 事務 所 、『 新 建築 』 
1005) で JSCA 皿 新人 躍 受 賞 ノ 2013 年 「 大 阪 
府立 春日 丘 高等 学校 創立 100 周 年 記念 会 館 」 
( 井 下 仁 史 ) で 日 本 構造 デザ イン 賞 受賞 ノ 2016 
年 「House of Kyoto」 (本 誌 1401) で 京都 建築 
賞 藤井 厚 二 賞 受賞 ノ 2019 年 「 関 西 大 学 第 4 学 
舎 1 号 館 改 修 お よび 増築 」 (佐藤 総合 計画 ) で 
日 本 免 震 構造 協会 業績 賞 受 賞 





編集 後記 


毎月 編集 の 途中 で 、 同 じ 大 き な 課 題 に ぶつ か り 
ます 。 そ れ が 特集 タイ トル の 付け 方 で す 。 特集 
タイ トル と は 、 そ の 特集 が 何で ある か 端的 に 示 
す 、 い わ は ば 毎号 の 看板 。 し か し 同時 に それ は 

読者 へ 、 そ し て 掲載 する 建築 家 へ の 投げ か け と 
言っ て よい か も し れ ま せん 。 つ まり 毎月 の 特集 
タイ トル は 、 集まっ た 作品 を 中 心 に 浮かび 上 が っ 

た これ か ら の 住宅 が 思考 すべ きこ と を 仮説 と し て 
打ち 立て 、「 み な さん どう 思い ます か ?」 と 問い 
か ける も の だ と いう 意識 を も っ て いま す 。 そこ に 、 
毎月 頭 を 悩ま せる こと が 最近 特に 多く な り ま し 
た 。 そ れ は お そら く 、 単純 な 括り で は お さま ら 


細 民 浜 国立 大 学卒 業 / 2005 年 同 
主 大 学院 修士 課程 修 ア ノ 2005 
中 | 14 年 TIS & PARTNERS 勤 務 ノ 
2015 年 S WWORKS 設 立 ノ 2018 年 て 清水 構造 計 

画 に 改組 ノ 2021 年 東京 構造 設計 事務 所 協会 
(ASDO) 理事 





萬田 隆 ( ま ん だ ・ た か し ) 

1971 年 東京 都 生ま れ / 1999 年 
京都 大 学 大 学院 工学 系 研究 科 建 
生 学 専攻 修士 課程 修了 ノ 1999 
ーー 2005 年 オー ク 構 造 設計 ノ 
2005 年 tmsd 萬 田 隆 構造 設計 事務 所 設 ゝ 
神戸 芸術 工科 大 学 環境 デザ イン 学科 准 教 授 





川勝 真一 (か わか つ ・ し ん いち ) 

ms 5 年 兵庫 県 生ま れ / 2005 年 
どう 衝 二 衝 大学 工学部 人 
語形 工学 科 卒 業 ノ 2008 年 同 大 学 





中 院 工 芸 科 学研 究 科 博士 後期 課 
程 単位 取得 退学 ノ 2008 年 て RAD ノ 現在 建築 
リサ ー チ ャ ー と し て 、 建 築 に 関す る 展覧 会 の キュ 
レー ショ ン や 出版 、 市 民 参 加 型 の 改修 ワー ク 
ショ ッ プ の 企画 運営 、 レ クチ ャ ー イ ベン ト の 実 
施 、 行 政 へ の 都市 利用 提案 な どの 実践 を 通じ 、 
建築 と 社会 の 関わ り 方 、 そ し て 建築 家 の 役 割 に 
つい Y て のり リ サー チ そ 全う 。 


な い ほ ど 、 住 宅 を 取り 巻く 背景 が 複雑 で 深度 を 
も っ た こと 、 ま た 建築 家 の 創 意 や その あり 方 も 
多様 に な っ た こと が 起因 し て いる と 思い ます 。 
例え ば 、 先 月 号 の タイ トル 「 山 の 家 ・ 海 の 家 
ーー どこ で どう 生き る か 」 は 、 こ の 思い 切っ た 副 
題 に 本 当 に これ で よい か 悩み まし た 。 昨年 まで 
長年 ' 別 蘭 」 と 用 途 を 掲げ て いた タイ トル を や め 
て 、「 山 の 家 ・ 海 の 家 」 と 建っ て いる 環境 に 着目 
し た タイ トル に し た も の で す が 、 こ れ は 別荘 と い 
う 、 週末 や 季節 の よい 時 に 楽し むり も の と いう よ 
り も 、 も っ と 切実 に 、 移 住 や 多 拠点 居住 な ど 、 
その 地 に 根ざし た 生き 方 が 現実 に 多く 見 えて き 


立 ノ 現在 、 


1996 年 イエール 大 学 大 学院 建築 学部 修了 ノ 
1996 て 2000 年 青木 浮 建 築 計画 事務 所 勤務 ノ 
2000 年 昌 久 美子 建築 設計 事務 所 設立 ノ 2011 
16 年 東京 藝術 大 学 美術 学部 建築 科 准 教授 ノ 
2016 年 横浜 国立 大 学 大 学院 YYGSA 教 授 
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2000 て 04 年 妹島 和 世 建築 設計 事務 所 勤務 ノ 
2004 年 石上 純也 建築 設計 事務 所 設立 ノ 2010 
と 12 年 東北 大 学 大 学院 特 任 准 教 授 / 2014 年 
ハー バー ド 大 学 デ ザイ ン 大 学院 客員 教授 ノ 
2015 年 プリ ンス トン 大 学 大 学院 客員 教授 ノ 
2016 年 メン ドリ ジオ 建築 アカ デミ ー 客 員 教 授 / 
2017 年 オス ロ 大 学 大 学院 客員 教授 ノ 2017 年 
コロ ン ビ ア 大 学 大 学院 客員 教授 


長谷 川井 (は せがわ ・ ご う ) 

1977 年 埼玉 県 生ま れ / 2002 年 東京 工業 大 学 
大 学院 修士 課程 修了 後 、 西 沢 大 良 建築 設計 事 
務 所 勤務 ノ 2005 年 長谷 川 裏 建築 設計 事務 所 設 
立 ノ 2015 年 東京 工業 大 学 大 学院 博士 課程 修了 
(工学 博士 ) ノ 2009 て 11 年 東京 工業 大 学 非 常 


勤 講師 ノ 2012 て 14 年 メン ドリ ジオ 建築 アカ デ 


ミー 客員 教授 / 2014 年 オス ロ 建 築 デ ザイ ン 大 
学 客員 教授 / 2016 年 カリ フォ ルニア 大 学 ロ サン 


た こと に よる も の で し た 。 編集 当初 は 副題 を 、「 ど 
こ に 住ん で どう 暮らす か 」 と し て いた も の を 、 そ 
れ ぞ れ の 建築 家 と つく っ た ペー ジ が 完成 し て 集 
まる と 、 も っ と 根源 的 な 回 答 が 見 えて き て 「 ど こ 
で どう 生き る か 」 と いう 問い か け の 方 が 相応 し い 
と 変わ や っ て いき まし た 。 こ の メッ セー ジ が どの よ 


うに 伝わる か 、 そ の 決定 は 編集 の 重要 な 場面 と 
し て 、 こ の 雑誌 に 関わ る 多く の 人 か ら 紡 が れる 
も の で す 。 


今月 号 は 「 風 が 抜け る 家 - 一 一 外 に 居場所 を 生む 
テラ ス 」 と 名 付け まし た 。「 風 が 抜け る 家 」。 今 
ほど この 言葉 通り の 家 を 求め る 時 代 は あっ た で 


ST ふみ の り ) 
本 誌 ア ドバイ ザー/ 1982 年 富 
山県 生ま れ / 2005 年 東京 工 





業 大 学 工学 部 建築 学科 卒業 ノ 
電 7 2007 年 東京 工業 大 学 大 学院 
理工 学研 究 科 建築 学 専攻 修士 課程 修 イ ノ 
2010 年 能 作文 徳 建築 設計 事務 所 設立 ノ 2012 
年 東京 工業 大 学 博士 (工学 ) 学位 取得 ノ 2012 
て 18 年 東京 工業 大 学 大 学院 環境 ・ 社 会 理工 
学院 建築 学 系 助教 / 2018 て 21 年 東京 電機 大 
学 未来 科学 部 建築 学科 准 教 授 / 2021 年 ~ 東 
京都 立 大 学 都市 環境 学部 建築 学科 准 教 授 


③ 証 正 

2021 年 7 月 号 148 て 155 頁 「 間 無用 」 に お いて 、 
実際 は 2 階 の 天井 が 張ら れ て いる と ころ 、 天 井 
が 張ら れる 前 の 状態 の 写真 が 掲載 され て お り ま 
し た 。 ま た 、 同 号 155 真 の 断面 図 に お いて 、「 こ 
も り 場 」 の 染 下 高 さ の 表記 に 誤り が あり まし た 。 
正 :!「1 160mm」 

誤 :!1.579mm」 

計 正 し 、 お 詫び 申し 上 げ ま す 。 


し ょ うか 。 ど こ に いて も 風 が 通る か を 確か め て 目 
分 や 大 事 な 人 の 命 と 健康 を 守る よう に な っ た こ 
と と 同時 に 、 外 に 居場所 を 求め て そこ で さま ざ 
ま に 楽 し むこ と を 多く の 人 が 覚え まし た 。 扉 や 
飼 を 大 きく 開い て より 外側 に 家 の 重 心 を 置い た 
と 言え る と 思い ます 。 そ の 代表 格 、 外 の 居場所 
を 生む テラ ス を 特集 し まし た 。 目 に 見 えな い 不 
確か な も の に こそ 今 向 か い 合 うべ き で は な いか 
と いう 仮説 を 立て た 特集 タイ トル で す 。 ど う 感 じ 
られ た か 、 ご 意見 を お 待ち し て いま す 。 (A) 
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LVL ス ギ 材 に 対応 する 委 交 金物 「JW ブ レー スプ レー ト 」 





設計 価格 : 484 円 ノ 信 (税込)。 


木造 住宅 を は じ め と する 建築 金物 を 製造 ・ 販 売 す る (株 ) カナ イ は 、LVL ス キ 材 対応 の 
筋 交 金 物 「JW ブ レー スプ レー ト 」 を 発売 。 近 年 の ウッ ド シ ョ ッ ク の 影響 か ら 、 構 造 材 と 
し て LVL 需要 が 高まる 中 LVL を 筋 交 材 と し て 使用 し た いと いう ニー ズ を 受け 開発 され 
た 。 壁 倍率 2 倍 の 筋 交 (45x90mm 以 上 ) に 使用 する 2 点 留め の 筋 交 人 金物 で 、JAS 構 造 
材 の LVL ス キ 材 を 用 いて 性 能 試 験 を 実施 し て いる 。 


(株 ) カナ イ 
tel:048-924-1131 
WWW.kana-e.CO.」D 


フィ リッ プ ・ ス タル ク に よる ライ ン ナ ッ プ 発表 


テ ュ ラ ビッ ト ・ ジ ャ パン 
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ワン プラ イス で 11 種類 の キッ チン レイ アワ ウト ヘ リニュー アル 
GRAFIERT 





「 ポ ポラ ー ト アイ ラン ド 」 イメ ー ジ (カラ ー : ノッ ティ ホワ イト ) 。 


GRAFTEKT (グラ フ テ ク ト ) は 、 1 1 種類 の キッ チン レイ アウ ト を すべ て 935,000 円 ( 税 
込 ) の ワン プラ イス へ と リニュ ー ア ル し た 。 木 の 節目 を 活か し た 凹凸 感 の ある ノッ ティ 
ブラ ウン 、 ナ チュ ラル 、 ホ ワイ ト 、 落 ち 着き の ある オニ キス グレ ー の 4 色 が 新しく ライ 
ン ナ ッ プ し 、8 色 展開 と な る 。 ま た 、 新 し い キ ッ チ ン レ イア ウト 「 ウ ェ ス タ アイ ラン ド 」 
や 、 キ ッ チ ン の ダイ ニン グ 収 納 等 の オプ ショ ン も 追加 。 


GRAFTEKT 
tel:0570-001-153 
http:/Wwww.graftekt.jp 


間仕切 「 プ L レイ ス ス 」 | 「 プ レイ フ ス ・ ス ウィ ング 」 機 拡充 


立川 プライ ンド 工 業 

















ロロ イメ ー ジ 。 国内 販売 時 期 は 未定 


ドイ ツ 製 デザ イナ ー ズ バス ルー ム ブ ラン ド Duravit (デュ ラビ ッ ド ) は 、 フ ィ リ ッ プ ・ ス 
タル ク に よる 初 の コン プリ ー ト バス ルー ムシ リー ズ 「White Tulip by Starck (ホワ イト 
チュ ー リ ッ プ バイ スタ ルク )」 を 発表 。 チ ュー リッ プ を 礼 御 と させ る オー ガニ ッ ク な シ 
ル エ ッ ト が 特徴 の フリ ー ス タン ディ ング の 洗面 ボウ ル や バス タプ ブ 、 ト イレ 、 フ ァ ニ チャ ー 
と ミラ ー、 水 栓 レン ジ 等 を ライ ン ナ ッ プ 。 


デュ ラビ ッ ト ・ ジ ャ パン (株 ) 
tel:03-5428-4605 
https://WWwW.duraVIt.CO.」D 
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部 屋 の 一 角 を L 字 ( に 仕切 る コー ナー 約 ま り ( オ プシ ョ ン ) の 施 エイ メー ッ ツア 人 間仕切 ' プ 
レイ ス 」 (格納 方 式 : 折戸 十 出 入り の 方 法 : 引戸 )。 


立川 ブラ イン ド 工 業 (株 ) は 、 間 仕切 「 プ レイ ス 」 と 「 プ レイ ス スウ ィング 」 の 機能 と 納 
まり を 拡充 。 部 屋 の 仕切 りや 収納 の 目隠し 、 出 入口 の 扉 等 に 使用 で きる 間仕切 り 製品 で 、 
今回 、 安 全 性 を 向上 させ た ソフ トク ロー ズ 機 能 、 壁 面 の 下地 を 利用 し た 施工 が 可能 な フ 
ウト セッ ト 納 まり (正面 付け )、 和 紙 調 採光 窓 に 3 色 の 新 デ ザイ ン を 追加 等 、5 つ の 機能 
を 拡充 し 、 快 適 な 住 環境 の 実現 を 提案 。 


立川 ブラ イン ド 工 業 (株 ) 
tel:0120-937-958 (フリ ー コ ー ル ) 
https://Www.DIind.co.jp 
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ニ マ ル な 椿 円 形 の ペン ダン トラ イト 「 バテ ラ オー バル 」 


ルイ スポ ー ル セン ジャ パン 


ルイ スポ ー ル セン は 、 デ ンマ ー ク の デザ イ 
ナー、 オ イヴ ィ ン ・ ス ロッ ト に よる 照明 シリ ー 
ズ 「 パ テラ 」 の 新 デ ザイ ン 「 パ テラ オー バル 」 
を 発売 。 ひ まわ りや 巻貝 等 に 見 られ る 目 然 界 
の 螺旋 カー ブ を 用 い 、 フ ィ ボ ナッ チ 数 列 を 基 
に し た 複雑 な パタ ー ン で デザ イン され た ミニ 
マル な 檜 円 形 の ペン ダン トラ イト 。 職 人 に よっ 
て ひと つ ひ と ご づつ 手 作 業 で 組み 立て られ て いる 。 





価格 : 137.500 円 (税込 )。 


ルイ スポ ボール セン ジャ パン (株 ) 
tel:03-3586-534 1 
WWW.IouisDOulsen.com 
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(株 ) サン ゲ ツ は 、 オ ー ダ ー カ ー テ ン 見 本 帳 
「Simple Order (シン プル オー ダー) vol.2」 を 
発刊 。、 ト レン ド を 押さ えた デザ イン を 、 ド レー 
プ 、 レ ー ス 、 プ レー ン シ ェ ー ド 、 チ ャ イル ド セ ー 
フ テ ィ 機能 を 持っ た CS ロール スクリーン の 4 


種類 すべ て に お いて 、 分 か りや すい ワン プラ 
イス の 価格 設定 で 展開 。 人 巻頭 企画 で は ライ フ 


スタ イル に 合わ せ た 空 間 づ くり を 提案 。 





施工 例 。 見 本 帳 と 連動 し た 「WEB コ ー デ ィ 
ネー ト 写 真 集 」 で は さま ざま な カテ ゴリ ー か 


に NN ノヽ (株 ) シ ク 避 ツガ 
ヾ ロ 
ら 検索 が 可能 tel:052-564-3314 


https://Www.SangetsUu.CO.」D 


l 画 画 画 晶 画 画 画 画 画 画 画 還 画 画 画面 画 * 画 男 画 | 画 画面 | 硬 上 証 男 画 画 画 画 画 画 画 画面 宣 陳 亜 一 画面 画 画面 画 画 | 画 本 画面 四 画 画 画 画 画 画 画 画 呈 軍 画 硬 画 画 : 硬 画面 [ 硬 男 | 面 硬 [時 本 中 還 画 二男 画 画 画 画 画 亜 醒 亜 弄 画 : 画 : 重 | 画 画面 画 画 硬 員 | 硬 軒 画 画 映画 画 画 画 画 証 陳 下 画 画面 画 画 | 画 | 画 | 硬 硬 本 享 画 I 画 陣 画 画 画 画 画 画 画 画 画 呈 下 呈 還 面 画 硬 画 画 画 画 | 画面 加古 画 画 画 画 量 画 画 画 画 画 画 直 唱 班 : 硬 画 重 : 型 面 硬 硬 画面 本 上 | 硬 画 : 男 画 面 南画 画 二 


愛犬 の た め の 特別 な ドジ ャ ピー Dog Shower」 
ハン スグ ロー エ ジ ャ パン 


ハン スグ ロー エ ジャ パン (株 ) は 、 同 社 初 の 
ペッ ト 用 品 と な る 「Dog Shower」 を 発売 予 
定 。 15mm の ブラ シ 状 の シリ コン 製 ノ ズル 
と 、 体 全体 、 脚 部 、 足 裏 等 の 洗う 場所 に 適し 
た 3 種類 の シャ ワー モー ド や 水圧 調整 機能 

捨 載 し 、 シ ャ ワー が 苦手 な 愛 大 に 配慮 し な が 
らし っ か り と 洗い 上 げ ら れる 設計 。 シャ ワー 
ホー ス と 簡単 に 接続 可能 。 





製品 イメ ー ジ 。 マ ッ ト 仕 上 げ の 4 色 展 間 
開 。 価 格 : 13.200 円 (税込 )。 ハン スグ ロー エ ジャ パン (株 ) 
tel:03-5715-3073 


https://vvww.hansgrohe.CO.」D/ 


 * 箇 | | 硬 | : 画 [ 還 | 恒 | | 硬 ( 呈 | 陣 画 : 環 ) 環 | 自画 画 画 画 画 量 画 画 画 面 画面 : 画 ' 画 還 ( 画 画 | 重 i| 画 画 | 陣 画 環 画 画 画 画 画 画 画 晶 画 画 画 男 画 : 硬 唱 |i 恒 | 硬 下 | 硬 ( 正 面目 画 画 画 画 画 画 画 画 陣 画 画 更 画 : 面 | 画 唱 | 硬 重男 正貴![ 目 : 咽 画 画 瑞 画 画 画 画 環 画 画 画 画面 ( 加 | 恒 : 量 | (回 | 男 | 時 [ 硬 | 環 : 貴 ( 環 画 画 画 画面 画 画 画 画 画 陳 画 画 画面 画 ( 恒 | 硬 i 還 | 還 上 (上 画 画 環 画 画 画 画 画 画 申 還 画 画 陳 面 ' 画 画面 | 還 時 | ( 男 : 上 中 |( 目 )[ 和 中 画面 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画面 : 画 叶 上 画 | 硬 || 硬 ( 画 中 | 上 [ 面 画 画 画 画 画 画 画 画 直 


「 フ ォ グ ラス 」 か ら エ ン ボ スグ ラ デ ー シ ョ ン 柄 が 追加 販売 


中 川 ケ ミカ ル 


還 ' 画 | [ 硬 : 画 | I 還 | 正男 ( 重 モ 上 | 男 中 | 画 中 画 画 画 画 軸 画 画 画 画 環 面 面 : 画 : 画 還 硬 i 恒 | 硬 ! 本 | ( 画 貴 | 画 画 : 貴 画 画 画 画 亜 画 画 量 画 画 画 更 硬 更 ( 面 i 加 | 硬 ( 画 | I 四 (画面 環 画 画 環 画 画 画 画 画 画 陣 画 画面 ' 面 : 画 画 画 : 重 i 男 恒 環 | 男 環 環 画 画 画 男 画 画 亜 画 亜 宣 画 画 : 硬 |」 恒 |: 硬 画面 | 叶 |I 男 画 : 貴 陣 画面 画面 亜 画 画 画 画 陳 画 画 画 亜 : 画 男 恒 還 i 男 | ( 加 | 恒 : 加 画 : 中 画 画 画 画 亜 画面 画 画 画 画 更 面 画 亜 画 I 画 | 重 醒 |: 硬 男 : 画 |( 加 画面 画 玉 画 画 画 画 画 画 画 画 硬 画 : 硬 恒 硬 加 i 還 恒男 回 下 ( 画 画 環 画 陣 画 画 画 画 画 


(株 ) 中 川 ケ ミカ ル は 、 ス リガ ラス 調 シ ー ト 
「 フ ォ グ ラス 」 に エン ボス グラ デー ショ ン 柄 
「C-302G サ ンド スノー」 を 追加 販売 。 貼る だ 
け で 簡単 に 透明 ガラ ス が スリ ンー Wi に 
な り 、 簡 単に は が すこ と も 可能 な 装飾 用 シー 
ト で 、 エ ン ボ ス ド ッ ト に hy 
デー ショ ン は 空間 に 劇 染み や すく 、 印 刷 と は 
異な る 自然 で 滑ら か な 殺 象 の 目隠し を 実現 。 





施工 事例 。「C-302G サ ンド スノー」 を 中 心 か 
ら 上 下 に 2 枚 貼 り 分 け 、 センター グラ デー ショ 
ン と し て 施工 。 


(株 ) 中 川 ケ ミカ ル 
tel:03-5835-0341 
WWw.nakagaWwa.cO.jD 


画 画 画 陣 画 画面 : 画 : 画 : 硬 画 | 恒 |[ 恒 | 還 | 由 画 本 画 画 画 四 画 画 画 面 呈 画 画 画 互 画面: 重男 ( 硬 硬 画 硬 下面:[ 画 画 : 画 環 画 画 画 下 画 画 軍 画面 画 陣 亜 画 画面 画 | 亜 : 恒 | 硬 重 画面 画面 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 亜 還 宣 画 画 還 画 : 画 | 硬 画 | ( 恒 [ 面 画 : 男 : 画 ( 面 画 画 画 画 画 画 南 陣 画面 下 画 画 画 i 画 (画面 年 | 下 | 恒 | 画 : 環 | 画 画 画 画 画 画 画面 画 画 画 画 画 画 画面 : 硬 加古 i | 還 | 恒 上 i 画 | 画 


: 価格 :72.600 円 (税込 、 電球 別売 )。 


: A4 変 形 判 。516 ペ ー ジ 。 


箇 立 山 


: は 、 サ ン シ ル バー、2 フ 2 


宣 中 画 画面 画面 | 硬 | 恒 硬 ( 還 | i 画 [ 画 : 貴 : 咽 画 画 画 画 画 画 画 陳 画 下 画 画 '' 重 加重 画 |: 硬 画 | 還 面 |( 画 : 画 環 走 画 画 画 画 画 画 


右 :「T&O T1 チ ェ ア ( ス タッ キン グ )」( ア ッシュ 
材 、 シ ル バ ー)。 価 格 : 84700 円 (税込 )。 





イタ リア ・ OLUCE 社 の テー ブル ラン プ 「Mini Coupe2 2201」 発売 


スタ ジオ ノイ 


モダ ン 輸 入 照 明 を 扱う スタ ジオ ノイ (株 ) 
は 、 イ タリ ア の OLUCE( オ ルーチェ ) 社 
より 新た に 「Mini Coupe 2201」 を 発売 。 
Joe Colombo が 1960 年 代 に デザ イン し た 
「Coup@3321/2202」 の オマ ー ジ ュ と 言え る 
デー ツル ラン シック 。、 過 き 46 で フラ ラック ラフ 
ロン ズ 、 ス カー レッ トレ ッ ド 、 マ スタ ー ド イエ ロー 
の ボップ な 4 色 展 開 。 





スタ ジオ ノイ (株 ) 
tel:03-5843-0260 
https://Www.StudiO-noI.com 


| 旧 EEEHEINHIBHINIHEHEHEIEHEESIHIBUEHINIEEINIIEHHUHIEEINEEEEEHIIUBIHNEHIIEIHEIUEHINHIHIEHHNHIHUIIEEEBEININBSIINHEIUEEHEMHHNIHHIIUEIEEEINIUHIEEIIEEHHHIHIHMEIUIEEHEEHNUENIEINHEEEHEHEHIEIHEEIEIEBHIBSIIHEIUIEEHEEHHNHUHIHNIEEINEHESEIUBIUEIIHIINIIEEEH 


(株 ) プレ ステ ー ジ ジャ パン は 、 ラ イフ スタ イ 
ル シ ョ ッ プ Time & Style より 、 総 合 家具 カタ 
ログ 「atmosphere」 を 発刊 。4 月 に 発表 し た 
40 シ リー ズ 強 の 新 製品 を 含む お 同 ブ ラン ド の 製 
串 が 、 豊 富 な 写真 で 紹介 され て いる 。 質感 の 
草 う 数 種 の 紙 を 使い 分 けた 本 文 紙 や ミニ マル 
で シン プル な レイ アウ ト 等 、 こ だ わり が 詰まっ 
た カタ ログ と な っ て いる 。 





Time & Style 
tel:03-5464-3205 
WWW.timeandstyle.com 


画 画 二 画 弄 算 印 重男 画 | 画面 画 硬 : 中古 恒 上 因 画 画 画 画 画 画 画 呈 面 画 画 画面 環 画 I 画 画 画 画面 | 画面 | 硬 男 画 画 画 画 画 画 画 画面 呈 画 還 出 画 画 画 | 硬 ( 画 男 | 面 | 画 i 醒 画 画 叶 画 画 画 遇 画 画 画 画 画 画 下 面 呈 理 垂 恒 (画面 画 | 重 | 面 画 | 置 面 帳 陣 画 画 画 画 画 量 画 画 呈 画 弄 画 画 ! 硬 算 画 | 硬 | 画 画面 画 ! 上 [ 硬 四 画 画 画 画 画 画 画面 還 画 画 画 重男 * 画 I 画 画 画 [ 画 | 画 | 面 上 証 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 画 | 画 画 i 画 | 画 画 面 | 硬 | 面 四 画 画 画 画 画 画 画 


三 電 ア ルミ 社 = 


三 協 立 山 (株 ) 三 協 アル ミ 社 は 、 フ ァ サ ー 
ド エ ク ステ リア 「 み られ 」 の バリ エー ショ ン 
を 拡充 。 湿 式 工 法 壁 を リア ル に 再現 し た 乾式 
工法 壁 で 、 裏 面 に アル ミ 和 壁 材 を 組み 合わ せ た 
求め や すい 価格 の 「 シ ング ル タ イ プ 」 と 、「 門 
袖 壁 タイ プ 」 と 「 目 隠し 壁 タ イプ 」 に ハイ ク 
ロー ズ タ イ プ の 外 構 コー ディ ネー ト を 可能 に 
する 高 さ 2.200mm サ イズ を 追加 。 





YNS 
、 LE 、 mmmr- m- 昌 


r シ ング ル タ イプ 」 施 エイ メー ジ 。 ア ルミ 壁 村 
アー バン グレ ー、 ブ ラッ 


三 協 立 山 (株 ) 三 協 ア ルミ 社 
ク の 3 色 展 開 。 siej 0120-53-7899 


nttps://alumi.St-drD.CO.」jD 


昌 叶 四 四 理 下 還 可 (本 還 : 還 本 呈 環 画 画 画 画 男 国 画 面 下 画 画 下 還 本 呈 恒 天 叶 環 画 画 画 国 画 量 画 画 二男 下 還 還 得 ! 本 ( 還 本 ! 加 中 加 由 唱 画 環 量 画 申 固 画 画 厨 還 画 司 下 還 還 還 硬 (本 醒 還 下 ( 男 貴男 咽 画 国 画 画 還 画 画 還 国 還 還 呈 避 恒 ! 還 | 各 品 還 環 画 加 画 画 画 還 量 画 還 還 画 画 還 理 下 中 還 還 加 呈 ( 還 枯 ! 還 画 男 画 画 還 晶 男 画 画 瑞 下 還 還 還 還 画 叶 ! 本 (本 生還 | 下 可 中 画 量 画 還 画 画 是 画 還 下 画 画 還 還 恒 ! 還 : 恒 本 |( 還 末 | 国 


2 ジリ リク クセ ベー 0 旧 り ソソ / ラック 

| | イン の 「T&O」 シ リー ズ に T1 チェ ア (スタ ッ 

1 キン グ ) が 、「Fugu」 シリ ー ズ に は ダイ ニン グ 
ーー ルリ ライ プリ ツノ 


(株 ) マル ニニ 木工 は 、「MARUNI COLLECTION 

mn 2021 東京 展 」 を 開催 し 、 新 作 を 発表 。 深 澤 

】 直人 氏 デ ザイ ン の 「Tako」 シリ ー ズ に 、 身 体 

結 を ゆっ た り と 包み 込む アー ムチ ェ ア ( 張 座 ) が 
ママ ) 





左 :「Tako ア ー ム チェ ア ( 張 座 ) 」( ウ ォ ル ナッ 


の 入 Oo 
ト 材 )。 価格 : 258.500 円 (税込 ) (株 ) マル ニ 木 工 


tel:03-5614-6598 
https://Vvww.marunI.COm 
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エー アン ド エ ー 
パナ ソニ ッ ク 
ユニ オン シス テム 


カナ イ 


| トピ ックス 掲載 企業 


(50 音 順 ) 


GRAFTEKT 
P.166-167 


三 砺 立山 


サン ゲッツ 


三 協 アル ミ 社 
新建 築 住宅 特集 11 月 号 二 一 


広告 目 次 研 


スタ ジオ ノイ 





Time & Style 


表 4 


立川 ブラ イン ド 工 業 

デュ ラビ ッ ト ・ ジ ャ パン 
中 川 ケ ミカ ル 

ハン スグ ロー エ ジャ パン 
マル ニ 木 工 

ルイ スポ ー ル セン ジャ パン 


『 新 建築 住宅 特集 』 資料 請求 方 法 に つい て 


個人 情報 保護 法 に 基づき 、 読 者 の 紀 様 の 個人 情報 保護 を 図る た め 、 新 建築 社 で は ホー ムペ ー ジ 上 に 広告 掲載 
企業 を 閲覧 で きる よう に し 、 各 企業 の ホー ムペ ー ジ を リン ク い た し まし た 。 
資料 請求 を され る 際 は 、 各 広告 掲載 企業 へ 直接 資料 請求 を 行っ て くだ さい 。 


新建 築 社 ホ ー ム ペー ジ 


数 仕 〒 特 集 史生. 臨時 増刊 の ご 実 内 





_ 住宅 特集 2017 年 8 月 別冊 還 
JAPANESE Japanese House/ 日 本 の 表 
1945 年 以降 の 建築 と 暮らし 


定価 : 3.259 円 (税込 ) 

日 本 語 十 英語 256 頁 221x297mm ノ A4 変 型 / 平 綴じ 

日 本 の 戦後 の 住宅 を 取り 上 げ る 展覧 会 と し て 過去 最大 規模 と な る 東京 
国立 近代 美術 館 で 開催 され た 展覧 会 に あわ せ て 出版 し まし た 。56 組 の 


HOUSE デ | 


を 超え る 豊富 な 写真 * 図 版 を 掲載 し て いま す 。 mem 





弟 S 斗 還 


ーー と 新建 築 2015 年 6 月 別冊 
: 9 作 _ 東京 150 プ ロジ ェクト 
ニン 人 ] 多様 な 都市 マネ ジメント 


定価 :3.055 円 (税込) 

日 本 語 ・ 英 語 プ 230 真 221x297mm ノ A4 変 型 平 綴じ 

編集 協力 に 岸井 隆幸 氏 ( 日 本 大 学 教授 ) と 日 建設 計 総合 研究 所 を むか 
え 、 都 市 の 再 構築 に 向け た 東京 の 取り 組み を 海外 へ 発信 する 特集 号 で 
す 。 世 界 最大 の メガ リー ジョ ン で ある 東京 都市 園 は 、 高 度 経 済 成長 期 と 
1964 年 東京 オリ ン ピ ッ ク の 開催 を 契機 に 、 急 速 に 発展 し て きま し た 。 現 在 
で は 東京 は どこ に 行く に も 便利 で スマ ー ト な 交通 ネッ トワ ー ク と 、 多 様 な 人 
性 ' 詩 力 を 兼ね 備え る 「Cool な 都市 ] に な っ て いま す 。 こ うし た 成長 の 背景 
に は 、 ビ ジョ ン の 共有 、 特 区 の 指定 と 規制 緩和 な ど 、 高 度 な 公民 連携 に よ 
る 都市 づく り が あり ます 。 そ れ ら 東京 の 都市 づく り を 和英 併記 で 紹介 し ます 。 


TOKYO 
150 Projects 
評 京 150 プ 刀 ジ ェクト 
星 棚 な 割 


憶 な 都市 マキ ジェ ント 
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日 本 の 建築 家 に よる 75 の 住宅 を 、 テ ー マ ご と 系 譜 学 と し て 構成 し 、500 の デー 








tel.03-6205-4380 (代表 ) fax.03-6205-4386 


詳細 は WEB を ご 覧 くだ さい 。 >> ッ > https:/japan-architect.co.jp 


新建 築 2012 年 6 月 臨時 増刊 

Detaill of TOKYO SKYTRHEE“ 
東京 スカ イツ リー“ の ディ テー ル 

定価 :3.666 円 (税込 ) 

168 真 /297X221mm グ A4 変 ヨコ ン 平 綴じ 

2012 年 5 月 22 日 に 開業 し た 東京 スカ イツ リー。 目 立 式 電波 培 と し て 世 
界 一 の 高き を 誇る その 建築 は 、 工 事 中 か ら 人 びと の 関心 を 引き 、 注 目 を 
集め まし た 。 634m と いう 未知 の 高 さ ゆえ 、 新 し いつ くり 方 を 考え る 必要 
が あり 、 実 際 に た くさ ん の 工夫 が ちり ば め ら れ た タワ ー と な り ま し た 。 

本 書 は そう し た 意匠 や 構造 ・ 工 法 を 紹介 する 図面 集 で あり 、 建 設 に まつ 
わる 数 字 を キー ワー ド と し て まとめ た も の で す 。 撮 り 下 ろ し 写真 や 解説 文 
イン タビ ュー を 収録 。 ス カイ ツリ ー を 徹底 解剖 する 1 冊 で す 。 


新建 築 2005 年 11 月 臨時 増刊 


日 本 の 建 病 空 間 


監修 : 青木 浮 十 後 膝 治 十 田 中 視 彦 十 西 和夫 十 西 沢 大 良 


定価 :5.238 円 (税込 ) 
日 本 語 ノ 404 貞 221x297mm ン ノ A4 変 型 ノ 平 綴 じ 


飛鳥 時 代 か ら 21 世 紀 ま で 、| 空間 ] と いう 視点 で 選ん だ 100 の 日 本 建築 
を 、 写 真 を 中 心 に 紹介 し た 日 本 で 初め て の 本 で す 。 ビ ジュ アル に 楽し い 
だ け で な く 、 巻 末 に は 図面 ・ 解 説 ・ 年 表 と いっ た 資料 も 充実 。 資 料 性 の 高 
い 専門 書 で す 。 


新建 築 シ ョ ッ プ で の 


ご 購入 は こち ら か ら 
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Ulemiste Rail Baltic Terminal | Courtesy af 3+1 Architects 


親しい リソー ス を 搭載 し 、 イ ンタ ー フ ェ イ ス の 改善 で 作業 効率 化 を 
反 親 CAD・BIM ツ ー ル 


画 BIM・ 建 築 設 計 機 能 の 強化 | 本 に Vectorworks Architect 2021 
BIM・ 建 築 設 計 向 け パ ッ ケ ー ジ 「Vectorworks Architect 2021」 は 、 合 理 的 な 骨 スタ ンド アロ ン 版 
グリ ッ ド 線 ツ ー ル が 各種 ビ ピュー ボート に 自動 で 表示 され 、 図 面 作成 を 効率 化 | 標準 価格 :45/,600 円 (税込 ) 
し ます 。 ま た 、 図 面 マ ー カ ー が 吊 新 され 、 カ スタ マイ ズ が 可能 な 上 、PDF 取 り 出し 較 | “ 
の 際 に は 図面 へ の ハイ パー リン ク と な り ま す 。 さ ら に 、Revit デ ー タ の 取り 出し | Vectorworks サブ スタ リプ ショ ン ライ セン スプ ラン 販売 開始 
が 向上 し 、 オ ブ ジ ェクト メタ デー タ の サポ ー ト を 実現 し まし た 。 上 7 二 | Vectorworks Architect サブスクリプ ショ ン (1 年間) 245.300 円 (税込 ) 


VECTORWORKS。 


WIHMI 


ao か 卓上 | | | 昌 | | 目 昌 目 4910149051114 EE Gr 時 が 関 三 本 目 2 番 5 号 
条 記 14905-11 02ZZ00 電話 | 03-6205-4380 大 代表 振替 | 00150-6-30658 
⑥ ぐ SHINKENCHIKU-SHA Prinfed in Japon 2021 
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